
韓
流
の
進
化
／
深
化
と
日
韓
関
係

権

容
奭

ク
ォ
ン

ヨ
ン
ソ
ク

は
じ
め
に

二
一
世
紀
に
入
っ
て
日
韓
関
係
を
論
じ
る
際
に
、
こ
れ
ま
で
は

分
析
の
対
象
と
は
な
ら
な
か
っ
た
「
文
化
」
の
側
面
の
比
重
が
高

ま
っ
て
い
る
。
二
○
世
紀
に
は
想
像
す
ら
で
き
な
か
っ
た
「
韓
流
」

と
「
日
流
」
と
い
う
文
化
現
象
に
よ
り
、
今
で
は
文
化
を
抜
き
に

日
韓
関
係
を
論
じ
る
こ
と
は
難
し
い
状
況
に
な
っ
た
。
韓
流
は
一

時
期
、「
寒
流
」
と
揶
揄
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
韓
国
時
代
劇

とK
-
PO
P

ブ
ー
ム
に
よ
り
日
本
の
文
化
シ
ー
ン
の
な
か
に
定
着
し
、

さ
ら
に
拡
大
・
深
化
し
て
い
る
。

当
初
は
、
「
冬
の
ソ
ナ
タ
」
や
「
ヨ
ン
様
」
な
ど
ブ
ー
ム
の
原

因
を
解
明
す
る
社
会
学
的
、
メ
デ
ィ
ア
学
的
議
論
が
多
か
っ
た
が
、

近
年
に
な
り
、
韓
流
（
お
よ
び
日
流
）
が
日
韓
関
係
に
ど
の
よ
う

な
影
響
を
与
え
る
の
か
、K

-P
O
P

に
代
表
さ
れ
る
「
新
韓
流
」
が
日

韓
関
係
を
変
え
う
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な
外
交
的
含
意
が
あ
る
の

か
な
ど
に
つ
い
て
よ
り
関
心
が
高
ま
っ
て
き
た
。
筆
者
は
二
○
一

○
年
、
『
「
韓
流
」
と
「
日
流
」
―
文
化
か
ら
読
み
解
く
日
韓
新
時

代
』
と
い
う
拙
著
を
通
じ
て
、
文
化
交
通
を
日
韓
関
係
の
文
脈
か

ら
検
討
し
た
。
そ
れ
を
受
け
二
○
一
一
年
秋
に
、
一
般
市
民
向
け

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
報
告
す
る
機
会
を
得
た
。
本

稿
は
そ
の
際
の
報
告
内
容
を
基
に
、
韓
流
と
日
韓
関
係
に
つ
い
て

考
え
る
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
拙
著
の
公
刊
以
降
に
顕
著
と

な
っ
たK-

P
OP

を
中
心
と
す
る
「
新
韓
流
」
を
分
析
の
中
心
に
据
え

る
と
と
も
に
、「
韓
流
」
に
対
す
る
認
識
の
あ
り
方
や
、
日
韓
の
相

互
認
識
の
断
面
、
日
韓
関
係
の
質
的
変
化
、
そ
し
て
、
文
化
交
通
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を
日
韓
関
係
の
進
展
に
活
か
し
て
い
く
方
策
な
ど
、
よ
り
実
践
的

な
課
題
の
方
に
焦
点
を
当
て
て
論
じ
て
い
き
た
い
。

ま
ず
、
韓
流
を
め
ぐ
る
様
々
な
言
説
・
視
線
に
つ
い
て
整
理
し

て
お
こ
う
。
韓
流
に
対
す
る
ま
な
ざ
し
は
、
雑
駁
で
あ
る
が
大
き

く
「
国
家
／
民
族
主
義
的
観
点
」
と
「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
／

ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
観
点
」
に
、
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
国
家
／
民
族
主
義
的
観
点
」
に
は
、
ま
ず
、
韓
国
側
の
「
文
化

優
越
主
義
」
に
基
づ
く
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
欲
求
が
あ
る
。
韓
国

の
メ
デ
ィ
ア
で
よ
く
「
日
本
列
島
が
韓
流
に
熱
狂
」
と
い
っ
た
誇

張
さ
れ
た
表
現
が
散
見
さ
れ
る
が
、
事
実
に
即
し
て
い
る
と
は
い

え
な
い
。
そ
こ
に
は
「
対
日
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
」
の
裏
返
し
と
し

て
、「
克
日
」
の
象
徴
と
し
て
韓
流
を
捉
え
よ
う
と
す
る
見
方
が
介

在
し
て
い
る
。
次
に
、「
文
化
外
交
」
論
的
視
角
で
あ
る
。
こ
れ
は

韓
流
ス
タ
ー
を
「
文
化
外
交
官
」
と
称
し
、「
未
来
志
向
」
、「
日
韓

友
好
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
に
懸
案
を
棚
上
げ
に
し
つ
つ
、

ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
枠
を
前
提
と
し
た
「
国
際
文
化
交
流
」
の
延
長
線

上
に
韓
流
を
捉
え
る
視
点
で
あ
る
。
そ
し
て
、
日
本
側
に
顕
著
な

見
方
と
し
て
、
韓
国
の
国
家
戦
略
・
世
界
戦
略
（
あ
る
い
は
「
対

日
工
作
」
と
い
う
見
方
も
あ
る
）
と
し
て
韓
流
を
捉
え
る
ま
な
ざ

し
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
近
年
躍
進
す
る
韓
国
企
業
と
韓
流
を
関

連
付
け
て
考
え
る
傾
向
が
強
い
。K-

P
O
P

グ
ル
ー
プ
は
、
国
策
に
よ

っ
て
養
成
さ
れ
た
「
国
家
代
表
」
で
あ
り
、
世
界
マ
ー
ケ
ッ
ト
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
「
輸
出
商
品
」
で
あ
る
と
さ
れ
、
経
済
効
果

の
た
め
の
「
先
兵
」
で
あ
り
「
戦
士
」
で
あ
る
と
さ
れ
る

。
最
後

(1)

に
、
韓
流
批
判
論
／
「
嫌
韓
流
」
の
観
点
で
あ
る
。
韓
流
ブ
ー
ム

な
ど
存
在
せ
ず
、
実
体
を
伴
わ
な
い
「
バ
ブ
ル
」
で
あ
る
と
、
あ

か
ら
さ
ま
に
反
対
・
拒
否
す
る
立
場
で
あ
る
。

「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
／
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
観
点
」

に
は
、
第
一
に
、
政
治
・
外
交
的
関
係
と
文
化
を
切
り
離
し
、
文

化
の
役
割
を
限
定
的
に
評
価
す
る
立
場
が
あ
る
。
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ

ャ
ー
に
誇
大
な
期
待
を
か
け
る
こ
と
を
戒
め
、
政
治
、
歴
史
認
識

問
題
、
領
土
問
題
な
ど
日
韓
の
懸
案
の
解
決
に
は
な
ら
な
い
こ
と

を
強
調
す
る
。
そ
こ
に
は
文
化
資
本
に
対
す
る
批
判
と
韓
流
（
文

化
）
の
政
治
性
に
着
目
す
る
観
点
が
介
在
す
る

。
次
に
、
「
東
ア

(2)

ジ
ア
共
同
体
」
と
い
っ
た
地
域
主
義
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
か
ら
の
言

説
で
あ
る
。
韓
国
で
よ
く
議
論
さ
れ
る
（
東
ア
ジ
ア
）「
文
化
共
同

体
」
と
い
う
議
論
も
こ
の
範
疇
に
含
ま
れ
る
。
そ
し
て
、
韓
流
の

構
造
的
要
因
や
雑
種
性
な
ど
に
注
目
し
、
既
存
の
文
化
／
階
層
秩

序
に
対
す
る
「
反
乱
」
・
「
抵
抗
」
と
い
う
コ
ン
テ
ク
ス
ト
か
ら
よ

り
積
極
的
に
捉
え
よ
う
と
す
る
観
点
が
あ
る

。
ま
た
、
日
本
の
「
主

(3)
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体
化
」
と
い
う
観
点
か
ら
韓
流
を
捉
え
る
視
点
も
あ
る

。
最
後
に
、

(4)

無
関
心
派
が
挙
げ
ら
れ
る
。
脱
政
治
／
歴
史
／
日
韓
関
係
志
向
で

あ
り
、
規
範
的
議
論
に
関
心
が
な
く
趣
味
と
し
て
韓
流
を
消
費
す

る
立
場
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
見
方
の
相
違
は
、
日
韓
関
係
を
ど
う
捉
え
、
そ
の

目
標
を
ど
う
設
定
す
る
か
に
よ
っ
て
生
じ
る
。
日
韓
関
係
に
お
い

て
歴
史
認
識
問
題
、
領
土
問
題
、
国
民
感
情
の
問
題
を
最
優
先
に

捉
え
る
立
場
か
ら
は
、
現
在
の
文
化
現
象
は
そ
れ
ら
の
「
解
決
」

手
段
に
な
り
え
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
既
存
の
日
韓

の
「
国
家
間
関
係
」
の
進
展
に
重
き
を
お
く
な
ら
ば
、
懸
案
の
棚

上
げ
・
先
送
り
を
通
じ
て
、
日
韓F

T
A

、
日
韓
防
衛
協
力
（
日
韓
同

盟
論
）
、米
国
と
の
同
盟
強
化
と
対
北
朝
鮮
圧
迫
姿
勢
と
い
っ
た
「
価

値
観
外
交
」
、
「
日
韓
友
好
」
論
が
力
を
増
し
、
文
化
は
そ
れ
に
資

す
る
と
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
一
方
、
日
韓
関
係
を
多
元
的
に
捉
え
、

人
・
モ
ノ
・
文
化
の
移
動
に
注
目
し
、
関
心
、
親
近
感
と
い
う
認

識
・
文
化
的
関
係
の
側
面
も
重
視
す
る
な
ら
ば
、
日
韓
関
係
は
す

で
に
大
き
な
変
化
の
渦
の
中
に
あ
り
、
今
後
も
新
た
な
地
平
を
切

り
開
く
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
と
評
価
で
き
よ
う
。
さ
ら
に
、
究

極
的
に
は
「
真
の
和
解
」
を
通
じ
た
対
等
で
リ
ベ
ラ
ル
で
成
熟
し

た
関
係
を
目
指
し
、
自
ら
の
国
、
社
会
、
個
人
の
改
革
・
進
歩
の

た
め
の
日
韓
関
係
と
い
う
規
範
的
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
文
化
交
通

の
あ
り
方
に
も
さ
ら
な
る
課
題
が
設
定
さ
れ
、
文
化
交
通
は
「
文

化
外
交
」
の
域
を
超
え
て
、
次
な
る
ス
テ
ー
ジ
へ
と
移
行
す
る
必

要
性
を
感
じ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

日
韓
関
係
は
世
界
に
も
稀
な
特
殊
な
二
国
間
関
係
で
あ
る
。
歴
史

的
、
文
化
的
、
地
理
的
、
政
治
・
経
済
的
に
極
め
て
密
接
な
関
係
に

あ
り
な
が
ら
、
韓
国
で
は
日
本
や
日
本
文
化
が
好
き
と
公
言
で
き
な

い
雰
囲
気
が
あ
り
、
日
本
に
は
『
嫌
韓
流
』
と
い
う
本
が
ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
に
な
る
土
壌
が
あ
る
。
い
わ
ば
、「
反
日
」
と
「
嫌
韓
」
の
奇
妙

な
共
生
関
係
を
抱
え
な
が
ら
も
、
未
曾
有
の
越
境
す
る
文
化
の
氾
濫

と
い
う
「
反
乱
」
も
体
験
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
根
源
に
は
、

日
本
が
韓
国
を
植
民
地
支
配
し
た
と
い
う
歴
史
的
事
実
が
あ
る
。
こ

の
植
民
地
支
配
に
つ
い
て
は
、
イ
ギ
リ
ス
が
イ
ン
ド
で
は
な
く
、
隣

国
の
フ
ラ
ン
ス
あ
る
い
は
ス
ペ
イ
ン
を
支
配
し
た
と
仮
定
す
る
想
像

力
が
必
要
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。（
も
ち
ろ
ん
、
イ
ン
ド
の
植
民
地
支

配
が
正
当
化
さ
れ
る
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。）
近
現
代
の
日
韓
関
係

は
こ
れ
ま
で
「
非
対
称
性
」
と
「
不
均
衡
」
を
基
底
に
、「
相
互
軽
視

／
蔑
視
」
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
中
で
推
移
し
て
き
た
。
し
か
も
、
経
済

・
産
業
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
に
お
い
て
得
意
分
野
が
重
な
り
、
常
に
「
競

合
関
係
」
に
あ
っ
た
。
よ
っ
て
、
日
本
に
と
っ
て
韓
国
は
前
途
に
立
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ち
は
だ
か
る
「
赤
い
壁
」、「
宿
敵
」
で
あ
り
、
日
本
の
「
お
株
」
を

奪
い
、「
お
家
芸
」
に
挑
戦
す
る
少
し
憎
た
ら
し
い
存
在
に
見
え
る
こ

と
も
往
々
に
し
て
あ
る
。
国
内
に
本
質
主
義
者
、
排
他
的
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
の
存
在
を
抱
え
な
が
ら
も
、
一
方
で
無
限
の
共
感
と
協
力
と

提
携
の
可
能
性
を
有
す
る
両
国
は
、
上
記
の
よ
う
な
特
殊
な
関
係
で

あ
る
と
の
認
識
の
下
、
通
常
の
二
国
間
関
係
と
は
違
う
慎
重
で
重
層

的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
関
係

で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
お
互
い
の
文
化
に
触
れ
る
こ
と
は
、
単
な
る
文

化
の
消
費
行
為
に
止
ま
ら
ず
、
タ
ブ
ー
へ
の
挑
戦
、
既
存
の
枠
組
み

に
対
す
る
抵
抗
、
反
乱
、
変
革
へ
の
志
向
性
を
帯
び
る
こ
と
に
な
り
、

ま
た
、
互
い
の
真
実
が
隠
蔽
さ
れ
が
ち
な
構
図
の
下
で
は
、「
正
義
」

の
問
題
で
も
あ
る
と
い
え
る
。
こ
こ
に
、
韓
流
や
日
流
な
ど
文
化
交

通
と
日
韓
関
係
を
語
る
意
義
が
あ
る
の
で
あ
る
。

一
．
韓
流
の
進
化
／
深
化
／
グ
ロ
ー
バ
ル
化

―
「
新
韓
流
」
の
時
代
へ

韓
流
は
、
第
一
義
的
に
は
韓
国
発
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト

・
コ
ン
テ
ン
ツ
、
ス
タ
ー
な
ど
韓
国
の
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
に
対

す
る
熱
狂
・
ブ
ー
ム
の
こ
と
を
指
す
。
そ
れ
が
グ
ル
メ
、
エ
ス
テ
、

コ
ス
メ
と
い
っ
た
美
容
、
健
康
法
な
ど
に
対
す
る
関
心
へ
と
拡
大

し
て
い
る
。
だ
が
、
韓
流
は
こ
の
よ
う
な
文
化
産
業/

商
品
の
枠
に

止
ま
ら
な
い
。
あ
る
国
の
文
化
や
商
品
が
持
続
的
な
人
気
を
得
る

た
め
に
は
、
そ
の
国
に
対
す
る
肯
定
的
な
イ
メ
ー
ジ
の
普
及
が
前

提
条
件
と
な
る
。
そ
の
意
味
で
韓
流
の
背
景
に
は
、
民
主
化
後
の

韓
国
の
躍
進
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
が
あ
る
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。
よ

っ
て
韓
流
を
、
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
み
な
ら
ず
、
ス
ポ
ー
ツ
、

経
済
、
政
治
、
市
民
社
会
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る
韓
国
の

躍
進
や
そ
の
様
式
・
文
化
に
対
す
る
総
称
と
し
て
包
括
的
に
捉
え

た
い
。
実
際
、
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
は
韓
国
の
ス
ポ
ー
ツ
選
手
に
つ

い
て
、「
韓
流
ス
ト
ラ
イ
カ
ー
」
、「
韓
流
大
砲
」
と
い
う
表
現
を
用

い

、
社
会
・
政
治
面
に
お
い
て
も
「
韓
流
教
育
」
、「
韓
流
民
主
主

(5)
義
」
と
い
う
表
現
も
使
わ
れ
て
い
る
。
韓
国
ド
ラ
マ
や
ス
タ
ー
、K

-
P
O
P

そ
れ
自
体
の
魅
力
だ
け
で
は
な
く
、
朴
智
星
、
イ
・
ス
ン
ヨ

パ
ク
・
チ
ソ
ン

プ
、
キ
ム･

ヨ
ナ
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
選
手
に
対
す
る
注
目
、
サ
ム
ス
ン
、

現
代
、L

G

な
ど
の
大
企
業
ブ
ラ
ン
ド
、I

T
/

デ
ジ
タ
ル
革
命
・
グ
ロ

ー
バ
ル
化
へ
の
対
応
と
い
っ
た
韓
国
の
強
み
と
新
し
さ
に
対
す
る

認
識
が
根
底
に
広
が
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
韓
流
は
一
過
性
の
ブ

ー
ム
と
し
て
終
息
す
る
こ
と
な
く
、
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
定
着
し
互

い
に
相
乗
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
い
え
る
。
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周
知
の
と
お
り
、
韓
流
は
『
シ
ュ
リ
』
、
『J

S
A

』
と
い
っ
た
韓

国
映
画
へ
の
注
目
か
ら
始
ま
り
、
ド
ラ
マ
『
冬
の
ソ
ナ
タ
』
と
「
ヨ

ン
様
」
ブ
ー
ム
に
よ
っ
て
開
花
し
た
。
そ
の
後
は
恋
愛
ド
ラ
マ
と

男
性
俳
優
に
よ
っ
て
牽
引
さ
れ
、
中
高
年
女
性
の
マ
ニ
ア
文
化
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
続
い
て
『
チ
ャ
ン
グ
ム
の
誓
い
』
、
『
朱

蒙
（
チ
ュ
モ
ン
）
』
な
ど
の
時
代
劇
が
ブ
ー
ム
と
な
り
、
『
イ
・
サ

ン
』
、
『
ト
ン
イ
』
な
ど
完
全
に
定
着
し
て
い
る
。
そ
し
て
二
○
一

○
年
か
ら
は
、K

A
R
A

や
少
女
時
代
が
日
本
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
し
、

空
前
のK

-
P
O
P

ブ
ー
ム
が
巻
き
起
こ
り
、
「
新
韓
流
」
の
時
代
に
入

っ
て
い
る

。
(6)

K
-
P
O
P

ブ
ー
ム
は
初
期
の
韓
流
同
様
、
人
々
の
予
想
を
遥
か
に

超
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
二
○
一
○
年
八
月
二
五
日
、
東
京
有
明

コ
ロ
シ
ア
ム
で
開
催
さ
れ
た
少
女
時
代
の
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
イ
ベ
ン

ト
で
は
、
二
万
二
○
○
○
人
の
フ
ァ
ン
が
殺
到
し
た
。
会
場
に
は

若
い
女
性
で
溢
れ
、「
韓
流
＝
中
高
年
女
性
」
と
い
う
固
定
観
念
を

打
ち
破
っ
た
。N

H
K

が
九
時
の
ニ
ュ
ー
ス
で
ト
ッ
プ
記
事
と
し
て
扱

い
、
各
民
放
も
競
っ
て
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
模
様
を
報
じ
た
。
九
月

二
日
に
は
、
少
女
時
代
のD

V
D

『N
e
w
B
e
g
i
n
n
i
n
g
o
f
G
i
r
l
's
G
e

n
e
r
a
t
i
o
n

』
が
オ
リ
コ
ン
・
デ
イ
リ
ー
チ
ャ
ー
ト
一
位
に
輝
く
な

ど
、そ
の
後K

-P
O
P

グ
ル
ー
プ
が
様
々
な
記
録
を
塗
り
替
え
て
い
る
。

カ
ラ
オ
ケ
の
大
手
メ
ー
カ
ー
・
第
一
興
商
は
、
二
○
一
一
年
末
の

テ
レ
ビ
・
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
に
お
い
て
、
ア
ー
チ
ス
ト
の
映
像
と
共

に
歌
え
る
こ
と
を
売
り
に
し
て
い
た
が
、
モ
デ
ル
に
採
用
し
た
の

はK
-P
O
P

グ
ル
ー
プ
の2

NE
1

で
あ
っ
た
。
カ
ラ
オ
ケ
の
宣
伝
でK

-P
O

P

が
用
い
ら
れ
る
こ
と
自
体
、
画
期
的
で
あ
る
と
い
え
る
が
、
そ
れ

だ
け
カ
ラ
オ
ケ
でK

-
P
OP

が
歌
わ
れ
て
い
る
こ
と
の
証
左
で
あ
る
と

も
い
え
よ
う
。K

-
P
OP

へ
の
関
心
は
二
○
一
一
年
秋
の
「
日
韓
お
ま

つ
り
」
の
際
に
、
東
京
でK

-P
O
P

コ
ン
テ
ス
ト
が
開
催
さ
れ
た
こ
と

に
も
示
さ
れ
て
い
る
。
歌
へ
の
関
心
は
自
然
と
言
葉
へ
の
関
心
へ

と
つ
な
が
る
。
参
加
者
の
男
性
は
、「
サ
ラ
ン
ヘ
ヨ
（
愛
し
て
る
）
」

と
い
う
響
き
に
よ
り
深
い
意
味
合
い
を
感
じ
る
と
答
え
て
い
る

。
(7)

ま
た
、
筆
者
の
大
学
生
に
対
す
る
聞
き
取
り
調
査
に
よ
る
と
、K

-
P

O
P

グ
ル
ー
プ
・S

u
p
e
r
J
u
n
i
o
r

の
メ
ン
バ
ー
が
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ

を
務
め
る
ラ
ジ
オ
番
組
「
슈
키
라
（
シ
ュ
キ
ラ
）」
ま
で
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
視
聴
し
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
番
組
は
ラ
ジ
オ

だ
が
映
像
も
一
緒
に
流
れ
る
方
式
を
と
っ
て
い
る
の
で
、
言
葉
の

意
味
が
わ
か
ら
な
く
て
も
、
ス
タ
ー
の
身
振
り
手
振
り
と
そ
の
雰

囲
気
を
楽
し
ん
で
い
る
と
い
う
。
筆
者
は
か
つ
て
、
八
○
年
代
の

ソ
ウ
ル
で
、
時
よ
り
越
境
し
て
く
る
日
本
の
深
夜
ラ
ジ
オ
の
電
波

を
キ
ャ
ッ
チ
し
て
は
聴
い
て
い
た
の
だ
が
、
今
や
、
日
本
の
若
者
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が
韓
国
の
ラ
ジ
オ
番
組
を
普
通
に
楽
し
む
時
代
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。
ま
た
、
動
画
サ
イ
ト
を
通
じ
て
、
韓
国
の
人
気
バ
ラ
エ
テ
ィ

番
組
「
청
춘
불
패
（
チ
ョ
ン
チ
ュ
ン
プ
ル
ペ
、
青
春
不
敗
）
」
、「
강

심
장
（
カ
ン
シ
ム
ジ
ャ
ン
、
強
心
臓
）
」
な
ど
ま
で
楽
し
ん
で
い
る

と
い
う
。

K
AR
A
,

少
女
時
代
と
い
っ
た
ガ
ー
ル
ズ
・
グ
ル
ー
プ
に
加
え
て
、

チ
ャ
ン
・
グ
ン
ソ
ク
の
存
在
は
、「
新
韓
流
」
を
象
徴
し
て
い
る
と

い
え
る
。
チ
ャ
ン
・
グ
ン
ソ
ク
は
、
既
存
の
韓
流
に
対
す
る
定
式

化
さ
れ
た
認
識
を
拒
否
す
る
存
在
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
韓
流
ス

タ
ー
の
イ
メ
ー
ジ
と
さ
れ
る
「
誠
実
な
貴
公
子
」
で
も
、「
腹
筋
」

を
見
せ
つ
け
る
「
マ
ッ
チ
ョ
」
タ
イ
プ
で
も
な
い
。
ル
ッ
ク
ス
は

色
白
で
中
性
的
魅
力
が
あ
る
の
に
、「
俺
様
」
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
カ

リ
ス
マ
ぶ
り
も
発
揮
す
る
意
外
性
を
も
っ
て
い
る
。
韓
国
の
ス
タ

ー
が
日
本
と
い
う
舞
台
で
「
い
い
子
」
ぶ
る
こ
と
な
く
、
こ
れ
ほ

ど
ま
で
に
伸
び
伸
び
と
あ
り
の
ま
ま
の
姿
を
見
せ
ら
れ
る
こ
と
は
、

あ
る
意
味
革
命
的
で
あ
る
と
も
い
え
る
。
そ
の
上
に
演
技
力
と
ア

ー
チ
ス
ト
と
し
て
の
才
能
と
ス
タ
ー
性
も
兼
ね
備
え
て
い
る
。
し

か
も
、
後
述
の
よ
う
に
震
災
の
際
に
積
極
的
に
援
助
の
手
を
差
し

伸
べ
る
な
ど
、
多
面
的
な
要
素
を
併
せ
持
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
チ
ャ
ン
・
グ
ン
ソ
ク
は
エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
クTB

C

の
モ
デ
ル
に
採
用

さ
れ
る
な
ど
、
ヨ
ン
様
と
は
違
っ
て
世
代
を
超
え
た
同
時
代
的
な

人
気
を
博
し
て
い
る
。
筆
者
は
日
本
の
方
か
ら
「
チ
ャ
ン
・
グ
ン

ソ
ク
に
会
い
た
い
か
ら
韓
国
に
行
き
た
い
」
と
い
う
話
を
何
度
も

耳
に
し
た
。
チ
ャ
ン
・
グ
ン
ソ
ク
は
、
も
は
や
韓
流
ス
タ
ー
を
「
モ

ダ
ン
」
と
称
す
る
こ
と
を
不
可
能
に
す
る
存
在
で
も
あ
る
。

韓
流
の
深
化
は
後
述
す
る
よ
う
に
、
人
の
移
動
の
増
加
に
も
顕

著
に
表
れ
て
い
る
。
韓
流
と
い
う
文
化
体
験
が
、
韓
国
へ
の
渡
航

の
増
加
を
促
し
て
い
る
わ
け
だ
が
、
近
年
に
は
旅
行
形
態
も
多
様

化
し
て
い
る
。
八
○
年
代
ま
で
日
本
人
の
韓
国
旅
行
と
い
え
ば
、

男
性
に
よ
る
い
わ
ゆ
る
「
キ
ー
セ
ン
観
光
」
が
主
流
を
な
し
、
九

○
年
代
は
「
ソ
ウ
ル
二
泊
三
日
焼
き
肉
・
ア
カ
ス
リ
ツ
ア
ー
」
が

一
般
的
だ
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
快
楽
と
消
費
の
対
象
と
し
て
の
韓

国
で
あ
っ
て
、
文
化
や
歴
史
に
触
れ
る
ケ
ー
ス
は
稀
だ
っ
た
。
と

こ
ろ
が
、
二
○
○
○
年
代
に
入
り
初
期
韓
流
の
時
期
に
は
、
主
に

中
高
年
女
性
に
よ
る
「
冬
ソ
ナ
ツ
ア
ー
」
な
ど
、
文
字
通
り
の
「
韓

流
旅
行
」
が
一
般
的
と
な
っ
た
。
こ
れ
が
進
化
す
る
形
で
、
母
と

娘
が
一
緒
に
行
く
旅
行
が
増
え
、
そ
の
後
は
家
族
旅
行
、
時
に
は

三
代
が
共
に
旅
行
す
る
「
大
家
族
旅
行
」
や
家
族
同
士
で
の
「
家

族
団
体
旅
行
」
も
増
え
た
。
ま
た
女
性
の
「
一
人
旅
」
が
増
加
え

て
い
る
と
い
う
報
道
も
あ
り

、
留
学
や
長
期
滞
在
型
も
増
え
、
震

(8)
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災
後
に
は
釜
山
な
ど
に
別
荘
を
買
う
日
本
人
も
い
る
。
旅
行
も
時

代
劇
の
影
響
を
受
け
、
慶
州
を
は
じ
め
『
イ
・
サ
ン
』
の
舞
台
と

な
る
水
原
な
ど
、
ソ
ウ
ル
郊
外
お
よ
び
地
方
に
ま
で
足
を
延
ば
す

場
合
が
増
え
て
い
る

。
(9)

こ
の
よ
う
な
旅
行
形
態
の
多
様
化
・
進
化
に
は
女
性
誌
の
役
割

が
少
な
く
な
い
。
例
え
ば
、
『F

R
A
U

』
（
講
談
社
）
二
○
一
一
年
三

月
号
は
、「
ま
だ
ま
だ
、
韓
国
」
と
い
う
特
集
を
組
み
、
数
十
頁
に

わ
た
っ
て
韓
国
の
魅
力
と
楽
し
み
方
を
詳
細
に
紹
介
し
て
い
る
。

上
戸
彩
や
内
山
理
名
な
ど
の
女
優
の
具
体
的
な
韓
国
旅
行
体
験
や
、

現
地
の
人
も
知
ら
な
い
よ
う
な
穴
場
ス
ポ
ッ
ト
ま
で
紹
介
す
る
。

普
通
の
韓
国
人
よ
り
も
ソ
ウ
ル
に
詳
し
い
日
本
人
が
い
て
も
お
か

し
く
な
い
時
代
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
ま
だ

ま
だ
、
韓
国
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
か
ら
日
本
の
対
韓
認
識
の
一
端

を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。「
ま
だ
ま
だ
、
イ
ギ
リ
ス
」
、「
ま
だ

ま
だ
、
フ
ラ
ン
ス
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
は
目
に
し
た
こ
と
が
な
い
。

そ
こ
に
は
、
女
性
誌
に
お
い
て
韓
国
が
近
年
注
目
さ
れ
続
け
た
こ

と
を
示
す
と
と
も
に
、
韓
国
を
「
ま
た
」
特
集
す
る
こ
と
に
対
す

る
日
本
社
会
の
バ
リ
ア
の
意
識
が
垣
間
見
ら
れ
る
一
方
、
ま
だ
ま

だ
韓
国
に
注
目
す
る
理
由
が
あ
る
、
韓
国
の
無
尽
蔵
の
魅
力
に
つ

い
て
語
る
た
め
の
「
つ
な
ぎ
」
の
表
現
と
し
て
の
機
能
も
果
た
し

て
い
る
。

ま
た
、
東
京
・
新
宿
大
久
保
の
コ
リ
ア
ン
タ
ウ
ン
は
「
観
光
地
」

と
化
し
た

。普
通
の
女
の
子
が
ト
ッ
ポ
キ
や
ホ
ッ
ト
ク
を
頬
張
り
、

(10)

サ
ム
ギ
ョ
プ
サ
ル
店
の
前
に
行
列
が
で
き
る
。
韓
国
旅
行
体
験
者

が
韓
国
料
理
と
食
材
、
韓
流
関
連
グ
ッ
ズ
と
「
プ
チ
ソ
ウ
ル
」
的

な
雰
囲
気
を
求
め
て
全
国
か
ら
集
ま
っ
て
い
る
。
皮
肉
に
も
大
久

保
の
コ
リ
ア
ン
タ
ウ
ン
に
「
コ
リ
ア
ン
」
の
居
場
所
は
少
な
く
な

っ
て
い
る
。
か
つ
て
は
、
韓
国
人
の
た
め
の
望
郷
の
街
だ
っ
た
が
、

い
ま
や
日
本
人
に
よ
る
「
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・
コ
リ
ア
ン
タ
ウ
ン
」

に
な
っ
て
い
る
。
韓
国
時
代
劇
に
よ
り
韓
国
語
お
よ
び
朝
鮮
半
島

の
歴
史
へ
の
関
心
も
高
ま
り
、
関
連
ム
ッ
ク
や
朝
鮮
の
歴
史
に
関

す
る
入
門
書
が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
り
、
韓
国
の
人
気
歴
史
家
で

あ
る
李
徳
一
の
『
イ
・
サ
ン
の
夢
見
た
世
界
―
正
祖
の
政
治
と
哲

イ
・
ド
ギ
ル

学
』（
キ
ネ
マ
旬
報
社
）
も
翻
訳
さ
れ
た
。
ま
た
、
韓
国
を
代
表
す

る
作
家
で
あ
る

申
京
淑

の
『
母
を
お
願
い
』
（
岩
波
書
店
）
も

シ
ン
・
ギ
ヨ
ン
ス
ク

翻
訳
さ
れ
た
。
そ
の
規
模
は
ま
だ
微
々
た
る
も
の
か
も
し
れ
な
い

が
、
韓
流
は
確
実
に
進
化
・
深
化
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

「
新
韓
流
」
は
日
本
の
み
な
ら
ず
グ
ロ
ー
バ
ル
に
も
展
開
し
て
い

る
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
のC

D

シ
ョ
ッ
プ
の
売
り
上
げ
上
位
を
占
め
て

い
る
の
は
、
ほ
と
ん
どK-

P
OP

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
他
の
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東
南
ア
ジ
ア
地
域
で
もK-

P
OP

や
韓
流
の
人
気
は
、
現
時
点
で
は
不

動
の
も
の
で
あ
る
。
台
湾
で
は
規
制
が
行
わ
れ
る
ほ
ど
で
あ
る
。

そ
し
て
韓
流
は
中
央
ア
ジ
ア
は
も
ち
ろ
ん
中
東
・
ア
フ
リ
カ
・
南

米
へ
も
拡
散
し
、
北
朝
鮮
に
も
浸
透
し
て
い
る

。
注
目
す
べ
き
は
、

(11)

ま
だ
一
部
と
は
い
え
欧
米
で
もK-

P
O
P

に
関
心
が
注
が
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
二
○
一
一
年
六
月
パ
リ
で
、
少
女
時
代
な
どS

M

エ
ン

タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
所
属
の
ア
イ
ド
ル
に
よ
る
ラ
イ
ブ
「SM
T
OW
N

IN
P
A
RI
S

」
が
開
催
さ
れ
、
大
盛
況
と
な
っ
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

で
も
ラ
イ
ブ
が
行
わ
れ
、
『D

a
i
l
y
N
e
w
s

』
（
二
○
一
一
年
一
○
月

二
三
日
付
）
は
、"a

t
t
a
c
k
o
f
t
h
e
K
-
P
O
P
s
t
a
r
s"

と
い
う
タ
イ

ト
ル
の
特
集
を
組
ん
だ
。
ロ
ン
ド
ン
に
お
い
て
も
、
初
のK

-
PO
P

単

独
ラ
イ
ブ
が
開
催
さ
れ
た
。K

-
PO
P

の
力
は
、
韓
国
文
化
放
送
（M

B

C

）
の
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
番
組
「
위
대
한

탄
생
（
偉
大
な
誕
生
）」

に
も
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
欧
米
、
南
米
、
日
本
、
ア
ジ

(12)ア
な
ど
、K

-
P
OP

ア
ー
チ
ス
ト
に
な
る
こ
と
を
夢
見
る
人
た
ち
に
よ

る
グ
ロ
ー
バ
ル
・
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。
韓
流
を
め
ぐ

る
「
隔
世
の
感
」
は
日
本
だ
け
で
な
く
、
欧
米
で
も
見
ら
れ
る
現

象
で
あ
る
。
韓
国
語
を
学
ぶ
イ
ギ
リ
ス
人
が
現
れ
、
ロ
ン
ド
ン
の

韓
国
レ
ス
ト
ラ
ン
に
行
列
が
で
き
る
時
代
が
来
る
と
は
、
既
存
の

認
識
枠
組
み
で
は
説
明
が
つ
か
な
い
現
象
で
あ
る
。

筆
者
は
二
○
一
一
年
三
月
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
に
あ
るC

A
S
A
A
S
I
A

（h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
c
a
s
a
s
i
a
.
e
s
/

）
と
い
う
ス
ペ
イ
ン
と
ア
ジ
ア
と

の
文
化
交
流
を
推
進
す
る
機
関
の
職
員
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
試
み

た
。
そ
の
職
員
い
わ
く
、
日
本
語
を
勉
強
し
、
日
本
の
ア
ニ
メ
やJ

-
P
O
P

に
関
心
が
あ
っ
た
の
だ
が
、
最
近
で
は
韓
流
フ
ァ
ン
で
韓
国

語
を
勉
強
し
て
い
る
と
答
え
て
く
れ
た
。
き
っ
か
け
は
、
日
本
の

ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
を
紹
介
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
で
、

東
方
神
起
な
ど
日
本
デ
ビ
ュ
ー
し
た
日
本
語
で
歌
うK

-
PO
P

ア
ー
チ

ス
ト
が
紹
介
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
徐
々
にK

-
PO
P

に
関
心
を
持
つ

よ
う
に
な
り
、
自
然
と
ド
ラ
マ
も
韓
流
ド
ラ
マ
を
好
む
よ
う
に
な

っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
も
一
定
の
若
者
が
韓
流
を

楽
し
ん
で
お
り
韓
流
関
連
グ
ッ
ズ
を
販
売
す
る
店
も
あ
る
と
教
え

て
く
れ
た
。
ボ
ル
ド
ー
大
学
の
ホ
ン
・
ソ
ッ
キ
ョ
ン
教
授
は
、
フ

ラ
ン
ス
に
お
け
る
韓
流
は
、
す
で
に
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ン
テ
ン
ツ

と
な
っ
た
日
本
の
マ
ン
ガ
・
ア
ニ
メ
文
化
に
起
因
し
て
い
る
と
述

べ
た
が

、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
、
日
本
文
化
（J

-
c
u
l
t
u
r
e

）

(13)

か
ら
韓
流
（K

-
c
u
lt
u
r
e

）
へ
拡
大
し
て
い
く
「
一
つ
の
パ
タ
ー
ン
」

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。YO

U
TU
B
E

を
運
営
す
るG

O
OG
L
E

は
、

二
○
一
一
年
一
二
月
六
日
よ
り
、
韓
国
語
の
動
画
に
自
動
で
ハ
ン

グ
ル
字
幕
が
示
さ
れ
、
そ
れ
を
瞬
時
に
外
国
語
に
翻
訳
す
る
サ
ー

62



ビ
ス
の
提
供
を
始
め
た

。
こ
れ
に
よ
り
、
韓
流
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化

(14)

は
さ
ら
に
拡
大
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、K

-P
O
P

や
韓
国
ド
ラ

マ
な
ど
韓
流
に
興
じ
て
い
る
一
○
代
の
娘
を
持
つ
、
フ
ラ
ン
ス
の

父
親
の
話
か
ら
韓
流
の
普
遍
性
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
彼

は
、
韓
国
の
ス
タ
ー
は
礼
儀
正
し
く
身
な
り
も
き
ち
ん
と
し
て
お

り
、
ド
ラ
マ
も
健
全
な
内
容
で
あ
る
の
で
安
心
し
て
見
て
い
ら
れ

る
と
い
う
の
だ

。
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
の
韓
国
文
化
同
好
会
で
あ
る

(15)

「
コ
リ
ア
ン
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
」
副
会
長
で
あ
る
カ
ブ
リ
ン
・
ブ
レ

イ
は
、
韓
国
の
ド
ラ
マ
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
失
わ
れ
て
し
ま
っ

た
価
値
、
例
え
ば
、
両
親
と
祖
父
母
を
常
に
尊
敬
し
家
族
が
絆
で

結
ば
れ
る
と
い
っ
た
情
緒
が
あ
る
と
し
た

。
韓
流
は
日
本
お
よ
び

(16)

先
進
国
で
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
「
ホ
ー
ム
文
化
」
の
再
建
の
可
能
性

を
秘
め
て
い
る
と
も
い
え
よ
う
。

以
上
の
よ
う
に
「
新
韓
流
」
の
特
徴
は
、
中
毒
性
と
持
続
性
の

高
い
音
楽
へ
の
波
及
な
ど
ジ
ャ
ン
ル
の
拡
大
、
文
化
消
費
を
主
導

し
て
き
た
若
い
女
性
へ
の
波
及
、
韓
流
の
プ
ラ
ス
・
イ
メ
ー
ジ
へ

の
転
換
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
四
点
に
要
約
で
き
よ
う
。
そ
の
結
果
、

新
韓
流
は
同
時
代
性
（
共
時
性
）
と
同
世
代
性
、
普
遍
性
を
獲
得

し
た
。
以
前
は
韓
国
で
人
気
の
ド
ラ
マ
が
数
年
遅
れ
て
日
本
に
紹

介
さ
れ
る
時
差
が
あ
っ
た
。
ま
た
、「
冬
ソ
ナ
」
に
象
徴
さ
れ
る
よ

う
に
中
高
年
女
性
を
中
心
に
、「
古
き
良
き
時
代
」
に
対
す
る
ノ
ス

タ
ル
ジ
ー
を
ベ
ー
ス
に
し
て
い
た
。
だ
が
、
今
の
音
楽
な
ど
は
字

幕
作
業
も
不
要
な
た
め
そ
の
転
換
力
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
な
っ
た
。

日
本
の
リ
ス
ナ
ー
は
韓
国
の
若
者
た
ち
の
今
の
感
性
に
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
共
感
し
て
い
る
。
こ
の
若
者
の
同
時
代
的
共
感
は
、
今
後

の
日
韓
関
係
を
考
え
る
上
で
軽
視
で
き
な
い
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
普
及
し
て
い
る
こ
と
は
、「
ア

ジ
ア
性
」
を
超
え
普
遍
性
を
獲
得
し
つ
つ
あ
る
と
い
え
よ
う
。

二
．
韓
流
／
新
韓
流
の
源
泉
と

「
文
化
主
体
」
と
し
て
の
韓
国

ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
大
学
教
授
の
ヴ
ィ
ク
タ
ー
・
チ
ャ
（V

i
c
t
o
r

D
.
C
h
a

）
は
、
二
○
一
一
年
七
月
の
ソ
ウ
ル
で
の
「
海
外
韓
国
学

教
授
記
者
懇
談
会
」
に
お
い
て
、
「
世
界
の
い
か
な
る
ミ
ド
ル･

ク

ラ
ス
国
家
も
、
韓
国
の
よ
う
に
自
分
の
ウ
ェ
イ
ト
（
重
量
級
）
以

上
の
パ
ン
チ
を
か
ま
す
文
化
を
持
っ
て
い
る
場
合
は
な
い
。
こ
の

よ
う
な
韓
流
は
学
問
的
に
研
究
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
述
べ
た

。
(17)

韓
流
の
源
泉
と
な
っ
た
文
化
主
体
と
し
て
の
韓
国
の
底
力
と
は
何

か
？
こ
の
点
に
つ
い
て
の
理
解
が
な
け
れ
ば
、
韓
流
は
韓
国
の
国
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策
で
バ
ブ
ル
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
見
方
の
再
生
産
に
つ
な
が
る
と

い
え
よ
う
。
で
は
、
韓
流
が
二
○
世
紀
末
か
ら
飛
躍
的
に
隆
盛
し

た
背
景
か
ら
整
理
し
て
み
よ
う
。

第
一
に
、
金
大
中
政
権
の
文
化
振
興
策
と
「
文
化
外
交
」
を
挙

げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
七
○
年
代
後
半
、
日
本
の
大
平
正
芳
首
相

が
「
文
化
の
時
代
」
を
標
榜
し

、
「
文
化
」
を
政
権
運
営
の
キ
ー

(18)

ワ
ー
ド
に
据
え
た
よ
う
に
、
九
○
年
代
後
半
の
金
大
中
政
権
も
「
文

化
」
を
世
紀
末
お
よ
び
二
一
世
紀
の
韓
国
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
設
定

し
、
「
文
化
立
国
」
を
目
指
し
た

。
文
化
観
光
部
（
現
在
は
文
化

(19)

体
育
観
光
部
）
が
発
足
し
、
従
来
の
「
交
通
部
」
の
傘
下
に
あ
っ

た
「
観
光
」
を
文
化
と
結
び
つ
け
、「
文
化
振
興
法
」
も
制
定
さ
れ

た
。
金
大
中
政
権
の
文
化
政
策
を
、
単
に
「
輸
出
」
と
い
う
経
済

効
果
の
文
脈
で
の
み
捉
え
る
こ
と
は
、
あ
ま
り
に
矮
小
化
す
る
も

の
で
あ
る
。
金
大
中
大
統
領
は
、
文
化
そ
れ
自
体
だ
け
で
な
く
、

北
朝
鮮
に
対
す
る
太
陽
政
策
を
展
開
し
、
日
中
韓
首
脳
会
談
、
東

ア
ジ
ア
共
同
体
を
公
式
に
提
唱
す
る
な
ど
、
東
北
ア
ジ
ア
／
東
ア

ジ
ア
の
地
域
主
義
を
目
指
し
、
安
全
保
障
や
経
済
関
係
だ
け
で
は

な
い
、
和
解
を
通
じ
て
心
と
心
が
通
い
合
う
平
和
的
で
「
文
化
的
」

な
国
際
関
係
を
標
榜
し
た
と
い
え
る
。
実
際
、
船
橋
洋
一
が
金
大

統
領
の
訪
日
の
際
に
「
対
日
太
陽
政
策
」
と
評
し
た
よ
う
に

、
金

(20)

大
中
は
日
本
大
衆
文
化
の
開
放
に
踏
み
切
り
、「
天
皇
」
と
い
う
呼

称
の
容
認
と
「
戦
後
日
本
」
に
対
す
る
肯
定
的
な
評
価
な
ど
、「
未

来
志
向
」
の
日
韓
関
係
を
標
榜
し
た
。
金
大
中
政
権
の
「
文
化
外

交
」
は
、
韓
国
の
国
益
（
分
断
体
制
の
克
服
）
と
地
域
益
（
東
ア

ジ
ア
地
域
協
力
）
と
が
重
な
る
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
創
出
す
る
こ
と
に

成
功
し
た
と
評
価
で
き
よ
う
。

第
二
は
、
韓
流
は
階
層
的
世
界
秩
序
に
対
す
る
韓
国
人
の
ル
サ

ン
チ
マ
ン
（
恨
）
と
、「
世
界
の
中
心
」
へ
の
パ
ッ
シ
ョ
ン
（
熱
望
）

の
表
出
で
あ
る
と
い
う
側
面
で
あ
る
。
ブ
ル
ー
ス
・
カ
ミ
ン
グ
ス

が
、
植
民
地
期
の
朝
鮮
半
島
を
「
蝕
」
の
時
代
と
し
て
巧
み
に
表

現
し
て
い
る
よ
う
に

、
朝
鮮
・
コ
リ
ア
は
、
世
界
史
の
中
で
そ
の

(21)

存
在
を
認
知
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
長
い
間
中
国
の
属
国
で
、
近
代

は
日
本
の
植
民
地
で
、
戦
後
は
朝
鮮
戦
争
と
悲
劇
の
分
断
国
家
、

独
裁
体
制
と
い
う
受
動
的
で
否
定
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
定
着
し
て
き

た
。
ま
た
、
文
化
・
文
明
的
に
け
っ
し
て
劣
る
と
思
わ
な
か
っ
た
、

あ
る
い
は
、
か
つ
て
は
「
先
生
」
と
し
て
文
化
・
文
明
を
伝
授
し

た
は
ず
の
日
本
の
植
民
地
に
な
っ
た
こ
と
は
、
韓
国
人
の
プ
ラ
イ

ド
を
大
い
に
傷
つ
け
た
。
そ
れ
ゆ
え
近
代
化
に
成
功
し
、
敗
戦
か

ら
も
直
ち
に
復
興
し
、
文
化
的
に
も
先
進
国
に
な
っ
て
い
く
隣
国

日
本
の
存
在
は
、
韓
国
人
に
「
文
化
的
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
」
を
抱
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か
せ
る
の
に
十
分
で
あ
っ
た
。
欧
米
の
人
気
ア
ー
チ
ス
ト
が
お
隣

の
日
本
で
は
ラ
イ
ブ
を
何
度
も
開
催
す
る
の
に
、
韓
国
に
は
一
度

も
来
る
こ
と
が
な
か
っ
た
こ
と
も
、
韓
国
人
の
階
層
的
経
済
秩
序

と
文
化
秩
序
に
対
す
る
ル
サ
ン
チ
マ
ン
を
増
幅
さ
せ
た
。

こ
の
よ
う
に
韓
流
の
根
底
に
は
、
今
な
お
「
分
断
時
代
」
を
生

き
る
韓
国
人
の
屈
辱
の
近
現
代
史
か
ら
の
脱
却
へ
の
「
あ
が
き
」

と
い
う
側
面
が
あ
る
と
い
え
る
。「
世
界
」
に
認
め
ら
れ
た
い
、「
世

界
」
の
中
心
に
参
入
し
た
い
と
い
う
、
階
層
的
文
化
秩
序
に
お
け

る
上
昇
志
向
性
が
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
準

拠
と
な
る
存
在
が
日
本
で
あ
る
。日
本
の
成
功
を
モ
デ
ル
と
し
、「
追

い
つ
け
追
い
越
せ
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
・
ア
ッ
プ
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
し
た
。
国
家
ブ
ラ
ン
ド
力
の
低
い
韓
国
の
ス
タ
ー
が
、
世
界
あ

る
い
は
日
本
で
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、
同
じ
や
り
方
と
レ
ベ
ル

で
は
通
用
し
な
い
。
ま
さ
に
「
先
進
国
」
か
ら
「
国
家
戦
略
」
、「
輸

出
商
品
」
、
「
過
酷
な
競
争
シ
ス
テ
ム
」
と
揶
揄
さ
れ
る
「
練
習
生

方
式
」
を
取
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
い
わ
ば
、
先
祖

の
「
華
麗
な
る
遺
産
」
を
相
続
で
き
な
か
っ
た
韓
国
の
若
者
は
、

自
分
た
ち
で
道
を
切
り
開
く
し
か
な
く
、
幼
い
頃
か
ら
青
春
を
捧

げ
て
ま
で
も
練
習
生
の
身
分
と
し
て
、
歌
と
ダ
ン
ス
と
外
国
語
の

習
得
に
熱
心
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
努
力

が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
い
う
時
代
の
恩
恵
と
共
に
結
実
し
た
の
が
、

近
年
のK-
P
O
P

の
躍
進
と
い
え
る
。
彼
ら
は
欧
米
お
よ
び
日
本
の
ポ

ッ
プ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
に
憧
れ
、
そ
れ
を
徹
底
的
に
研
究
し
不
断
の

努
力
に
よ
っ
て
、
そ
の
お
株
を
奪
う
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
達
成
感
・
快
感
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
っ
て

い
る
。

第
三
に
、
こ
れ
と
関
連
し
て
韓
流
に
は
韓
国
の
「
文
化
的
ゴ
ー

ル
デ
ン
・
エ
イ
ジ
」
と
、「
Ｗ
杯
世
代
」
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
る
、
「
過
去
の
自
分
」
の
克
服
・
脱
皮
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム

が
あ

る
と
い
え
る
。「
文
化
的
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
エ
イ
ジ
」
と
は
、
韓
国
民

主
化
の
中
心
世
代
と
い
わ
れ
る
「
三
八
六
世
代
」
お
よ
び
そ
の
直

後
の
世
代
で
あ
り
、
激
動
の
八
○
年
代
に
青
春
時
代
を
過
ご
し
、

貧
困
お
よ
び
社
会
的
矛
盾
と
そ
れ
を
克
服
す
る
民
主
化
と
経
済
成

長
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
体
得
し
、
文
化
へ
の
渇
望
と
そ
の
吸
収
に

貪
欲
だ
っ
た
世
代
で
あ
る
。
現
在
のK

-
P
O
P

を
主
導
す
る
プ
ロ
デ
ュ

ー
サ
ー
の
イ･

ス
マ
ン
（S

M

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
）
、
ヤ
ン･

ヒ

ョ
ン
ソ
ク
（Y

G

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
）
、
パ
ク
・
ジ
ニ
ョ
ン
（J

Y
P

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
）
な
ど
多
く
が
こ
の
世
代
で
あ
る
。

彼
ら
は
韓
国
が
民
主
化
さ
れ
「
世
界
化
」
が
進
む
な
か
、
世
界
の

文
化
を
い
ち
は
や
く
取
り
入
れ
、
韓
国
の
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
に
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第
一
次
「
革
命
」
を
も
た
ら
し
た
世
代
で
も
あ
る
。
だ
が
、
ア
ー

チ
ス
ト
と
し
て
の
彼
ら
は
「
世
界
基
準
」
に
は
ほ
ど
遠
く
、
同
時

代
の
日
本
の
音
楽
シ
ー
ン
と
も
比
較
に
な
ら
な
い
レ
ベ
ル
だ
っ
た
。

だ
が
ア
イ
デ
ア
と
感
性
を
持
ち
合
わ
せ
た
彼
ら
が
、
今
度
は
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
「
Ｗ
杯
世
代
」
と
タ
ッ
グ
を
組
ん
だ
の
で
あ

る
。

「
Ｗ
杯
世
代
」
と
は
、
韓
国
躍
進
の
契
機
と
な
っ
た
ソ
ウ
ル･

オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
前
後
に
生
ま
れ
、
二
○
○
二
年
サ
ッ
カ
ー
・
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
（
以
下
、
Ｗ
杯
）
を
多
感
な
一
○
代
の
時
に
体
験
し
た

世
代
を
意
味
す
る
。
彼
ら
は
年
々
成
長
し
自
由
化
す
る
韓
国
社
会

と
共
に
成
長
し
、
Ｗ
杯
ベ
ス
ト
四
と
い
う
二
○
世
紀
の
韓
国
の
歴

史
か
ら
は
想
像
も
つ
か
な
い
快
挙
を
目
の
当
た
り
に
し
な
が
ら
、

「
自
分
た
ち
に
も
で
き
る
」
、
「
世
界
で
通
用
す
る
」
と
い
う
自
信

を
内
面
化
し
た
「
第
二
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
エ
イ
ジ
」
に
育
っ
て
い

っ
た
。
サ
ッ
カ
ー
の
ほ
か
に
もL

P
G
A

の
パ
ク
・
セ
リ
、
メ
ジ
ャ
ー

リ
ー
ガ
ー
の
パ
ク
・
チ
ャ
ン
ホ
な
ど
従
来
の
韓
国
人
の
殻
を
破
っ

た
ア
ス
リ
ー
ト
に
勇
気
づ
け
ら
れ
、
そ
の
後
、
女
子
フ
ィ
ギ
ュ
ア

・
ス
ケ
ー
ト
の
キ
ム
・
ヨ
ナ
や
競
泳
の
パ
ク
・
テ
フ
ァ
ン
、
サ
ッ

カ
ー
の
イ
・
チ
ョ
ン
ヨ
ン
な
ど
世
界
の
舞
台
で
ひ
る
ま
ず
、
気
負

い
の
な
い
軽
や
か
な
世
代
が
続
々
と
誕
生
し
、
互
い
に
相
乗
効
果

を
も
た
ら
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
ス
ポ
ー
ツ
で
の
活
躍
、
グ
ロ
ー
バ

ル
企
業
の
躍
進
、I

T

技
術
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
イ
ン
フ
ラ
の
整

備

な
ど
の
新
た
な
潮
流
と
呼
応
し
な
が
ら
、「
Ｗ
杯
世
代
」
はK-

P

(22)

OP

を
中
心
に
韓
流
の
主
役
に
な
っ
た
と
い
え
る
。

新
旧
の
「
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
エ
イ
ジ
」
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

象
徴
す
る
例
に
は
、
少
女
時
代
の
人
気
を
不
動
に
し
た
「
少
女
時

代
」
と
い
う
楽
曲
が
あ
る
。
こ
の
曲
は
初
期
の
「
ゴ
ー
ル
デ
ン･

エ

イ
ジ
」
の
代
表
的
シ
ン
ガ
ー
で
あ
る
イ･

ス
ン
チ
ョ
ル
の
曲
の
カ
バ

ー
で
あ
る
が
、
冴
え
な
か
っ
た
原
曲
が
二
○
○
七
年
の
少
女
時
代

の
バ
ー
ジ
ョ
ン
で
は
、
見
事
に
洗
練
さ
れ
た
ア
レ
ン
ジ
と
多
彩
で

力
強
い
ボ
ー
カ
ル
と
共
に
華
麗
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。
ま
た
、
八

○
年
代
を
代
表
す
る
イ
・
ム
ン
セ
の
「
붉
은

노
을
（
赤
い
夕
焼
け
）
」

が
、B

I
G
B
A
N
G

（Y
G

）
に
よ
っ
て
、
世
界
基
準
の
ま
っ
た
く
の
新

し
い
楽
曲
に
仕
上
が
っ
た
こ
と
も
一
例
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
ポ
ッ

プ
シ
ー
ン
に
お
け
る
世
代
間
の
垣
根
を
な
く
す
と
と
も
に
、
過
去

の
姿
を
見
事
に
克
服
し
た
と
い
う
意
味
で
、
韓
国
人
と
し
て
の
「
手

応
え
」
を
感
じ
る
契
機
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
い
わ
ば
新
旧

の
「
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
エ
イ
ジ
」
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、（
韓
国

人
の
力
量
を
正
当
に
評
価
し
て
く
れ
な
か
っ
た
）
既
存
の
階
層
的

文
化
秩
序
に
対
す
る
痛
快
な
「
リ
ベ
ン
ジ
」
、
あ
る
い
は
「
恩
返
し
」
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で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

第
四
は
、
韓
流
に
お
け
る
ハ
イ
ブ
リ
デ
ィ
テ
ィ
性
で
あ
る
。K

-

PO
P

は
も
は
や
「
韓
国
の
歌
謡
」
で
は
な
い
。
欧
米
の
ポ
ッ
プ
ミ
ュ

ー
ジ
ッ
ク
とJ

-
P
O
P

を
融
合
さ
せ
、
そ
こ
に
「
コ
リ
ア
ン
・
ヤ
ン
ニ

ョ
ム
（
テ
イ
ス
ト
）
」
を
ア
レ
ン
ジ
し
て
、
親
近
感
の
中
に
オ
リ
ジ

ナ
リ
テ
ィ
を
生
み
出
す
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
欧
米
の
「
本
格

派
志
向
」
と
日
本
の
「
カ
ワ
イ
イ
文
化
」
と
韓
国
ら
し
さ
や
情
緒

を
盛
り
込
ん
だ
、
少
女
時
代
の
「G

ee

」
、T-

A
R
A

の
「R
ol
y
Po
l
y

」

な
ど
やS

u
p
e
r
J
u
n
i
o
r

、B
I
G
B
A
N
G

、2
N
E
1

の
サ
ウ
ン
ド
お
よ
び

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
、K

-
PO
P

が
新
た
な
「
世
界
基
準
」
を
創
出
し

た
こ
と
を
象
徴
し
て
い
る
。K

-
P
OP

の
場
合
、
メ
ン
バ
ー
も
帰
国
子

女
や
在
米
コ
リ
ア
ン
を
は
じ
め
外
国
人
も
メ
ン
バ
ー
に
加
え
ト
ラ

ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
化
し
て
お
り
、
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
と
ハ
イ
ブ
リ
デ

ィ
テ
ィ
を
通
じ
て
「
韓
流
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
を
創

出
し
、
そ
れ
が
普
遍
性
を
獲
得
で
き
て
い
る
。
タ
イ
の
音
楽
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
で
あ
る
グ
レ
ン
の
、
「K

-
P
O
P

は
私
達
が
望
ん
で
き
た

ス
タ
イ
ル
そ
の
も
の
で
す
。
セ
ク
シ
ー
だ
け
ど
猥
褻
的
で
は
な
く
、

西
欧
的
だ
け
ど
ア
ジ
ア
の
ス
タ
イ
ル
を
捨
て
て
い
な
い
」
と
い
う

言
葉
に
示
さ
れ
て
い
る

。
(23)

最
後
に
、
文
化
主
体
と
し
て
の
韓
国
の
魅
力
と
可
能
性
は
、
韓

流
に
注
目
す
る
当
為
性
を
付
与
す
る
。
韓
国
ほ
ど
激
動
の
現
代
史

を
駆
け
抜
け
、
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
歴
史
展
開
を
見
せ
て
き
た
国
や

民
族
も
珍
し
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
韓
国
は
植
民
地
体
験
と

朝
鮮
戦
争
を
経
て
、
分
断
体
制
の
下
で

四
・
一
九
学
生
革
命
、
五

(24)

・
一
八
光
州
民
衆
抗
争
、
六
月
抗
争
な
ど
を
通
じ
て
独
裁
政
権
を

打
破
し
民
主
化
を
勝
ち
取
り
、
そ
の
過
程
で
文
学
や
文
化
も
開
花

さ
せ
た
歴
史
を
も
つ
。
ま
た
、「
漢
江
の
奇
跡
」
と
呼
ば
れ
る
経
済

成
長
を
達
成
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
も
積
極
的
に
対
応
し
、
被
援

助
国
か
ら
援
助
国
へ
と
転
身
し
た
。
民
主
化
後
は
、
太
陽
政
策
や

東
ア
ジ
ア
地
域
主
義
の
提
唱
な
ど
、
分
断
体
制
の
克
服
と
新
し
い

東
ア
ジ
ア
国
際
秩
序
の
創
生
の
た
め
に
努
め
、
政
権
交
代
や
様
々

な
改
革
を
通
じ
て
政
治
は
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
有
し
て
い
る
。
そ
し

て
二
一
世
紀
に
は
、
民
主
化
と
経
済
成
長
で
蓄
積
し
た
力
量
を
文

化
や
ス
ポ
ー
ツ
・
芸
術
分
野
で
開
花
さ
せ
る
と
と
も
に
、「
デ
ジ
タ

ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
や
「
ろ
う
そ
く
集
会
」
な
ど
の
「
広
場
文

化
」
、
「
ナ
コ
ム
ス
（
나
꼼
수
）
」
な
ど
の

SN
S

を
駆
使
し
た
代
案

言
論
の
模
索
な
ど
市
民
社
会
の
活
力
は
注
目
に
値
す
る
。

こ
の
よ
う
な
「
新
韓
国
」
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
の
果
実
の
一
つ
が

「
韓
流
」
で
あ
る
、
と
い
う
認
識
に
立
つ
こ
と
が
必
要
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
こ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
か
ら
パ
ク
・
チ
ャ
ヌ
ク
、
ポ
ン
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・
ジ
ュ
ノ
、
イ
・
チ
ャ
ン
ド
ン
、
キ
ム
・
キ
ド
ク
、
イ
・
ビ
ョ
ン

フ
ン
ら
の
娯
楽
性
と
社
会
性
と
芸
術
性
を
兼
備
し
た
世
界
的
に
注

目
さ
れ
る
巨
匠
が
誕
生
し
、
ド
ラ
マ
で
も
「
모
래
시
계
（
砂
時
計
）
」
、

「
チ
ャ
ン
グ
ム
の
誓
い
」
、
「
イ
・
サ
ン
」
、
「
자
이
언
트
（
ジ
ャ
イ

ア
ン
ト
）
」
、「
サ
イ
ン
」
と
い
っ
た
秀
作
が
誕
生
し
て
い
る
。
激
動

の
現
代
史
体
験
に
よ
り
、
今
の
作
り
手
お
よ
び
役
者
・
歌
手
一
人

一
人
に
「
ド
ラ
マ
」
が
あ
る
こ
と
が
、
韓
流
の
ク
ォ
リ
テ
ィ
に
つ

な
が
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
韓
国
だ
け

が
特
別
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
韓
国
が
よ
き
モ
デ

ル
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
そ
の
他
の
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
国
家
や
、

あ
ら
ゆ
る
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
・
底
辺
の
側
か
ら
の
カ
ウ
ン
タ
ー
カ
ル

チ
ャ
ー
と
し
て
の
文
化
の
隆
盛
を
期
待
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の

「
新
韓
国
＝
ネ
オ
コ
リ
ア
」
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
隣
国
の
日
本
が

注
目
し
な
い
ま
ま
で
い
い
の
だ
ろ
う
か
？
こ
の
文
化
主
体
と
し
て

の
韓
国
の
可
能
性
に
注
目
す
る
こ
と
な
く
、「
美
脚
」、「
腹
筋
」、「
一

糸
乱
れ
ぬ
ダ
ン
ス
」
だ
け
に
目
を
奪
わ
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
韓

流
を
通
じ
た
日
韓
関
係
の
成
熟
も
遥
遠
な
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
。

も
ち
ろ
ん
、
韓
国
・
韓
国
人
も
ま
た
歴
史
的
存
在
で
あ
る
の
で

変
化
・
変
質
は
避
け
ら
れ
な
い
。
だ
が
、
こ
れ
か
ら
の
韓
国
が
、

建
設
、
消
費
、
管
理
と
い
う
「3

C
(
co
n
st
r
u
ct
i
o
n
,
c
on
s
um
p
t
i
o

n
,
co
n
tr
o
l
)

」
を
基
盤
と
す
る
「
空
虚
な
楽
園
」

と
し
て
の
「
も

(25)

う
一
つ
の
戦
後
日
本
」
に
な
る
の
か
、
あ
る
い
は
「
近
代
を
超
克

す
る
代
案
モ
デ
ル
」
ま
た
は
「
二
一
世
紀
型
ミ
ド
ル
パ
ワ
ー
・
モ

デ
ル
」
を
提
示
で
き
る
の
か
は
、
韓
国
人
の
自
覚
と
力
量
に
か
か

っ
て
お
り
、
先
に
歩
を
進
め
た
日
本
と
の
提
携
・
対
話
は
必
要
不

可
欠
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

こ
の
節
の
ま
と
め
と
し
て
、
韓
流
の
歴
史
的
意
義
に
つ
い
て
触

れ
て
お
き
た
い
。
韓
国
に
と
っ
て
韓
流
の
意
味
は
、
よ
う
や
く
正

式
に
「
世
界
の
一
員
」
な
れ
、
し
か
も
主
要
な
役
割
を
果
た
せ
る

か
も
し
れ
な
い
と
い
う
手
応
え
を
得
た
こ
と
で
あ
る
。
韓
国
人
は

よ
う
や
く
世
界
／
歴
史
に
対
す
る
ル
サ
ン
チ
マ
ン
か
ら
解
き
放
た

れ
、「
国
際
的
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
を
持
つ
契
機
を
与
え
ら
れ
た

と
い
え
る
の
で
あ
る
。
韓
流
の
世
界
史
意
義
は
、
植
民
地
支
配
、

戦
争
、
軍
事
独
裁
を
経
験
し
、
極
貧
国
で
あ
っ
た
韓
国
と
い
う
小

さ
な
分
断
国
家
の
文
化
が
、
ア
ジ
ア
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
ま
で
の

歴
史
で
は
つ
な
が
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
南
米
・
中
東
・

ア
フ
リ
カ
と
い
っ
た
遠
方
地
域
、
そ
し
て
、
日
本
、
欧
米
と
い
っ

た
「
文
化
先
進
国
」
に
ま
で
波
及
し
、
普
遍
性
を
獲
得
し
た
と
い

う
点
に
あ
る
。
こ
れ
は
単
に
韓
国
の
経
済
的
利
益
や
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
を
満
た
す
次
元
の
問
題
で
は
な
く
、
既
存
の
階
層
的
文
化
秩
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序
に
対
す
る
反
乱
・
抵
抗
で
あ
り
、
そ
の
揺
ら
ぎ
と
再
編
が
試
み

ら
れ
て
い
る
と
い
う
文
脈
で
捉
え
て
も
い
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
こ
こ
に
、「
革
命
」
と
し
て
の
韓
流
の
歴
史
的
意
義
が
あ
る
。

ま
た
、
文
化
主
体
と
し
て
の
韓
国
の
登
場
は
、
従
来
の
文
化
面
で

の
欧
米
偏
重
の
傾
向
を
是
正
し
、「
ア
ジ
ア
の
ア
ジ
ア
化
」
を
促
す

契
機
に
な
る
と
い
え
る
。
い
わ
ば
、「
他
者
化
」
さ
れ
た
ア
ジ
ア
が

文
化
を
通
じ
て
「
主
体
化
」
す
る
こ
と
で

、
ア
ジ
ア
の
文
化
地
形

(26)

は
さ
ら
に
豊
か
に
な
る
と
い
え
よ
う
。

三
．
韓
流
と
日
本
社
会

韓
流
は
二
一
世
紀
の
日
本
社
会
に
お
け
る
注
目
す
べ
き
社
会
現

象
と
い
え
る
。
こ
れ
ま
で
想
像
も
で
き
な
か
っ
た
あ
る
現
象
が
一

○
年
以
上
も
持
続
す
る
の
は
、
何
ら
か
の
構
造
的
要
因
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
の
節
で
は
、
日
本
社
会
に
お
い
て
韓
流
が
起
き

た
要
因
に
つ
い
て
考
察
す
る
と
と
も
に
、
日
本
側
の
韓
流
に
対
す

る
ま
な
ざ
し
と
韓
国
に
対
す
る
親
近
感
の
推
移
に
つ
い
て
み
た
い
。

第
一
に
、
韓
流
は
マ
ク
ロ
な
観
点
か
ら
み
れ
ば
、
日
韓
を
含
め

た
東
ア
ジ
ア
国
際
秩
序
の
構
造
的
変
動
と
関
係
し
て
い
る
。
八
○

年
代
の
韓
国
を
記
憶
す
る
人
か
ら
す
れ
ば
今
の
韓
国
は
別
の
国
の

よ
う
に
思
え
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
ほ
ど
韓
国
は
こ
の
二
○
数
年
の
間
、

是
非
は
と
も
か
く
め
ま
ぐ
る
し
く
変
貌
を
遂
げ
き
た
。
八
○
年
代

後
半
、
政
治
的
民
主
化
を
達
成
し
た
韓
国
は
、
冷
戦
の
終
焉
に
伴

い
「
脱
分
断
体
制
」
へ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
が
生
ま
れ
る
と
と
も
に
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
（

金
泳
三

政
権
の
際
に
は
「
世
界
化
」）
に
対
応

キ
ム
・
ヨ
ン
サ
ム

セ
ゲ
フ
ァ

し
て
き
た
。
新
し
い
世
界
へ
の
希
求
か
ら
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
自
ら
の

あ
り
方
を
改
変
し
て
き
た
（
あ
る
い
は
改
変
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ

た
）。
ま
た
、
二
○
世
紀
後
半
の
韓
国
ほ
ど
「
忙
し
い
」
社
会
も
珍

し
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
脱
植
民
地
化
と
「
圧
縮
成
長
」
と

急
速
な
近
代
化
・
都
市
化
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
に
身
を
お
い
て
き
た

韓
国
人
の
「
体
内
時
計
」
は
速
い
と
い
え
る
。
常
に
新
し
い
も
の

が
誕
生
し
て
は
消
え
、
ま
た
生
ま
れ
る
と
い
う
サ
イ
ク
ル
が
と
て

も
早
い
の
が
韓
国
社
会
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。

一
方
、
日
本
は
冷
戦
と
昭
和
の
終
焉
が
同
じ
時
期
に
訪
れ
、
そ

の
直
後
に
「
バ
ブ
ル
」
が
崩
壊
し
、「
失
わ
れ
た
一
○
年
（
あ
る
い

は
二
○
年
）
」
と
称
さ
れ
る
（
以
前
に
比
べ
れ
ば
）
低
迷
の
時
代
に

さ
し
か
か
っ
て
い
る
。
い
わ
ば
、「
戦
後
日
本
」
の
豊
か
さ
と
繁
栄

を
支
え
て
い
た
基
盤
・
構
造
が
揺
ら
ぎ
、
自
ら
が
依
拠
し
た
も
の

に
対
す
る
信
頼
も
失
わ
れ
漠
然
と
し
た
社
会
不
安
も
広
が
っ
て
い

る
。
新
た
な
枠
組
み
の
創
出
、
変
革
と
転
身
の
必
要
性
が
認
識
さ
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れ
て
は
い
る
が
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
欠
如
も
あ
り
い
ま
だ
に
答

え
を
見
出
せ
ず
に
い
る
。
ま
た
、
東
ア
ジ
ア
は
中
国
の
台
頭
と
ア

ジ
ア
諸
国
の
躍
進
な
ど
構
造
的
変
動
を
見
せ
て
い
る
。
こ
れ
は
既

存
の
秩
序
に
お
い
て
上
位
に
位
置
し
て
い
た
日
本
か
ら
す
れ
ば
、

「
脅
威
」
で
あ
り
「
不
安
」
の
要
素
と
い
え
る
が
、
歴
史
的
か
つ

大
局
的
な
観
点
に
立
て
ば
、
東
ア
ジ
ア
国
際
秩
序
が
「
水
平
化
」

と
「
正
常
化
」

へ
と
向
か
っ
て
い
る
潮
流
で
あ
り
、
韓
流
も
そ
れ

(27)

を
象
徴
す
る
現
象
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

い
わ
ば
、
こ
の
よ
う
な
混
迷
と
新
た
な
機
会
の
時
代
に
、
日

本
の
目
の
前
に
「
新
韓
国
」
が
元
気
な
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
を

引
っ
提
げ
て
立
ち
現
わ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
日
本
で
は
、
小

倉
紀
蔵
の
指
摘
す
る
よ
う
に
「L

O
O
K
K
O
R
E
A

」
言
説
の
下
、
日

本
の
「
主
体
化
」
の
た
め
の
「
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
と
し
て
の
韓

国
」
と
い
う
観
点
が
生
ま
れ
、
そ
れ
が
韓
流
を
支
え
る
基
底
の

セ
ン
チ
メ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る

。
韓
流
ド
ラ
マ
へ
の
あ
の
熱
狂

(28)

は
、
純
愛
、
家
族
や
人
間
の
絆
を
通
じ
た
濃
い
人
間
関
係
、
失

わ
れ
つ
つ
あ
る
共
同
体
の
再
生
へ
の
希
求
と
無
縁
と
は
思
え
な

い
。
こ
の
よ
う
に
韓
流
は
、
「
ポ
ス
ト
冷
戦
」
の
韓
国
と
「
ポ
ス

ト
戦
後
」
の
日
本
の
交
錯
・
遭
遇
の
中
で
生
ま
れ
た
社
会
現
象

で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

歌
手
の
美
輪
明
宏
も
、
「
韓
流
は
日
本
が
マ
ト
モ
に
な
っ
て
き

た
証
拠
」
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る

。
「
ハ
ン
カ
チ
王
子
」
や
石
川

(29)

遼
に
対
す
る
関
心
と
同
じ
文
脈
で
、「
ま
と
も
な
」
人
間
や
文
化
に

対
す
る
再
評
価
が
試
み
ら
れ
て
い
る
現
象
と
し
て
韓
流
を
位
置
づ

け
て
い
る
。
美
輪
は
韓
国
の
テ
レ
ビ
番
組
に
つ
い
て
も
称
賛
し

て
い
る
が
、
長
年
、
「
芸
人
と
バ
ラ
ド
ル
の
宴
」
と
化
し
て
し
ま

っ
た
日
本
の
（
民
放
の
）
テ
レ
ビ
文
化
に
対
す
る
批
判
で
あ
る

と
も
い
え
よ
う
。
実
力
派
で
本
格
派
と
い
え
るK

-
P
O
P

に
対
す
る

熱
い
反
応
も
、
長
年
、
特
定
の
会
社
や
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
に
よ

っ
て
似
た
よ
う
な
ア
イ
ド
ル
が
再
生
産
さ
れ
て
き
たJ

-
P
O
P

界
の

保
守
性
や
、
「
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
」
が
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト

と
し
て
成
立
す
る
「
ゆ
る
さ
」
に
対
す
る
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
と
い

え
る
か
も
し
れ
な
い
。

韓
流
に
対
し
て
、
主
に
女
性
が
反
応
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
に

値
す
る
。
そ
れ
は
単
に
、「
草
食
男
子
」
が
流
行
語
に
な
る
世
相
の

中
で
、
イ
ケ
メ
ン
で
男
ら
し
く
て
優
し
く
て
有
能
な
ド
ラ
マ
の
中

の
韓
国
人
男
性
に
関
心
が
向
か
う
こ
と
を
意
味
す
る
だ
け
で
は
な

い
。
他
方
で
日
本
の
女
性
ア
イ
ド
ル
市
場
は
長
年
、
男
性
フ
ァ
ン

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
て
き
た
。
女
性
ア
イ
ド
ル
は
小
柄
で
か
わ
い

く
て
純
真
で
ひ
た
む
き
で
愛
嬌
を
ふ
り
ま
き
、
時
に
は
男
に
媚
び
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る
こ
と
も
厭
わ
な
い
、
い
わ
ば
、
男
性
の
支
配
欲
を
刺
激
す
る
対

象
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
女
性
ア
イ
ド
ル
の
主
体
性
や
個
性
よ
り

も
、
い
か
に
男
性
に
か
わ
い
が
ら
れ
る
か
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
た
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
間
の
従
属
関
係
が
根
底
に
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
も
仕

方
な
い
様
相
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
今
の
若
い
女
性
た
ち
の
中
に
は

そ
の
よ
う
な
関
係
性
を
拒
否
す
る
場
合
が
増
え
た
。
男
た
ち
に
好

か
れ
る
こ
と
よ
り
も
、
自
分
た
ち
が
好
き
な
ス
タ
イ
ル
を
身
に
つ

け
、
か
わ
い
さ
の
中
に
も
強
さ
と
美
し
さ
と
か
っ
こ
よ
さ
を
備
え

た
い
と
願
う
女
性
が
増
え
て
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の

よ
う
な
若
い
女
性
の
「
モ
デ
ル
」
と
し
て
、K
-
PO
P

女
性
ア
ー
チ
ス

ト
が
注
目
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
一
方
、
男
目
線
の
ア
イ
ド

ル
に
慣
れ
親
し
ん
だ
男
性
た
ち
の
中
に
は
、
ス
タ
イ
ル
「
抜
群
」

で
実
力
も
備
え
、
気
も
強
そ
う
な
韓
国
女
性
ア
イ
ド
ル
（
ス
タ
ー
）

に
違
和
感
を
覚
え
、
萎
縮
し
て
し
ま
う
人
も
い
る
だ
ろ
う
。
少
々

拡
大
解
釈
を
す
れ
ば
、
韓
流
が
女
性
の
間
で
一
定
の
人
気
を
博
し

て
い
る
の
は
、
根
源
的
に
は
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
欠
如
な

ど
混
迷
す
る
日
本
の
男
性
中
心
の
政
治
・
社
会
・
文
化
に
対
し
て
、

「
新
し
い
日
本
」
を
求
め
る
志
向
と
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ

を
直
感
的
に
感
じ
て
い
る
男
性
陣
か
ら
の
反
発
が
寄
せ
ら
れ
る
の

も
当
然
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
が
韓
流
に
対
す
る
複
雑
な
感
情
、
あ

る
い
は
反
発
が
生
ま
れ
る
要
因
の
一
つ
に
も
な
る
。
結
局
は
、
国

内
問
題
、「
お
家
事
情
」
の
側
面
が
本
質
に
は
あ
る
の
に
、
国
際
問

題
、
外
交
問
題
に
す
り
替
え
ら
れ
る
こ
と
は
往
々
に
し
て
あ
る
こ

と
だ
が
、
日
韓
関
係
に
お
い
て
は
お
互
い
が
そ
の
格
好
の
他
者
に

な
っ
て
し
ま
う
パ
ラ
ダ
イ
ム
が
あ
る
。

次
に
、
こ
れ
と
も
関
連
し
て
、
日
本
社
会
に
お
け
る
韓
流
に
対

す
る
別
の
角
度
か
ら
の
ま
な
ざ
し
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
一
つ

に
は
、
い
ま
だ
日
本
社
会
に
は
韓
国
・
韓
流
に
対
す
る
払
拭
さ
れ

な
い
「
上
か
ら
目
線
」
、
「
優
越
意
識
」
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を

容
易
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。「
冬
ソ
ナ
な
ん
て
み
な
い
」
、「
韓

流
は
み
な
い
」
な
ど
「
食
わ
ず
嫌
い
」
の
意
見
か
ら
、「
ブ
ラ
ン
ド

．

モ
ノ
以
外
に
韓
国
に
行
く
理
由
な
ん
て
な
い
で
し
ょ
う
」
、
「
こ
い

つ
ら
バ
ン
ド
な
の
？
ギ
タ
ー
弾
け
ん
の
？
」
、「
ど
う
せ
パ
ク
リ
」、

「
出
稼
ぎ
」
と
い
っ
た
偏
見
に
満
ち
た
発
言
を
筆
者
は
い
ま
だ
に

耳
に
し
て
い
る
。

韓
流
に
対
す
る
ま
な
ざ
し
の
中
で
近
年
顕
著
に
な
っ
て
い
る
の

が
、
韓
流
の
成
功
要
因
を
探
る
上
で
、
韓
国
の
「
国
策
」
、
「
国
家

戦
略
」
、
「
世
界
戦
略
」
と
い
う
観
点
で
あ
る
。
韓
国
の
成
功
を
語

る
際
の
常
套
句
と
も
な
っ
た
、「
国
を
挙
げ
て
」
と
い
う
観
点
で
あ

る
。
ス
ポ
ー
ツ
分
野
に
お
い
て
は
、
確
か
に
「
国
を
挙
げ
て
」
と
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い
う
側
面
は
あ
る
。
周
知
の
と
お
り
、
人
気
種
目
お
よ
び
メ
ダ
ル

有
望
種
目
の
「
国
家
代
表
」
に
対
し
て
は
国
の
手
厚
い
支
援
が
あ

る
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
で
メ
ダ
ル
を
獲
っ
た
選
手
に
は
「
年
金
」

が
付
与
さ
れ
、
特
定
の
種
目
に
お
い
て
は
兵
役
が
免
除
さ
れ
る
こ

と
も
あ
る
。
し
か
し
、
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
分
野
で
は
ど
う
か
？

確
か
に
、
初
期
に
お
い
て
は
、
映
画
ア
カ
デ
ミ
ー
の
設
立
な
ど
文

化
産
業
振
興
の
た
め
の
レ
ー
ル
を
敷
き
、
ス
ク
リ
ー
ン
・
ク
ォ
ー

タ
ー
制
度
な
ど
を
通
じ
て
文
化
産
業
を
保
護
す
る
と
い
う
側
面
は

あ
っ
た
。
ま
た
、
二
○
一
一
年
に
も
ハ
ン
グ
ル
を
創
製
し
た
世
宗

大
王
の
時
代
を
テ
ー
マ
に
し
たS

BS

ド
ラ
マ
「
뿌
리

깊
은

나
무
（
根

の
深
い
木
）」
に
、
韓
国
コ
ン
テ
ン
ツ
振
興
院
が
制
作
支
援
を
す
る

ケ
ー
ス
は
あ
る
。
し
か
し
、

金
溶
徳

韓
国
コ
ン
テ
ン
ツ
振
興
院

キ
ム
・
ヨ
ン
ド
ク

日
本
事
務
所
所
長
は
、
あ
く
ま
で
（
国
は
）「
後
方
支
援
」
に
徹
し

て
い
る
と
い
う

。
し
か
も
、
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
の
収
益
は
他
の
産

(30)

業
分
野
に
比
べ
れ
ば
ま
だ
ま
だ
微
々
た
る
も
の
で
あ
る

。
よ
く
指

(31)

摘
さ
れ
る
よ
う
に
、K-
P
O
P

の
躍
進
に
は
、
脆
弱
な
国
内
の
音
楽
産

業
基
盤
と
い
う
不
遇
の
環
境
下
に
お
い
て
、
ま
ず
実
力
を
身
に
つ

け
て
か
ら
ア
ジ
ア
や
日
本
に
目
を
向
け
た
グ
ロ
ー
バ
ル
な
戦
略
へ

と
舵
を
取
っ
た
結
果
と
い
う
側
面
が
強
い
。
国
家
戦
略
で
「
少
女

時
代
」
が
誕
生
で
き
る
の
な
ら
ば
、
中
国
、
北
朝
鮮
で
も
誕
生
す

べ
き
で
あ
っ
た
ろ
う
。
文
化
は
自
由
で
開
放
的
で
創
意
溢
れ
る
フ

ュ
ー
ジ
ョ
ン
を
重
ん
じ
る
社
会
で
こ
そ
開
花
す
る
も
の
で
あ
る
。

現
在
の
韓
流
、
と
り
わ
けK

-P
O
P

ブ
ー
ム
と
国
家
戦
略
の
関
連
性
に

つ
い
て
は
、
よ
り
慎
重
な
議
論
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
「
練
習
生
」
と
呼
ば
れ
る
ス
タ
ー
養
成
シ
ス
テ
ム
と
過

酷
な
競
争
シ
ス
テ
ム
や
、
著
作
権
を
度
外
視
し
たY

o
u
t
u
b
e

な
ど

ネ
ッ
ト
配
信
戦
略
が
成
功
の
要
因
で
あ
る
と
い
う
分
析
が
続
く
。

こ
れ
ら
の
指
摘
は
も
ち
ろ
ん
妥
当
な
面
も
多
い
が
、
韓
流
（K-

P
O
P

）

そ
れ
自
体
の
魅
力
や
実
力
を
素
直
に
認
め
る
よ
り
も
、
外
部
要
因

に
求
め
よ
う
と
す
る
ま
な
ざ
し
が
介
在
し
て
い
る
こ
と
を
物
語
っ

て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
韓
国
企
業
の
躍
進
が
「
ウ
ォ
ン
安
」
が
根

底
に
あ
る
と
の
認
識
同
様
、K

-
PO
P

の
成
功
も
「
ア
ン
フ
ェ
ア
」
な

構
造
の
中
で
生
み
出
さ
れ
て
い
る
と
い
う
意
識
の
表
れ
で
あ
る
と

も
い
え
よ
う
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
よ
う
な
視
線
は
日
本
に
限
ら
な
い
。

欧
米
の
「
先
進
国
」
の
メ
デ
ィ
ア
も
韓
流
の
流
入
に
対
し
て
、
文

化
交
流
の
側
面
よ
り
も"A

t
t
a
c
k"

、"i
n
v
a
s
i
o
n"

と
い
う
表
現
が

使
わ
れ
て
い
る
。
既
存
の
文
化
秩
序
に
お
け
る
既
得
権
益
層
の
新

規
参
入
者
に
対
す
る
厳
し
く
も
冷
笑
的
な
ま
な
ざ
し
と
い
え
よ
う
。

だ
が
、
そ
の
よ
う
な
ま
な
ざ
し
が
韓
流
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
な

っ
て
い
る
こ
と
は
先
述
の
と
お
り
で
あ
る
。
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文
化
に
お
け
る
権
力
の
側
面
も
看
過
で
き
な
い
。
そ
も
そ
も
日

本
でK
-
PO
P

が
「
現
地
化
」
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
ア
ジ
ア
に
お
け

る
韓
流
と
は
顕
著
に
異
な
る
点
で
あ
る
。
日
本
の
テ
レ
ビ
で
歌
い

大
衆
的
な
人
気
を
博
す
る
に
は
、
日
本
語
の
歌
詞
で
歌
い
日
本
語

で
受
け
答
え
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
韓
国
の
ア
ー
チ
ス
ト
が

原
曲
で
は
な
く
、
日
本
語
で
歌
う
こ
と
は
、
い
わ
ば
、
本
当
の
意

味
で
のK-

P
O
P

人
気
な
の
で
は
な
く
、K

-P
O
P

ア
ー
チ
ス
ト
が
歌
うJ

-P
O
P

が
人
気
を
博
し
て
い
る
だ
け
に
す
ぎ
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

ゆ
え
に
、
ダ
ン
ス
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
含
め
て
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル

が
重
視
さ
れ
る
な
ど
、K

-
PO
P

そ
れ
自
体
が
日
本
社
会
で
受
け
い
れ

ら
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。K

-P
O
P

は
原
曲
の
韓
国
語
で
歌
う
方

が
よ
り
迫
力
が
あ
り
魅
力
的
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。K

-
P
O
P

が
そ
れ
自
体
と
し
て
、
海
外
ア
ー
チ
ス
ト
と
し
て
遇
さ
れ
る

時
に
、K

-P
O
P

は
ブ
ー
ム
と
い
う
騒
が
し
い
熱
狂
で
は
な
く
、
静
か

な
文
化
と
し
て
定
着
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
。

と
は
い
え
、
日
本
人
の
韓
国
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
は
大
き
く
改

善
さ
れ
た
。
内
閣
府
の
外
交
に
関
す
る
世
論
調
査
の
中
の
「
韓
国

に
対
す
る
親
近
感
」（
図
一
）
に
そ
の
進
展
の
度
合
い
が
一
目
瞭
然

に
示
さ
れ
て
い
る
。
韓
国
に
対
す
る
親
近
感
は
、
調
査
が
開
始
さ

れ
た
一
九
七
八
年
以
降
は
ソ
ウ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
た

図1 「韓国に対する親近感」（平成23年「外交に関する世論調査」／内閣府）
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一
九
八
八
年
を
例
外
と
し
て
、
ず
っ
と
「
親
し
み
を
感
じ
な
い
」

が
「
親
し
み
を
感
じ
る
」
を
上
回
っ
て
い
た
。「
戦
後
五
○
年
」
を

め
ぐ
る
「
歴
史
認
識
の
季
節
」
の
直
後
で
あ
る
一
九
九
六
年
の
調

査
で
は
、
「
親
し
み
を
感
じ
な
い
」
が
六
○
％
、
「
親
し
み
を
感
じ

る
」
が
三
五
％
と
そ
の
差
が
最
も
開
い
た
が
、
九
八
年
の
金
大
中

大
統
領
の
訪
日
後
の
九
九
年
に
は
、「
親
し
み
を
感
じ
る
」
の
方
が

「
感
じ
な
い
」
を
逆
転
し
、
そ
の
後
も
こ
の
構
図
は
変
わ
っ
て
い

な
い
。
日
本
文
化
の
開
放
と
い
っ
た
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の

重
要
性
を
改
め
て
再
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
加
え
て
、

九
七
年
の
サ
ッ
カ
ー
・
Ｗ
杯
（
フ
ラ
ン
ス
大
会
）
の
ア
ジ
ア
最
終

予
選
の
際
、
ソ
ウ
ル
で
の
韓
日
戦
に
お
い
て
、
韓
国
代
表
の
サ
ポ

ー
タ
ー
席
に
「L

et
'
s
go
to
Fr
a
n
c
e
t
o
ge
t
he
r

」
と
い
う
横
断

幕
が
掲
げ
ら
れ
る
な
ど
、
二
○
○
二
年
日
韓
Ｗ
杯
共
催
に
向
け
て

の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
も
ま
た
、
無
視
で
き
な
い
要
因
と
い
え
る
だ
ろ

う
。
実
際
、
二
○
○
二
年
の
調
査
で
は
、
親
し
み
を
感
じ
る
が
五

四
・
二
％
、
感
じ
な
い
が
四
○
・
五
％
と
そ
の
差
が
大
き
く
開
い

た
。
日
本
社
会
に
お
い
て
韓
流
が
着
実
に
定
着
し
た
二
○
○
○
年

代
は
、
靖
国
問
題
・
教
科
書
問
題
・
北
朝
鮮
の
核
問
題
な
ど
で
冷

え
込
ん
だ
二
○
○
六
年
を
除
い
て
は
、「
親
し
み
を
感
じ
る
」
が
「
感

じ
な
い
」
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。
文
化
の
果
た
し
た
役
割
を

今
一
度
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
と
は
い
え
、
植
民
地
支
配

の
歴
史
を
知
ら
な
い
日
本
人
が
依
然
と
し
て
四
～
五
人
に
一
人
は

い
る
と
い
う
事
実
は

、
将
来
の
日
韓
関
係
を
考
え
る
上
で
は
、
看

(32)

過
で
き
な
い
問
題
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
一
般
の
日
本
人
や
有
名
人
が
、
韓
国
お
よ
び

韓
国
の
文
化
や
ス
タ
ー
を
好
き
と
公
言
で
き
る
時
代
に
な
っ
た
こ

と
は
、
日
本
に
お
け
る
韓
国
認
識
の
「
普
通
化
」
を
意
味
し
、
そ

の
意
義
は
小
さ
く
な
い
。
ま
た
、
日
本
社
会
の
情
報
ア
ク
セ
ス
に

お
け
る
平
等
性
を
含
め
た
「
民
主
化
」
、
「
開
放
化
」
、
「
ト
ラ
ン
ス

ナ
シ
ョ
ナ
ル
化
」
、
「
多
様
化
」
、
「
ト
レ
ラ
ン
ス
」
、
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
」
、
「
実
力
主
義
」
の
兆
候
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

文
化
（
消
費
）
主
体
と
し
て
の
女
性
の
存
在
感
が
、
今
後
の
東
ア

ジ
ア
の
文
化
地
形
や
国
際
関
係
ま
で
も
変
え
て
い
く
可
能
性
を
簡

単
に
排
除
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

四
．
韓
流
後
の
日
韓
関
係
の
諸
相

―
質
的
変
化
と
多
元
化

九
○
年
代
以
降
現
在
に
至
る
ま
で
、
日
韓
関
係
は
多
元
化
／
多

層
化
し
、
構
造
的
変
容
を
遂
げ
て
き
た

。
従
来
の
日
韓
関
係
は
、

(33)

政
府
・
政
治
主
導
で
経
済
に
圧
倒
的
比
重
が
置
か
れ
、
国
民
不
在
、
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文
化
不
在
の
関
係
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
そ
の
後
様
々
な
非
国
家
ア

ク
タ
ー
や
個
人
の
存
在
感
も
増
し
、
主
体
の
多
様
化
現
象
が
み
ら

れ
た
。「
ヨ
ン
」
様
や
村
上
春
樹
と
い
っ
た
個
人
の
果
た
し
た
役
割

は
強
調
し
過
ぎ
る
こ
と
は
な
い
。
こ
れ
は
政
治
、
安
全
保
障
、
経

済
な
ど
、
従
来
の
「
ハ
イ
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
」
の
領
域
だ
け
で
な
く

国
民
感
情
、
歴
史
認
識
問
題
が
浮
上
し
、
社
会
、
文
化
の
領
域
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
空
間
も
生
ま
れ
る
な
ど
、
イ
シ
ュ
ー
も
多
様
化

し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
ま
た
、「
日
」
／
「
韓
」
の
そ
れ
ぞ

れ
の
社
会
が
多
様
化
し
、
日
韓
関
係
認
識
の
多
様
化
を
も
た
ら
し

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
日
韓
関
係
の
多
元
化
／
多
層
性
は
、
日
韓

の
「
関
係
正
常
化
」
／
「
関
係
進
化
」
／
「
関
係
変
化
」
の
過
程

と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

と
こ
ろ
で
、
文
化
の
交
流
が
日
韓
関
係
に
与
え
た
影
響
を
直
接

的
か
つ
実
証
的
に

明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
不
可
能
に
近
い
。「
日

韓
関
係
」
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
包
括
的
で
あ
る
上
に
、
仮
に
日
韓

関
係
、
あ
る
い
は
相
互
認
識
に
変
化
が
み
ら
れ
た
と
し
て
も
、
そ

れ
が
文
化
要
因
に
よ
っ
て
の
み
規
定
さ
れ
る
と
は
限
ら
な
い
か
ら

で
あ
る
。
そ
こ
で
ま
ず
、
日
韓
関
係
の
現
在
、
す
な
わ
ち
「
韓
流

後
」
の
変
化
の
側
面
を
み
る
こ
と
で
、
逆
に
「
文
化
」
の
存
在
の

大
き
さ
を
確
認
し
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
人
の
移
動
の
飛
躍
的
な
増
加
が
み
ら
れ
て
い
る
。
六
五

年
当
時
年
間
で
一
万
人
だ
っ
た
往
来
の
数
が
、
い
ま
や
一
日
の
往

来
数
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
韓
国
併
合
か
ら
一
○
○
年
の
節

目
の
年
で
あ
っ
た
二
○
一
○
年
に
は
、
日
韓
間
の
相
互
往
来
は
約

五
四
六
万
人
に
達
し
、
初
め
て
五
○
○
万
人
を
突
破
し
た
。
そ
の

内
訳
を
み
る
と
、
日
本
か
ら
韓
国
へ
の
渡
航
者
数
は
三
○
二
万
人

で
、
訪
韓
外
国
人
中
の
中
で
三
四.

八
％
を
占
め
、
一
位
に
な
っ
て

い
る
。
一
方
、
韓
国
か
ら
日
本
へ
の
渡
航
者
数
は
二
四
四
万
人
を

数
え
、
訪
日
外
国
人
中
の
割
合
は
二
八.

五
％
を
占
め
、
こ
ち
ら
も

一
位
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
数
を
み
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
日
韓

関
係
の
不
均
衡
性
が
少
な
く
と
も
人
の
移
動
と
い
う
側
面
に
お
い

て
は
是
正
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
正
確
に
は
、
人
口
、
為
替
レ

ー
ト
、
経
済
状
況
を
考
え
た
な
ら
ば
、
韓
国
人
の
日
本
渡
航
者
の

多
さ
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
る
と
い
え
る
。
そ
の
背
景
に
は
、

日
本
の
二
六
の
空
港
か
ら
直
行
定
期
便
が
週
に
六
一
八
便
飛
ん
で

い
る
こ
と
や
、
韓
国
人
の
短
期
滞
在V

I
SA

が
免
除
に
な
っ
た
こ
と
、

ワ
ー
キ
ン
グ
・
ホ
リ
デ
ー
の
参
加
者
枠
も
二
○
○
九
年
か
ら
七
二

○
○
人
に
倍
増
し
、
二
○
一
二
年
ま
で
に
一
万
人
に
拡
大
す
る
こ

と
で
合
意
が
な
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、「
日
韓

交
流
お
ま
つ
り
」
が
二
○
○
五
年
よ
り
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
。
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次
に
、
政
治
・
経
済
面
で
の
相
互
依
存
も
深
化
し
て
い
る
と
い

え
る
。
日
本
外
務
省
の
北
東
ア
ジ
ア
課
が
作
成
し
た
「
最
近
の
日

韓
関
係
」
に
は
、「
韓
国
は
民
主
主
義
、
市
場
経
済
、
基
本
的
人
権

等
の
価
値
観
を
共
有
し
て
い
る
と
同
時
に
、
共
に
米
国
の
同
盟
国

で
あ
る
最
も
大
切
な
隣
国
」
で
あ
る
と
し
、「
日
韓
関
係
は
我
が
国

の
対
ア
ジ
ア
外
交
の
中
核
」
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る

。
韓
国
併
合

(34)

か
ら
一
○
○
年
の
節
目
の
年
で
あ
る
二
〇
一
〇
年
に
は
、
管
直
人

総
理
（
当
時
）
に
よ
る
「
首
相
談
話
」
が
発
表
さ
れ
韓
国
で
も
一

定
の
評
価
を
得
た
。
ま
た
、「
日
韓
同
盟
」
論
ま
で
浮
上
す
る
な
か
、

ハ
イ
チPK

O

に
お
い
て
は
日
韓
連
携
の
実
績
も
積
み
重
ね
ら
れ
て
い

る

。
さ
ら
に
玄
葉
光
一
郎
外
相
は
、
二
○
一
一
年
一
○
月
六
日
、

(35)
「
日
韓
は
死
活
的
利
益
を
共
有
し
て
い
る
」

と
、
従
来
よ
り
も
踏

(36)

み
込
ん
だ
表
現
を
使
っ
て
い
る
。『
朝
鮮
王
朝
儀
軌
』
や
正
祖
の
文

集
『
弘
齊
全
書
』
な
ど
、
文
化
財
の
返
還
な
ど
も
実
現
し
た
。
経

済
面
で
も
日
韓
は
双
方
に
中
国
、
米
国
に
次
ぐ
第
三
位
の
貿
易
相

手
国
で
あ
り
、
日
本
か
ら
の
対
韓
投
資
も
、
二
○
○
三
年
日
韓
投

資
協
定
の
発
効
以
降
に
大
幅
に
増
加
し
、
年
間
一
○
億
か
ら
二
○

億
ド
ル
規
模
で
推
移
し
て
い
る
。

社
会
・
文
化
的
側
面
に
お
け
る
関
係
も
、「
韓
流
後
」
は
以
前
と

の
比
較
で
い
え
ば
飛
躍
的
に
進
展
し
た
。
ま
ず
、
教
育
・
研
究
面

に
お
い
て
、
韓
国
か
ら
の
留
学
生
が
飛
躍
的
に
増
え
、
韓
国
へ
の

留
学
生
も
増
え
て
い
る
。
日
本
で
は
韓
国
語
（
朝
鮮
語
）
を
第
二

外
国
語
に
採
択
す
る
大
学
が
増
え
、
児
童
書
に
お
い
て
も
韓
国
が

紹
介
さ
れ
る
場
合
も
出
て
き
た
。
よ
り
重
要
な
こ
と
は
韓
国
研
究

機
関
が
誕
生
し
た
こ
と
で
あ
る
。
二
○
○
五
年
に
立
命
館
大
学
コ

リ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
が
設
立
さ
れ
、
二
○
○
九
年
に
は
慶
応
大
学

に
現
代
韓
国
研
究
セ
ン
タ
ー
が
誕
生
し
た
。
そ
し
て
、
二
○
一
○

年
に
は
東
京
大
学
に
現
代
韓
国
研
究
セ
ン
タ
ー
が
設
立
さ
れ
た
。

韓
国
人
研
究
者
が
日
本
の
大
学
で
教
育
・
研
究
の
機
会
を
得
る
ケ

ー
ス
も
、
こ
の
一
○
年
で
飛
躍
的
に
増
大
し
た
。
こ
の
よ
う
な
日

本
で
の
流
れ
が
韓
国
の
対
日
認
識
に
与
え
る
影
響
は
、
長
期
的
に

み
て
け
っ
し
て
少
な
く
な
い
と
い
え
る
。
実
際
、
二
〇
一
一
年
一

〇
月
に
、
ソ
ウ
ル
大
学
に
初
め
て
日
本
学
専
攻
コ
ー
ス
が
設
置
さ

れ
る
と
報
じ
ら
れ
る
な
ど

、
具
体
的
に
相
互
作
用
を
引
き
起
こ
し

(37)

て
い
る
。
ソ
ウ
ル
大
学
が
日
本
学
専
攻
コ
ー
ス
を
設
置
す
る
こ
と

に
な
れ
ば
、
他
の
主
要
大
学
で
あ
る
延
世
大
学
や
梨
花
女
子
大
学

な
ど
へ
の
波
及
効
果
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
が
、
日
本
に
お
け

る
韓
流
と
無
縁
と
い
え
る
だ
ろ
う
か
。
韓
流
の
日
韓
関
係
に
お
け

る
外
交
的
含
意
は
す
で
に
、
こ
の
よ
う
に
表
れ
て
い
る
。
文
化
に

お
け
る
相
互
作
用
の
側
面
を
改
め
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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次
に
、
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
で
は
あ
ま
り
報
じ
ら
れ
て
い
な
い
が
、

日
韓
の
間
で
は
未
来
の
日
韓
関
係
の
一
つ
の
方
向
性
を
指
し
示
す
、

文
化
面
で
の
数
々
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
地
道
に
試
み
ら
れ
て

き
た
。
二
○
○
四
年
、
坂
本
龍
一
と
韓
国
の
吟
遊
詩
人
と
呼
ば
れ

る
ラ
ッ
パ
ー
で
あ
るM

c
.S
n
i
p
e
r

が
、
イ
ラ
ク
戦
争
へ
の
反
対
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
込
め
た
「Undercooled

」
と
い
う
楽
曲
を
発
表
し
た

。
(38)

歌
詞
はMc

.
S
n
ip
e
r

に
よ
っ
て
書
か
れ
、日
本
の
通
常
の
歌
番
組
で
、

韓
国
語
で
そ
の
ま
ま
歌
わ
れ
た
。M

c.
s
n
i
pe
r

は
そ
の
後
、
松
任
谷

由
美
と
も
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
コ
ン
サ
ー
ト
・
ツ
ア
ー

に
参
加
す
る
と
と
も
に
、
松
任
谷
由
美
の
「
春
よ
、
来
い
」
を
独

特
の
世
界
観
で
リ
メ
イ
ク
し
て
、
日
韓
の
文
化
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
の

よ
き
モ
デ
ル
を
提
供
し
た
。

ま
た
、
小
説
『
冷
静
と
情
熱
の
あ
い
だ
』
の
日
韓
双
方
で
の
大

ヒ
ッ
ト
を
受
け
て
、
そ
の
日
韓
バ
ー
ジ
ョ
ン
が
試
み
ら
れ
た
。
戦

後
六
○
年
、（
植
民
地
）
解
放
六
○
周
年
、
日
韓
国
交
正
常
化
四
○

周
年
を
迎
え
た
二
○
○
五
年
、
作
家
の
辻
仁
成
と
コ
ン
・
ジ
ヨ
ン

が
取
り
組
ん
だ
「
遠
い
空
近
い
海
」
と
い
う
共
同
小
説
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
も
歴
史
に
残
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
辻
仁
成
は
、

「
序
詩
」
な
ど
で
有
名
な
韓
国
の
詩
人
・

尹
東
柱

に
つ
い
て
、

ユ
ン
・
ド
ン
ジ
ユ

韓
国
の
延
世
大
学
で
講
演
し
た

。
日
本
の
現
代
作
家
が
韓
国
の
詩

(39)

人
に
つ
い
て
、
韓
国
の
大
学
で
語
る
と
い
う
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ

ル
な
試
み
は
、
日
韓
の
知
的
交
流
の
成
熟
さ
を
示
す
一
例
で
あ
る
。

韓
国
に
お
け
る
日
本
小
説
の
人
気
の
裏
に
は
、
辻
の
よ
う
な
地
道

な
活
動
が
あ
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の

よ
う
な
「
市
民
社
会
」
を
志
向
す
る
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
だ
け
で

な
く
、
日
韓
相
互
に
カ
バ
ー
・
ソ
ン
グ
を
発
表
し
た
り
、
映
画
や

ド
ラ
マ
に
お
け
る
合
作
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
部
門
で
の
交
流
な
ど
も
意

欲
的
に
試
み
ら
れ
た
り
し
た
こ
と
は
、
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
文
化
の
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
や
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
お
互

い
に
対
す
る
親
近
感
の
高
ま
り
の
表
れ
で
あ
り
、
互
い
の
文
化
地

形
を
豊
か
に
し
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

さ
ら
に
、
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
韓
国
の
寄
付
・
支
援
活
動

は
、
日
本
で
は
あ
ま
り
そ
の
詳
細
は
報
じ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、

特
筆
す
べ
き
出
来
事
で
あ
っ
た
。
日
韓
関
係
を
考
え
る
上
で
極
め

て
重
要
だ
と
思
え
る
の
で
、
少
し
詳
し
く
触
れ
た
い
。

東
日
本
大
震
災
の
前
に
も
、
ペ
・
ヨ
ン
ジ
ュ
ン
は
日
本
の
フ
ァ

ン
（
市
民
）
と
の
「
文
化
的
な
関
係
」
の
構
築
に
大
き
く
貢
献
し

た
。
彼
は
韓
国
人
と
し
て
、
日
本
人
を
初
め
て
「
家
族
」
と
呼
ん

だ
歴
史
的
人
物
で
も
あ
る
。
そ
の
彼
は
新
潟
県
中
越
地
震
の
際
に

も
、
義
援
に
積
極
的
で
あ
り
、
日
本
テ
レ
ビ
の
「
二
四
時
間
テ
レ
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ビ
」
に
も
参
加
し
た
。
東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
も
、
日
本
の
主

な
芸
能
人
よ
り
さ
き
が
け
て
、
五
億
円
を
義
援
金
と
し
て
差
し
出

し
た
。
そ
の
後
、
多
く
の
韓
流
ス
タ
ー
も
義
援
の
列
に
並
び
、
日

本
で
も
そ
の
直
後
にA

K
B
4
8

が
ペ･

ヨ
ン
ジ
ュ
ン
と
同
じ
五
億
円
を

寄
付
し
た
。
海
外
の
タ
レ
ン
ト
が
こ
れ
ほ
ど
の
義
援
金
を
出
し
た

こ
と
は
特
筆
に
値
す
る
と
い
え
る
。
新
韓
流
の
主
役
の
一
人
で
あ

る
チ
ャ
ン
・
グ
ン
ソ
ク
も
、
「D

o
n
'
t
g
i
v
e
u
p
J
a
p
a
n

」
、
「
が
ん

ば
れ
日
本
」
と
書
か
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
掲
げ
、
直
接
被
災
者
と

交
流
す
る
独
特
の
支
援
活
動
を
展
開
し
た
。

韓
国
の
テ
レ
ビ
局
も
一
斉
に
国
民
的
に
義
援
金
を
募
る
特
別
番

組
を
編
成
し
た
。
ソ
ウ
ル
放
送
（S

BS

）
は
「
日
本
地
震
被
害
救
済

特
別
生
放
送
」
と
題
す
る
番
組
を
編
成
し
、
韓
流
ス
タ
ー
の
リ
ュ

・
シ
ウ
ォ
ン
が
進
行
を
担
当
し
た
。
文
化
放
送
（M

BC
）
は
「
特
別

生
放
送

共
に
分
か
ち
合
う
世
界
」
と
題
す
る
番
組
を
通
じ
て
、

政
治
家
や
ソ
ウ
ル
市
長
な
ど
政
治
家
や
各
界
を
代
表
す
る
人
々
の

義
援
の
模
様
を
伝
え
た
。
進
行
は
ユ
ン
・
ソ
ナ
が
担
当
し
た
。

国
営
の
韓
国
放
送
（K

B
S

）
は
「
特
別
生
放
送

日
本
大
地
震

被
害
支
援

希
望
音
楽
会
」
を
開
催
し
た
。
そ
こ
で
は
、
韓
国
歌

謡
界
を
代
表
す
る
大
物
歌
手
で
あ
る
ペ
テ
ィ･

キ
ム
、
李
美
子
、

イ

ミ

ジ

ヤ

趙
英
男

の
三
人
が
一
度
に
会
し
、
国
民
的
名
曲
「
그
대

그
리
고

チ
ョ
・
ヨ
ン
ナ
ム

나
（
君
、
そ
し
て
僕
（
私
）
」
な
ど
を
披
露
し
た
。
李
美
子
は
自

分
の
曲
を
歌
う
前
に
、「
近
い
隣
人
の
痛
み
と
つ
ら
さ
を
前
に
、
私

た
ち
は
温
か
い
心
、
愛
す
る
心
、
慰
め
る
心
を
も
っ
て
こ
の
よ
う

に
集
ま
り
、
こ
の
場
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
て
と
て
も
嬉
し
く
、

感
謝
い
た
し
ま
す
」
、
「
韓
国
の
国
民
の
み
な
さ
ん
、
み
ん
な
で
ど

う
か
愛
（
サ
ラ
ン
）
の
心
で
、
温
か
い
心
を
胸
の
奥
底
ま
で
伝
え

る
こ
と
が
で
き
る
の
な
ら
ば
、
と
い
う
願
い
で
す
。」
と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
残
し
た
。

こ
の
番
組
で
は
音
楽
会
の
最
中
に
、
視
聴
者
か
ら
電
話
を
通
じ

て
義
援
金
を
募
る
と
い
う
方
式
を
採
用
し
た
。
電
話
受
付
に
は
、B

EA
S
T

、F
T
I
S
L
AN
D

、4
M
in
u
t
e

な
ど
、
総
勢
二
○
人
以
上
のK-

P
O
P

ア
イ
ド
ル
た
ち
が
参
加
し
た
。
ま
た
、
（
国
内
向
け
の
）K

B
S

（http://tw
itter.com

/K
B
SM
usicB

ank

）
と
（
海
外
向
け
の
）K

B
S

ワ
ー
ル
ド
（http://tw

itter.com
/kbsw

orldtv

）
の
両
方
の
ツ
イ
ッ

タ
―
に
、
希
望
と
応
援
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
残
し
て
く
だ
さ
い
と
呼

び
か
け
、
番
組
の
途
中
で
そ
れ
ら
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
紹
介
し
た
。

例
え
ば
、
以
下
の
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
け
ら
れ
た
。「
私
た
ち

が
苦
し
ん
で
い
た
時
に
日
本
が
助
け
て
く
れ
た
よ
う
に
、
今
度
は

私
た
ち
が
助
け
ま
す
。
恐
怖
感
で
と
て
も
つ
ら
い
と
思
い
ま
す
が
、

少
し
で
も
力
に
な
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
！
フ
ァ
イ
ト
！
」（@l

o
v
e
y
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o
u

×
×
×
）
。
「
近
く
に
い
な
が
ら
何
も
で
き
な
く
て
胸
が
痛
い
で

す
。
傷
つ
い
た
痛
み
が
す
べ
て
消
え
去
る
こ
と
は
な
い
と
思
う
け

ど
、
そ
れ
で
も
元
気
出
し
て
く
だ
さ
い
」（@

m
ij

×
×
×
）
、「
プ
ピ

ョ
ン
女
子
高
校
の
一
年
生
で
す
。
学
校
に
い
な
が
ら
も
ク
ラ
ス
の

友
達
は
み
ん
な
日
本
の
ニ
ュ
ー
ス
を
み
な
が
ら
と
て
も
心
配
し
て

い
ま
す
。
ど
う
か
こ
れ
以
上
の
犠
牲
者
が
出
な
い
こ
と
だ
け
を
祈

り
ま
す
。
頑
張
っ
て
！
」
（@

E
Y
S

×
×
×
）
。
こ
れ
ら
に
対
し
て
日

本
の
被
災
者
か
ら
も
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
一
人
の
日
本

人
と
し
て
頑
張
り
ま
す
！
」
と
い
う
返
答
が
寄
せ
ら
れ
た
。

こ
れ
ら
の
番
組
に
お
い
て
共
通
し
て
掲
げ
ら
れ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン

は
、「
힘
내
요
！
일
본
（
頑
張
れ
！
日
本
）
」
、「
이
젠

울
지
마
요
、

일
본
（
も
う
泣
か
な
い
で
、
日
本
）
」

と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
テ

レ
ビ
番
組
だ
け
で
な
く
、
一
般
の
国
民
も
義
援
活
動
に
積
極
的
だ

っ
た
。
学
校
で
は
子
ど
も
た
ち
が
寄
付
金
を
募
る
活
動
を
積
極
的

に
行
い
、
日
本
の
学
校
と
姉
妹
協
定
を
結
ん
で
い
る
学
校
の
学
生

は
、
日
本
語
で
日
本
の
友
人
に
手
紙
を
書
い
た
。
韓
流
ス
タ
ー
だ

け
で
な
く
、
全
国
民
的
レ
ベ
ル
で
支
援
の
手
が
差
し
伸
べ
ら
れ
た

の
で
あ
る
。
元
従
軍
慰
安
婦
の
女
性
を
中
心
と
す
る
い
わ
ゆ
る
「
水

曜
集
会
」
に
お
い
て
も
、
日
本
へ
の
同
情
と
支
援
の
意
が
示
さ
れ

た
。
ま
た
、
韓
国
の
サ
ッ
カ
ー
選
手
・
朴
智
星
の
朴
智
星
財
団
（J

パ
ク
・
チ
ソ
ン

S

財
団
）
は
、
日
中
韓
ユ
ー
ス
サ
ッ
カ
ー
大
会
を
主
催
し
、
被
災
地

の
仙
台
の
チ
ー
ム
を
招
待
し
た
。

韓
国
に
お
い
て
、
日
本
に
対
し
て
金
銭
を
伴
う
義
援
を
公
に
行

う
こ
と
の
意
味
は
そ
う
簡
単
な
問
題
で
は
な
い
。
歴
史
に
根
差
す

国
民
感
情
の
上
に
、「
日
本
＝
お
金
持
ち
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ

る
な
か
、
韓
国
が
日
本
に
資
金
的
な
援
助
を
す
る
こ
と
は
あ
る
種

の
覚
悟
の
い
る
こ
と
で
あ
る
し
、
日
韓
の
非
対
称
性
の
克
服
、
対

等
な
関
係
に
向
け
て
の
重
要
な
事
例
と
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。
上

記
の
番
組
でMB

C

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
は
、
日
本
に
対
し
て
「
이
웃
사
촌

（
イ
ウ
ッ
サ
チ
ョ
ン
）
」
と
い
う
表
現
を
使
っ
た
。
こ
の
言
葉
は
、

隣
人
（
이
웃
）
は
（
た
と
え
他
人
で
も
）
い
と
こ
ぐ
ら
い
近
い
親

戚
で
あ
る
と
い
う
、
隣
人
と
の
親
し
い
関
係
を
意
味
す
る
韓
国
独

特
の
言
い
回
し
で
あ
る
。
こ
の
言
葉
が
公
式
に
日
本
に
対
し
て
使

わ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
日
韓
関
係
を
規
定
す
る
枕
詞
が
「
近

く
て
遠
い
国
」
で
あ
っ
た
の
を
思
え
ば
、
こ
れ
は
特
筆
に
値
す
る
。

震
災
は
も
ち
ろ
ん
悲
劇
的
な
こ
と
だ
が
、
日
韓
関
係
の
文
脈
に
限

定
す
れ
ば
、
韓
国
人
が
初
め
て
日
本
人
を
素
直
に
「
隣
人
」
と
呼

び
、
心
か
ら
同
情
を
示
す
契
機
に
な
っ
た
と
も
い
え
る
。
韓
国
の

支
援
の
模
様
に
つ
い
て
は
、
も
う
少
し
日
本
で
も
報
じ
ら
れ
て
も

よ
か
っ
た
が
、
実
際
に
は
、
ア
メ
リ
カ
の
「
ト
モ
ダ
チ
作
戦
」
の
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よ
う
な
肯
定
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
残
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
日

韓
関
係
の
改
善
の
た
め
に
は
、
両
国
の
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
姿
勢
が

問
わ
れ
る
と
と
も
に
、
主
要
メ
デ
ィ
ア
に
頼
ら
ず
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
様
々
な
信
頼
で
き
る
ソ
ー
ス
を
通
じ
て
、
独

自
に
情
報
を
主
体
的
に
取
捨
選
択
す
る
必
要
も
あ
る
と
い
え
よ
う
。

以
上
の
よ
う
な
出
来
事
は
日
韓
関
係
が
、
従
来
の
政
治
・
歴
史

問
題
・
経
済
重
視
の
関
係
と
い
う
枠
組
み
だ
け
で
な
く
、
お
互
い

の
顔
が
見
え
る
関
係
、
人
々
の
心
と
心
が
通
い
合
う
「
文
化
的
」

な
関
係
の
側
面
も
育
ま
れ
る
、
多
元
的
な
関
係
へ
と
移
行
し
つ
つ

あ
る
諸
相
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

五
．
文
化
交
流
と
日
韓
関
係
へ
の
含
意

―
文
化
交
流
の
可
能
性
と
限
界

で
は
、
文
化
が
日
韓
関
係
に
及
ぼ
す
影
響
、
文
化
交
流
の
可
能

性
と
限
界
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
文
化
と
日
韓
関
係
を
語
る

際
に
よ
く
指
摘
さ
れ
る
こ
と
は
、
韓
流
／
日
流
な
ど
文
化
交
流
が

あ
っ
て
も
、
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
は
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
に
す
ぎ

ず
、
日
韓
の
間
に
横
た
わ
る
問
題
群
（
歴
史
認
識
問
題
、
独
島
（
竹

島
）
問
題
、
国
民
感
情
・
相
互
認
識
な
ど
）
の
解
決
に
は
な
ら
ず
、

日
韓
関
係
は
基
本
的
に
何
も
変
わ
ら
な
い
と
い
う
議
論
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
「
文
化
」
に
過
剰
な
期
待
を
込
め
て
、
「
未
来
志
向
」
を

掛
け
声
に
、
安
易
な
「
日
韓
友
好
論
」
、
「
日
韓
提
携
論
」
を
唱
え

る
こ
と
に
対
し
て
警
鐘
を
鳴
ら
す
リ
ベ
ラ
ル
派
、
国
際
関
係
を
基

本
的
に
国
家
と
パ
ワ
ー
の
観
点
か
ら
捉
え
よ
う
と
す
る
リ
ア
リ
ス

ト
、
そ
も
そ
も
日
韓
関
係
の
進
展
自
体
を
そ
れ
ほ
ど
歓
迎
し
な
い

右
派
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
な
ど
、
各
方
面
か
ら
一
様
に
提
起
さ
れ
る

議
論
で
も
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
少
し
奇
妙
と
い
え
る
。
な
ぜ

な
ら
、
文
化
交
流
が
活
性
化
す
る
以
前
も
、
上
記
の
懸
案
は
本
質

的
に
は
何
も
解
決
さ
れ
て
お
ら
ず
、
日
韓
は
反
目
と
葛
藤
の
な
か

「
非
対
称
」
で
「
非
正
常
」
な
関
係
が
続
い
た
。「
文
化
」
に
頼
ら

ざ
る
を
え
な
い
ほ
ど
、
日
韓
の
間
に
は
「
国
家
主
義
」
や
「
民
族

主
義
」
の
高
い
壁
が
横
た
わ
っ
て
お
り
、
人
々
は
相
手
の
言
語
や

文
化
も
知
ら
ず
、
と
り
わ
け
日
本
で
は
無
関
心
・
避
関
心
が
続
き
、

精
神
的
に
「
断
絶
」
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
関
係
に

よ
う
や
く
風
穴
を
開
け
た
の
が
、
越
境
す
る
文
化
で
あ
り
、
こ
れ

に
よ
り
、
両
国
の
心
理
的
距
離
は
以
前
よ
り
は
縮
ま
っ
た
と
い
え

る
。「
文
化
」
に
日
韓
の
懸
案
を
解
決
す
る
力
が
な
い
こ
と
を
指
摘

し
、
文
化
を
論
じ
る
こ
と
を
「
冷
笑
」
す
る
立
場
か
ら
は
、「
警
鐘
」

以
上
の
生
産
的
な
何
か
が
生
ま
れ
る
と
は
思
え
な
い
。

80



も
ち
ろ
ん
、
文
化
は
「
特
効
薬
」
で
は
な
い
。
文
化
を
過
大
評

価
し
て
懸
案
に
取
り
組
む
努
力
を
放
棄
し
、
そ
の
隠
れ
蓑
と
し
て

「
文
化
」
を
利
用
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
で
は
、
基
本
的
に
コ

ン
テ
ン
ツ
産
業
と
ビ
ジ
ネ
ス
の
論
理
に
文
化
が
支
配
さ
れ
て
し
ま

う
だ
ろ
う
。
と
は
い
え
、
文
化
に
は
目
に
見
え
な
い
サ
ブ
リ
ミ
ナ

ル
効
果
が
あ
り
、
そ
の
効
果
は
実
は
長
期
的
な
観
点
に
お
い
て
表

れ
る
も
の
で
あ
る
。
文
化
の
接
触
が
他
者
に
対
す
る
「
認
知
」
か

ら
始
ま
り
、
同
質
感
と
異
質
感
の
狭
間
の
な
か
で
認
識
に
徐
々
に

影
響
を
与
え
、
ひ
い
て
は
、
自
省
と
自
己
変
革
へ
の
契
機
に
な
る

可
能
性
は
往
々
に
し
て
あ
る
。
国
際
関
係
は
結
局
の
と
こ
ろ
、
構

成
員
一
人
一
人
の
認
識
の
集
積
に
よ
る
「
国
際
認
識
」
、
「
自
己
認

識
」
、
「
歴
史
認
識
」
、
「
時
代
認
識
」
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
き
た

と
い
え
る
。
実
際
、
日
本
が
朝
鮮
半
島
を
植
民
地
支
配
し
た
の
も
、

「
近
代
」
と
い
う
時
代
認
識
、
朝
鮮
半
島
に
対
す
る
植
民
地
主
義

的
認
識
や
ま
な
ざ
し
に
支
え
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
を

相
対
化
し
う
る
「
文
化
」
の
不
在
が
日
韓
関
係
を
不
幸
な
も
の
に

し
た
。
そ
の
よ
う
な
認
識
形
成
に
影
響
を
及
ぼ
し
得
る
要
因
と
し

て
、
文
化
の
力
は
計
り
知
れ
な
い
。
重
要
な
こ
と
は
文
化
そ
れ
自

体
よ
り
も
、
ど
の
よ
う
な
文
化
で
あ
り
、
文
化
を
ど
う
活
用
す
る

か
と
い
う
問
題
で
あ
ろ
う
。

文
化
の
力
に
つ
い
て
い
え
ば
、
日
本
に
お
け
る
韓
流
が
韓
国
に

お
け
る
日
流
を
引
き
起
こ
し
た
と
い
う
、「
文
化
の
相
互
作
用
」
の

側
面
は
注
目
に
値
す
る
。
日
本
に
お
け
る
韓
流
の
み
が
注
目
さ
れ

が
ち
で
あ
る
が
、
実
は
韓
国
に
お
い
て
も
。「
日
流
」
と
も
呼
び
う

る
日
本
文
化
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
と
浸
透
状
況
が
み
ら
れ
る

。
(40)

こ
こ
で
は
深
く
立
ち
入
ら
な
い
が
、
ち
ょ
う
ど
日
本
の
韓
流
ブ
ー

ム
と
呼
応
す
る
よ
う
に
、
韓
国
で
は
空
前
の
日
本
文
学
ブ
ー
ム
が

巻
き
起
こ
っ
た
。
村
上
春
樹
、
江
國
香
織
、
奥
田
英
郎
、
東
野
圭

吾
、
宮
部
み
ゆ
き
、
吉
本
ば
な
な
、
吉
田
修
一
な
ど
が
高
い
人
気

を
博
し
て
い
る
。
韓
国
文
学
よ
り
も
日
本
文
学
の
方
が
ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
に
な
っ
た
数
が
多
い
年
も
あ
り
、
村
上
春
樹
の
『1

Q
8
4

』
は

二
○
○
九
年
の
年
間
総
合
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
輝
い
た
。
小
説
だ
け

で
な
く
エ
ッ
セ
ー
や
実
用
書
の
翻
訳
、
あ
る
い
は
雑
誌
や
文
庫
本

な
ど
が
原
書
の
ま
ま
普
通
に
売
ら
れ
て
い
る
。
出
版
だ
け
で
な
く
、

グ
ル
メ
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
車
な
ど
商
品
分
野
に
お
い
て
日
本
文

化
は
急
速
に
浸
透
し
て
い
る
し

、
ド
ラ
マ
・
映
画
・J

-
P
O
P

・
バ

(41)

ラ
エ
テ
ィ
な
ど
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
に
つ
い
て
も
ケ
ー
ブ
ル

・
テ
レ
ビ
や
ネ
ッ
ト
な
ど
を
通
じ
て
一
定
程
度
は
普
及
し
て
い
る
。

世
界
で
日
本
語
学
習
者
が
最
も
多
く
、
大
学
で
も
日
本
関
連
学
科

が
普
及
し
て
い
る
韓
国
で
は
、「
開
放
」
前
か
ら
日
本
大
衆
文
化
は
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日
本
語
学
習
、
日
本
学
の
ツ
ー
ル
と
し
て
も
浸
透
し
て
い
た
。
韓

国
で
日
本
文
化
を
享
受
す
る
こ
と
は
、
日
本
で
韓
国
文
化
を
好
き

に
な
る
こ
と
よ
り
も
一
段
階
高
い
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
の
壁
を
乗
り

越
え
る
必
要
が
あ
る
。
日
本
で
「
韓
流
フ
ァ
ン
」
に
な
る
こ
と
は
、

韓
国
人
に
よ
っ
て
歓
迎
さ
れ
た
り
、「
日
韓
友
好
」
に
寄
与
す
る
と

評
価
さ
れ
た
り
す
る
場
合
が
多
い
が
、
韓
国
で
日
本
文
化
を
享
受

す
る
こ
と
は
「
親
日
派
」
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
と
戦
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
。
そ
の
意
味
で
、
韓
国
で
日
流
現
象
が
起
き
た
こ
と

は
さ
ら
に
注
目
に
値
す
る
。

韓
国
で
は
人
の
名
前
を
呼
ぶ
際
に
親
し
み
を
込
め
て
、
苗
字
で

は
な
く
下
の
名
前
で
呼
び
合
う
こ
と
が
一
般
的
だ
が
、
今
は
日
本

人
で
あ
る
浅
田
真
央
や
村
上
春
樹
を
「
マ
オ
」
、
「
ハ
ル
キ
」
と
呼

べ
る
こ
と
か
ら
も
、
対
日
認
識
の
変
化
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き

る
。
ま
た
、
か
つ
て
は
植
民
地
時
代
の
残
滓
と
し
て
、
徹
底
的
に

排
斥
さ
れ
て
い
た
日
本
語
の
名
残
や
表
現
に
つ
い
て
も
寛
容
に
な

る
傾
向
が
あ
る
。
例
え
ば
、「
ヒ
ヤ
シ
（
冷
し
）
」「
ヤ
メ
（
闇
）
」、

「
ナ
ン
ニ
ン
グ
（
ラ
ン
ニ
ン
グ
・
シ
ャ
ツ
）
」
、「
十
八
番
」
、「
必
殺

技
」
な
ど
は
面
白
い
表
現
と
し
て
日
常
化
し
て
お
り
、
ま
た
、「
か

ん
じ
」

、
「
ち
ゃ
ん
」
、
「
カ
ワ
イ
イ
」
、
「
ス
ゴ
イ
」
な
ど
、
新
た

(42)

に
「
外
来
語
」
と
し
て
定
着
し
て
い
る
言
葉
も
増
え
て
き
て
い
る
。

日
本
に
お
い
て
韓
流
が
起
き
た
か
ら
こ
そ
、
韓
国
人
は
長
年
の

日
本
に
対
す
る
不
信
感
、
偏
見
、
被
害
意
識
を
緩
和
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
、
日
本
文
化
に
対
す
る
拒
否
感
を
払
拭
す
る
こ
と
が
可
能

に
な
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
文
化
の
消
費
に
よ
っ
て
歴
史
認
識
に
も

変
化
が
生
じ
る
と
は
言
え
ず
、
文
化
が
歴
史
認
識
問
題
を
解
決
に

導
く
と
も
思
え
な
い
が
、
日
韓
関
係
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
い
え

る
事
例
も
あ
る
。
二
○
一
○
年
八
月
、
韓
国
併
合
か
ら
百
年
の
節

目
の
年
と
い
う
こ
と
で
、
韓
国
で
は
関
連
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

や
行
事
が
目
白
押
し
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
八
月
二
五
日
に
少
女
時

代
が
日
本
初
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
こ
と
で
、
メ
デ
ィ
ア
は
こ

の
ニ
ュ
ー
ス
を
よ
り
大
々
的
に
報
じ
た
。
韓
国
人
は
日
本
の
少
女

が
、
ま
だ
日
本
デ
ビ
ュ
ー
前
の
少
女
時
代
の
コ
ス
プ
レ
姿
で
、
少

女
時
代
の
ラ
イ
ブ
に
熱
狂
す
る
シ
ー
ン
を
目
撃
し
た
。
文
化
を
政

治
的
に
利
用
す
る
こ
と
は
避
け
る
べ
き
で
あ
る
が
、
結
果
的
に
は
、

「
反
日
感
情
」
が
盛
り
上
が
る
こ
と
は
な
く
、「
歴
史
」
よ
っ
て
繰

り
返
さ
れ
る
関
係
冷
却
化
の
サ
イ
ク
ル
を
辿
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

ま
た
、
韓
国
の
メ
デ
ィ
ア
や
ブ
ロ
ガ
ー
た
ち
は
、
日
本
に
お
け
る

韓
流
現
象
を
逐
一
伝
え
て
い
る
。
二
○
一
一
年
夏
に
も
「
新
韓
流
」

に
関
す
る
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
・
報
道
番
組
が
目
白
押
し
だ
っ
た
。

KB
S

の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
『
三
日
間
』
は
、
大
久
保
コ
リ
ア
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ン
タ
ウ
ン
の
人
間
模
様
を
取
り
上
げ
た
。
自
己
満
足
と
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
に
満
ち
た
報
じ
方
で
は
な
く
、
見
る
者
が
自
然
と
日
韓
の

距
離
の
近
さ
を
感
じ
ら
れ
る
構
成
に
な
っ
て
い
た
。
フ
ジ
テ
レ
ビ

前
で
の
「
反
韓
流
デ
モ
」
が
起
き
た
時
期
に
、
こ
の
よ
う
な
番
組

を
見
れ
ば
、
日
本
は
「
嫌
韓
」
の
国
で
、
韓
国
を
蔑
視
し
て
い
る

と
い
う
単
純
化
さ
れ
た
イ
メ
ー
ジ
の
払
拭
に
役
立
つ
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
韓
国
に
お
け
る
日
本
文
化
に
対
す
る
抵
抗
感
も
幾
分
緩
和

す
る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
文
化
の
「
双
方
向
性
」
と
「
相
互
作

用
」
こ
そ
、
日
韓
関
係
の
変
容
を
物
語
る
象
徴
的
事
象
と
い
え
る
。

韓
流
／
日
流
現
象
は
、
日
韓
双
方
が
互
い
に
対
す
る
「
コ
ン
プ

レ
ッ
ク
ス
」
の
克
服
と
「
タ
ブ
ー
」
か
ら
の
脱
却
を
示
し
、
堅
固

な
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
認
識
体
系
に
亀
裂
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
証
で
も

あ
る
と
い
え
る
。
韓
国
人
は
世
界
の
ど
の
国
よ
り
も
日
本
を
意
識

し
て
き
た
（
あ
る
い
は
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
）。
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

で
も
、
他
の
国
に
負
け
て
も
日
本
に
さ
え
勝
て
ば
い
い
と
い
う
屈

折
し
た
意
識
に
長
年
支
配
さ
れ
て
き
た
。
だ
が
、
日
本
が
韓
国
の

文
化
を
受
け
入
れ
好
き
に
な
り
、
韓
国
も
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
自
信

を
つ
け
た
こ
と
に
よ
り
、
よ
う
や
く
そ
の
よ
う
な
「
ジ
ャ
パ
ン
・

コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
」
と
い
う
呪
縛
か
ら
解
放
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た

。
日
本
の
ス
タ
イ
ル
だ
か
ら
韓
国
人
は
し
な
い
、
と
い
う
「
ネ

(43)

ガ
テ
ィ
ブ
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
必
要
性
も
な

く
な
っ
た
。
例
え
ば
、
歌
謡
曲
で
英
語
の
歌
詞
を
入
れ
た
り
、「
軽

薄
」
で
「
意
味
不
明
」
で
カ
ワ
イ
イ
言
葉
を
用
い
る
こ
と
は
「
日

本
」
の
す
る
こ
と
だ
か
ら
、
韓
国
人
は
し
な
い
と
意
地
を
張
っ
て

き
た
。
女
性
ア
イ
ド
ル
が
肌
を
露
出
し
た
り
、
セ
ク
シ
ー
な
ダ
ン

ス
を
し
た
り
、
愛
嬌
を
ふ
り
ま
く
こ
と
も
日
本
の
「
低
俗
な
」
文

化
の
象
徴
と
さ
れ
た
。
で
も
、
韓
国
に
も
ニ
ー
ズ
は
存
在
し
た
。

だ
か
ら
、
ア
ン
ダ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
日
本
の
ア
イ
ド
ル
やJ

-
P
O
P

が

消
費
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。「
日
本
の
軽
さ
」
の
象
徴
で
あ
っ
た

「
女
性
ア
イ
ド
ル
文
化
」
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、

一
面
で
は
「
対
日
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
」
の
克
服
を
意
味
し
、
自
分

に
素
直
に
な
る
こ
と
を
恐
れ
な
く
な
っ
た
韓
国
社
会
の
自
由
化
・

開
放
化
を
も
意
味
し
て
い
る

。
日
本
に
お
い
て
も
、「
カ
ン
コ
ク
」

(44)

と
い
う
言
葉
の
響
き
が
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
日
本
社
会
に
こ
だ
ま

す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
「
韓
国
」
に
つ
い
て

の
タ
ブ
ー
は
大
き
く
緩
和
さ
れ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

文
化
交
通
を
通
じ
て
、
文
化
的
国
際
関
係
が
構
築
さ
れ
る
こ
と

は
、「
国
家
イ
メ
ー
ジ
」
や
「
国
家
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
」
に
対
す
る

関
心
が
高
ま
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
実
際
、
韓
流
ブ
ー
ム
の
基
底

に
は
、
韓
国
の
コ
ン
テ
ン
ツ
お
よ
び
ス
タ
ー
に
表
象
さ
れ
る
「
誠
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実
さ
」
、「
優
し
さ
」
、「
ひ
た
む
き
さ
」
、「
真
摯
さ
」
、「
純
粋
さ
」、

「
情
の
深
さ
」
と
い
う
側
面
に
対
し
て
共
鳴
す
る
セ
ン
チ
メ
ン
ト

が
あ
る
。
日
本
や
欧
米
の
ス
タ
ー
と
は
一
味
違
う
と
い
う
印
象
が

初
期
の
韓
流
の
魅
力
を
拡
散
さ
せ
た
側
面
も
あ
る
。
韓
流
は
あ
る

意
味
、
社
会
や
個
人
、
そ
れ
ら
の
関
係
性
に
お
け
る
「
モ
デ
ル
」、

「
あ
る
べ
き
理
想
」
の
輸
出
で
も
あ
る
。
ド
ラ
マ
で
描
か
れ
る
韓

国
社
会
の
あ
る
一
面
、K

-
P
OP

ス
タ
ー
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
か
ら
、

そ
れ
ら
を
生
み
だ
す
今
の
韓
国
に
つ
い
て
の
関
心
が
高
ま
る
の
で

あ
る
。
今
後
は
こ
の
よ
う
な
「
韓
流
ブ
ラ
ン
ド
」
に
対
す
る
韓
国

人
の
責
任
意
識
が
求
め
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
国
、
政
治
、
社
会
、

文
化
の
品
格
を
高
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
そ
れ
だ
け
国
格
や
人

格
が
高
め
ら
れ
る
可
能
性
が
生
ま
れ
る
。
国
際
関
係
に
お
い
て
「
文

化
」
の
側
面
が
重
視
さ
れ
る
こ
と
は
、
軍
事
力
や
経
済
力
と
い
っ

た
ハ
ー
ド
・
パ
ワ
ー
だ
け
で
は
な
く
多
元
的
な
リ
ソ
ー
ス
に
対
す

る
認
識
を
高
め
る
と
と
も
に
、
イ
メ
ー
ジ
や
ブ
ラ
ン
ド
力
に
対
す

る
関
心
を
高
め
る
効
果
が
あ
る
。
そ
れ
は
ひ
い
て
は
「
モ
ラ
ル
・

プ
レ
ス
テ
ィ
ジ
（m
or
a
l
p
re
s
t
i
ge

）
」
を
高
め
る
こ
と
に
も
つ
な

が
り
、
相
互
性
と
マ
ナ
ー
と
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
を
重
視
す
る
「
文
化

的
国
際
関
係
」
へ
と
導
く
可
能
性
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

と
は
い
え
、
「
新
韓
流
」
は
次
の
よ
う
な
問
題
点
も
孕
ん
で
お

り
、
一
歩
間
違
え
ば
「
韓
流
摩
擦
」
を
引
き
起
こ
し
、
日
韓
の
新

た
な
葛
藤
の
火
種
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
「
ワ
ナ
」
で
も
あ
る
こ

と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

第
一
は
、
先
に
も
指
摘
し
た
い
ま
だ
払
拭
さ
れ
ぬ
日
本
側
の
「
上

か
ら
目
線
」
で
あ
る
。K-

PO
P

が
日
本
で
受
け
入
れ
ら
れ
る
た
め
に
、

「
美
脚
」
、「
腹
筋
」
と
い
っ
た
肉
体
美
や
、「
ヒ
ッ
プ
ダ
ン
ス
」
と

い
っ
た
セ
ッ
ク
ス
・
ア
ピ
ー
ル
が
過
剰
に
強
調
さ
れ
る
傾
向
に
あ

る
。
番
組
の
中
で
のK

-
PO
P

女
性
ア
イ
ド
ル
に
対
す
る
扱
わ
れ
方
に

お
い
て
、
韓
国
人
の
情
緒
か
ら
す
れ
ば
違
和
感
を
覚
え
る
よ
う
こ

と
も
起
き
る
。
い
わ
ば
、
欧
米
の
海
外
ア
ー
チ
ス
ト
と
は
違
っ
て
、

リ
ス
ペ
ク
ト
よ
り
も
出
演
さ
せ
て
あ
げ
て
い
る
と
い
う
意
識
が
垣

間
見
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
を
通
じ
て
、
円
高
目
当
て
の
「
出
稼
ぎ
ア

イ
ド
ル
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
増
幅
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
逐
一
、

韓
国
の
ネ
ッ
ト
で
紹
介
さ
れ
る
の
で
、
過
激
な
報
道
の
中
に
は
、

韓
国
の
ア
イ
ド
ル
が
侮
辱
さ
れ
た
と
い
う
「
国
民
の
物
語
」
と
し

て
語
ら
れ
て
し
ま
う
。

第
二
に
、
新
韓
流
は
そ
の
拡
張
性
と
勢
い
の
た
め
に
反
動
を
生

み
や
す
い
。
二
〇
一
一
年
に
入
っ
てK

-
PO
P

ブ
ー
ム
を
背
景
に
「
地

上
波
」
へ
の
進
出
が
顕
著
に
な
っ
た
こ
と
で
、
一
部
の
反
発
を
生

ん
だ
。
二
〇
一
一
年
八
月
の
フ
ジ
テ
レ
ビ
前
で
の
「
反
韓
流
デ
モ
」
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な
ど
は
そ
の
一
例
だ
。
韓
国
の
保
守
系
メ
デ
ィ
ア
は
、
こ
の
デ
モ

を
韓
流
ス
タ
ー
の
入
国
拒
否
問
題
と
絡
め
て
、
韓
流
が
意
図
的
に

抑
圧
さ
れ
て
い
る
の
で
は
と
疑
問
を
呈
し
た
。
だ
が
実
際
に
は
、T

-
A
R
A

やAF
T
ER
S
C
H
OO
L

な
ど
も
デ
ビ
ュ
ー
し
、
当
の
フ
ジ
テ
レ
ビ
も

昼
に
三
つ
の
韓
流
ド
ラ
マ
を
立
て
続
け
に
放
送
す
る
な
ど
、
圧
力

に
屈
し
な
い
「
主
体
性
」
を
誇
示
し
た
。
そ
の
現
状
を
韓
国
の
メ

デ
ィ
ア
も
き
ち
ん
と
フ
ォ
ロ
ー
す
べ
き
だ
ろ
う
。
先
述
の
よ
う
に

グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
韓
流
に
鑑
み
、
日
本
で
「
反
韓
流
」
の
ム
ー

ブ
メ
ン
ト
が
起
き
て
も
、
世
界
の
人
々
の
理
解
を
得
る
こ
と
は
難

し
く
、
か
え
っ
て
「
ク
ー
ル
・
ジ
ャ
パ
ン
」
を
推
し
進
め
る
日
本

の
イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン
に
な
る
の
で
は
と
懸
念
さ
れ
る
。
今
の
日
本

で
か
つ
て
の
韓
国
の
よ
う
に
、
隣
国
の
文
化
に
対
し
て
ナ
シ
ョ
ナ

ル
な
反
感
・
規
制
の
論
理
が
台
頭
し
て
い
る
こ
と
は
、
文
化
の
越

境
と
東
ア
ジ
ア
の
国
際
関
係
を
考
え
る
上
で
、
興
味
深
い
事
象
と

い
え
よ
う
。

第
三
に
、
文
化
の
「
軽
薄
さ
」
と
「
無
国
籍
性
（
脱
韓
国
性
）」

に
つ
い
て
で
あ
る
。
「
冬
ソ
ナ
」
、
ヨ
ン
様
に
象
徴
さ
れ
る
か
つ
て

の
韓
流
は
、「
韓
国
ら
し
さ
＝
ア
ジ
ア
ら
し
さ
」
を
ベ
ー
ス
に
、「
純

粋
」
で
敬
愛
に
依
拠
し
た
市
民
の
文
化
交
流
と
い
う
観
が
あ
っ
た
。

先
述
の
よ
う
に
ヨ
ン
様
は
日
本
の
フ
ァ
ン
を
「
家
族
」
と
呼
び
、

中
高
年
女
性
は
韓
国
語
や
韓
国
の
歴
史
を
学
ん
だ
り
し
た
。
だ
が
、

今
の
ア
イ
ド
ル
・
グ
ル
ー
プ
中
心
のK

-
P
O
P

ブ
ー
ム
で
は
、
「
同
質

感
」
を
ベ
ー
ス
に
末
梢
的
な
感
覚
に
訴
え
て
い
る
傾
向
に
あ
る
。

縦
ノ
リ
の
ビ
ー
ト
と
華
麗
な
ダ
ン
ス
は
「
言
葉
の
壁
」
を
乗
り
越

え
た
が
、
そ
の
半
面
、「
韓
国
」
で
あ
る
こ
と
の
意
味
は
希
釈
さ
れ
、

他
者
と
の
異
文
化
体
験
を
通
じ
た
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
と
自
ら
の
「
主

体
化
」
に
は
つ
な
が
り
に
く
い
。J

-
P
O
P

の
場
合
で
も
、A

K
B
4
8

を

聞
く
の
と
、
中
島
み
ゆ
き
、
井
上
陽
水
、
ミ
ス
タ
ー
・
チ
ル
ド
レ

ン
を
聴
く
の
と
で
は
雲
泥
の
差
と
い
え
る
。
ま
た
、K

-
PO
P

ア
イ
ド

ル
ば
か
り
注
目
さ
れ
る
と
、
文
化
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
だ
っ
た
中
高

年
女
性
が
再
び
隅
に
追
い
や
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

第
四
に
、
主
に
韓
国
の
ビ
ジ
ネ
ス
側
の
問
題
点
で
あ
る
。
ブ
ー

ム
に
よ
っ
て
、
韓
流
コ
ン
テ
ン
ツ
の
価
格
が
つ
り
あ
が
っ
て
お
り
、

現
場
や
フ
ァ
ン
の
間
で
は
不
満
の
声
も
高
く
、「
韓
流
バ
ブ
ル
」
が

は
じ
け
る
と
の
見
方
も
示
さ
れ
て
い
る

。
韓
国
で
は
テ
レ
ビ
局
主

(45)

催
の
一
般
に
開
か
れ
た
音
楽
イ
ベ
ン
ト
が
多
い
が
、
同
様
の
場
合

で
も
、
日
本
で
は
高
額
の
入
場
料
が
必
要
と
さ
れ
る
。K-

P
O
P

に
詳

し
い
古
家
正
亨
氏
に
よ
れ
ば
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
・
イ
ベ
ン
ト
に
お
い

て
も
入
場
料
を
全
額
寄
付
す
る
の
で
は
な
く
、
グ
ッ
ズ
の
上
売
り

上
げ
の
一
部
を
チ
ャ
リ
テ
ィ
に
回
す
形
に
な
っ
て
お
り
、
具
体
的
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に
ど
れ
ほ
ど
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
が
行
わ
れ
て
い
る
か
不
透
明
で
あ
る

と
い
う

。
一
部
で
は
あ
る
だ
ろ
う
が
、
震
災
に
便
乗
し
た
商
魂
が

(46)

あ
る
と
し
た
ら
、
由
々
し
き
問
題
で
あ
る
。
ま
た
古
家
氏
に
よ
れ

ば
、
ラ
イ
ブ
な
ど
チ
ケ
ッ
ト
代
金
が
高
い
た
め
に
、
観
客
は
ほ
と

ん
ど
中
高
年
で
あ
り
、
若
い
人
が
ラ
イ
ブ
に
行
け
な
い
状
況
に
な

っ
て
い
る
と
い
う
。
こ
れ
で
は
、K

-P
O
P

が
せ
っ
か
く
若
い
世
代
に

波
及
し
て
い
る
の
に
、
人
気
が
持
続
せ
ず
終
息
し
て
し
ま
う
可
能

性
が
あ
る
。
日
本
で
は
ま
だ
新
人
のK

-
PO
P

ア
ー
チ
ス
ト
が
す
ぐ
に

大
き
な
会
場
で
ラ
イ
ブ
を
開
催
す
る
の
で
は
な
く
、F
T
I
S
L
A
ND

の

よ
う
に
地
道
な
活
動
を
通
じ
て
フ
ァ
ン
と
と
も
に
成
長
し
て
い
く

モ
デ
ル
を
も
っ
と
参
考
に
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
キ
ネ
マ

旬
報
社
の
韓
流
関
連
担
当
者
も
、
初
期
の
低
姿
勢
と
違
っ
て
、
と

り
わ
け
取
材
に
お
い
て
も
高
い
バ
リ
ア
が
設
け
ら
れ
つ
つ
あ
る
と

い
う

。
韓
国
で
よ
く
み
ら
れ
る
、
売
れ
る
ア
イ
テ
ム
に
み
な
が
一

(47)

点
集
中
し
、
一
攫
千
金
を
狙
う
ビ
ジ
ネ
ス
慣
行
は
、
自
ら
「
墓
穴
」

を
掘
る
こ
と
に
な
る
と
と
も
に
、
せ
っ
か
く
新
た
な
潮
流
を
生
み

出
し
て
い
る
日
韓
の
文
化
交
流
の
側
面
す
ら
阻
害
し
て
し
ま
う
危

険
性
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
も
は
や
国
際
関
係
の
文
脈
も
持
ち
合

わ
せ
て
い
る
韓
流
に
つ
い
て
は
、
韓
流
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
論
理
に
回

収
さ
れ
な
い
、
よ
り
慎
重
で
節
度
あ
る
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。
韓

流
の
持
続
的
な
進
展
を
望
む
な
ら
ば
、
韓
国
内
で
こ
の
点
に
つ
い

て
の
注
意
の
喚
起
が
必
要
で
あ
り
、
日
韓
双
方
の
現
場
の
人
や
識

者
が
率
直
に
意
見
交
換
す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
が
要
さ
れ
る
。

こ
の
第
三
と
第
四
の
側
面
は
、
韓
国
側
に
先
述
の
「
文
化
主
体
」

と
し
て
の
自
覚
を
促
す
こ
と
に
な
る
。
韓
流
を
単
に
ビ
ジ
ネ
ス
、

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
と
し
て
捉
え
る
の
で
は
な

く
、
な
ぜ
韓
流
に
反
応
が
あ
る
の
か
と
い
う
側
面
に
つ
い
て
、
よ

り
真
摯
に
悩
む
必
要
が
あ
る
。「
ブ
ラ
ン
ド
・
バ
ブ
ル
」
を
引
き
起

こ
し
、
韓
国
へ
の
期
待
や
憧
れ
や
親
近
感
が
失
望
に
転
じ
な
い
よ

う
、
常
に
謙
虚
さ
と
誠
実
さ
を
忘
れ
ず
に
、「
韓
流
」
の
「
韓
」
を

磨
く
努
力
を
怠
ら
ず
、
例
え
ば
「B

e-
K
or
e
a
n
P
r
o
je
c
t

」
な
ど
を

通
じ
て
、
自
ら
の
文
化
を
再
吟
味
す
る
営
み
が
必
要
で
あ
る
。
な

ぜ
近
年
、
韓
国
で
は
『JS

A

』
、『
ペ
パ
ー
ミ
ン
ト
・
キ
ャ
ン
デ
ィ
』
、

『
殺
人
の
追
憶
』
、
『
冬
の
ソ
ナ
タ
』
の
よ
う
な
作
品
が
生
ま
れ
な

く
な
っ
た
の
か
に
つ
い
て
、
真
摯
に
悩
む
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、「
ア

ジ
ア
を
超
え
て
グ
ロ
ー
バ
ル(

世
界)

に
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の

下
、
ア
ジ
ア
や
日
本
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
フ
ァ
ン
を
な
い
が
し
ろ
に

す
る
動
き
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
で
は
、
既
存
の
階
層
的

文
化
秩
序
を
再
生
産
す
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
ず
、
階
層
秩
序
の
底

辺
か
ら
上
昇
し
た
韓
国
だ
か
ら
こ
そ
、「
文
化
帝
国
主
義
」
に
対
す
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る
懸
念
な
ど
、
文
化
受
容
国
の
国
民
感
情
に
つ
い
て
の
セ
ン
シ
テ

ィ
ビ
テ
ィ
を
も
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

最
後
に
、
文
化
交
通
の
新
た
な
「
非
対
称
性
」
に
よ
る
日
韓
の

す
れ
違
い
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
で
あ
る
。
日
本
側
か
ら
す
れ
ば
、
韓
国

の
文
化
や
製
品
が
一
方
的
か
つ
急
速
に
日
本
に
流
入
す
る
こ
と
に

対
し
て
違
和
感
を
覚
え
、
そ
れ
は
韓
国
の
国
家
戦
略
で
は
な
い
か

と
い
う
懸
念
と
共
に
、
新
た
な
対
韓
脅
威
認
識
と
偏
見
が
形
成
さ

れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
韓
流
に
よ
っ
て
日
本
側
は
韓
国
に

大
き
な
「
貸
し
」
を
つ
く
っ
た
と
い
う
意
識
が
生
ま
れ
、
何
か
あ

れ
ば
「
日
本
は
こ
ん
な
に
韓
国
を
好
き
な
の
に
、
韓
国
は
い
ま
だ

に
反
日
な
の
か
」、
と
韓
流
に
無
関
心
な
人
ほ
ど
思
う
だ
ろ
う
。
こ

れ
と
関
連
し
て
近
年
、
日
本
は
政
府
レ
ベ
ル
で
も
韓
国
に
関
心
を

寄
せ
て
い
る
の
に
、
韓
国
で
は
中
国
に
対
す
る
関
心
が
高
く
、
相

対
的
に
日
本
に
対
す
る
関
心
は
低
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
と
い
う

認
識
と
も
連
動
し
て
い
る

。
だ
が
前
者
に
つ
い
て
は
、
先
述
の
よ

(48)

う
に
文
化
の
ジ
ャ
ン
ル
の
違
い
と
日
韓
の
市
場
規
模
の
相
違
が
あ

る
の
で
あ
っ
て
、
日
韓
の
ト
ー
タ
ル
の
文
化
浸
透
に
は
そ
れ
ほ
ど

の
非
対
称
性
が
あ
る
と
は
い
え
な
い
。
む
し
ろ
、
貿
易
収
支
に
示

さ
れ
る
よ
う
に
、
長
年
韓
国
は
日
本
に
対
し
て
莫
大
な
貿
易
赤
字

を
甘
受
し
て
き
た
。
韓
国
ド
ラ
マ
やK

-P
O
P

が
日
本
の
お
茶
の
間
を

一
時
期
「
占
拠
」
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
あ
か
ら
さ
ま
な
反
対
デ

モ
が
起
き
、
そ
の
後
明
ら
か
に
韓
流
の
比
重
が
減
っ
て
い
く
日

本
社
会
の
認
識
・
ま
な
ざ
し
こ
そ
問
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
い

え
よ
う
。
韓
国
の
「
脱
日
」
志
向
に
関
し
て
は
、
近
年
韓
国
に

お
い
て
、
日
本
の
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
欠
如
や
震
災
の

影
響
も
あ
り
、
以
前
と
の
比
較
で
あ
る
が
相
対
的
に
「
日
本
軽

視
」
の
風
潮
も
見
ら
れ
る
の
は
確
か
で
あ
り
、
日
韓
の
よ
り
戦

略
的
か
つ
多
次
元
の
対
話
が
必
要
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
韓
流

に
よ
っ
て
政
治
・
歴
史
・
相
互
認
識
の
問
題
な
ど
を
提
起
し
づ

ら
く
な
る
雰
囲
気
が
醸
成
さ
れ
る
こ
と
は
、
問
題
で
あ
る
と
い

え
よ
う
。

お
わ
り
に

―
「
文
化
的
日
韓
関
係
」
に
向
け
て

「
新
韓
流
」
は
以
上
の
問
題
を
孕
み
つ
つ
も
、
新
し
い
歴
史
的

現
象
と
し
て
注
目
に
値
す
る
。
今
後
は
韓
国
社
会
と
日
本
社
会
の

多
様
性
に
立
脚
し
た
、
交
流
お
よ
び
関
係
認
識
の
多
元
化
が
求
め

ら
れ
る
。
文
化
交
通
も
特
定
の
ジ
ャ
ン
ル
や
ス
タ
ー
に
偏
重
す
る

の
で
は
な
く
、
ジ
ャ
ン
ル
の
拡
大
と
質
の
維
持
・
向
上
を
通
じ
た

底
辺
の
拡
大
を
目
指
す
こ
と
で
、
両
国
の
文
化
は
さ
ら
に
成
熟
し
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て
い
く
だ
ろ
う

。
(49)

ま
た
、
大
衆
文
化
だ
け
で
な
く
知
的
・
学
術
的
・
ハ
イ
カ
ル
チ

ャ
ー
の
レ
ベ
ル
に
お
け
る
交
流
の
深
化
が
要
さ
れ
る
こ
と
は
言
を

俟
た
な
い
。
そ
の
た
め
に
も
お
互
い
の
言
語
を
習
得
す
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
開
発
と
、
日
本
に
お
け
る
「
韓
国
学
」
、
「
朝
鮮
半
島
学
」

の
振
興
が
求
め
ら
れ
る
。
韓
国
の
大
学
に
お
け
る
日
本
語
や
日
本

学
ほ
ど
の
充
実
は
期
待
で
き
な
く
と
も
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
に
軽

視
さ
れ
て
き
た
韓
国
・
朝
鮮
半
島
に
つ
い
て
の
教
育
環
境
の
整
備

は
喫
緊
の
課
題
と
い
え
る
。
言
語
学
習
の
促
進
と
翻
訳
・
出
版
事

業
の
振
興
な
ど
、
知
的
財
産
の
共
有
へ
の
試
み
も
重
要
で
あ
る
。

そ
の
意
味
で
二
〇
一
一
年
韓
国
文
化
院
で
、「
韓
国
文
学
（K-

文
学
）

読
書
感
想
文
コ
ン
テ
ス
ト
」

が
試
み
ら
れ
る
こ
と
は
、
韓
流
の
深

(50)

化
現
象
と
し
て
注
目
す
べ
き
潮
流
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

韓
流
、
日
流
が
単
な
る
消
費
、
商
品
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
論
理
を

超
え
て
、「
日
韓
新
時
代
」
を
開
く
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
何
か
？

そ
の
一
つ
に
は
、
日
韓
の
市
民
社
会
の
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な

交
錯
を
通
じ
て
、「
も
う
一
つ
の
韓
流
／
日
流
」
に
つ
い
て
も
注
目

す
る
成
熟
さ
が
挙
げ
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
韓
流
ブ
ー
ム
の
只
中
で

雑
誌
『
イ
ン
パ
ク
シ
ョ
ン
』（
二
○
○
五
年
一
○
月
号
）
は
「
も
う

ひ
と
つ
の
〈
韓
流
〉」
と
い
う
特
集
を
組
ん
だ
。
単
に
ポ
ッ
プ
カ
ル

チ
ャ
ー
だ
け
で
な
く
、
韓
国
の
民
主
化
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
、
活
発

な
市
民
運
動
や
市
民
社
会
に
注
目
す
る
観
点
を
提
示
し
た
の
で
あ

る
。
韓
国
の
「
デ
ジ
タ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
に
つ
い
て
、
日
本

で
初
め
て
本
格
的
に
紹
介
さ
れ
た
の
も
こ
の
時
期
で
あ
っ
た

。
(51)

ま
た
、
日
韓
の
主
要
メ
デ
ィ
ア
で
は
あ
ま
り
報
じ
ら
れ
て
い
な

い
が
、
日
韓
の
市
民
レ
ベ
ル
に
お
い
て
国
家
や
暴
力
の
論
理
を
超

え
「
和
解
」
へ
の
歩
み
を
見
せ
る
、
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
連

帯
の
動
き
も
み
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
二
○
○
五
年
、
教
科
書
問
題

と
小
泉
総
理
の
靖
国
神
社
参
拝
に
よ
り
、
日
韓
関
係
が
冷
え
切
っ

て
い
た
時
期
に
、
韓
国
で
は
日
本
の
「
青
年
劇
場
」
に
よ
っ
て
、

三
浦
綾
子
原
作
の
『
銃
口
』
が
全
国
で
巡
回
公
演
さ
れ
た
。
三
浦

綾
子
の
夫
で
あ
る
三
浦
光
世
は
、『
銃
口
』
の
ソ
ウ
ル
公
演
の
初
日

に
参
加
し
た
。
彼
は
『
ハ
ン
ギ
ョ
レ

』
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に

21

お
い
て
、「
生
前
の
綾
子
は
、
日
本
の
軍
国
主
義
的
侵
略
戦
争
に
同
調

し
た
こ
と
に
対
す
る
罪
悪
感
の
せ
い
で
、”
韓
国
に
行
く
こ
と
が
あ
っ

て
も
、
堂
々
と
胸
を
張
っ
て
歩
く
こ
と
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
“
と
苦

悩
し
て
い
た
」
と
打
ち
明
け
た

。
ま
た
三
浦
氏
は
、「
一
一･

三
光

(52)

州
学
生
運
動
塔
」
、「
五･

一
八
光
州
民
衆
抗
争
墓
地
」
を
訪
ね
、
青

年
劇
場
韓
国
公
演
団
員
と
一
緒
に
顕
花
し
た
。
彼
は
そ
れ
に
つ
い

て
、「
尊
い
命
で
守
っ
た
韓
国
の
民
主
化
に
対
し
て
、
韓
国
の
市
民
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と
若
者
は
プ
ラ
イ
ド
を
も
っ
て
い
い
」
、
「
こ
れ
以
上
、
人
間
が
人

間
に
銃
口
を
向
け
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
国
家
間
の
戦
争
が
な
く

な
り
、
武
器
を
捨
て
去
る
日
が
来
る
こ
と
」
を
祈
っ
た
と
語
っ
た
。

三
浦
綾
子
の
フ
ァ
ン
と
い
う
光
州
の
「
オ
モ
ニ
」
た
ち
の
チ
ャ
ン

ゴ
に
よ
る
ア
リ
ラ
ン
に
返
歌
と
し
て
、
三
浦
氏
は
「
赤
と
ん
ぼ
」

を
歌
っ
た

。
三
浦
綾
子
の
平
和
と
愛
へ
の
念
願
は
、
韓
国
の
読
者

(53)

に
引
き
継
が
れ
、
日
韓
市
民
の
共
感
を
生
み
出
し
て
い
る
で
あ
る
。

ま
た
、
明
成
皇
后
殺
害
事
件
を
反
省
す
る
日
本
の
教
師
団
体
が
韓

ミ
ヨ
ン
ソ
ン

国
を
訪
れ
、
謝
罪
の
意
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
歴
史
の
真
実
を
伝

え
て
い
く
と
語
っ
た
と
も
報
じ
ら
れ
て
い
る

。
こ
れ
ら
の
事
実
と

(54)

報
道
を
通
じ
て
、
韓
国
の
市
民
た
ち
は
、
日
本
の
「
良
心
的
」
市

民
の
存
在
を
確
認
し
て
い
る
が
、
日
韓
の
草
の
根
の
「
絆
」
を
強

く
す
る
方
向
性
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

韓
国
の
市
民
社
会
の
展
開
に
お
い
て
、
日
本
の
文
化
が
シ
ン
ク

ロ
す
る
現
象
も
垣
間
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
韓
国
で
は
近
年
、「
青

少
年
人
権
運
動
団
体
」
が
頭
髪
規
制
、
強
制
夜
間
自
習
、
障
害
児

問
題
な
ど
、
学
内
で
の
人
権
問
題
に
関
心
を
持
ち
活
発
な
活
動
を

展
開
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
の
一
つ
「
청
소
년
인
권
행
동

아
수
나

로

(

青
少
年
人
権
行
動

あ
す
な
ろ
、ca

f
e.
n
a
v
er
.
c
om
/
as
u
n
ar

o
)

」
の
「
あ
す
な
ろ
」
は
、
村
上
龍
の
小
説
『
エ
ク
ソ
ダ
ス
』
に

出
て
く
る
青
少
年
団
体
の
名
前
か
ら
つ
け
ら
れ
た
と
い
う

。ま
た
、

(55)

ノ
・
ム
ヒ
ョ
ン
元
大
統
領
の
追
悼
コ
ン
サ
ー
ト
の
タ
イ
ト
ル
は
、

「
천
개
의

바
람
이

되
어
（
千
の
風
に
な
っ
て
）
」
（
二
○
一
○
年

二
月
）
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
松
任
谷
由
美
の
ワ
ー
ル
ド
・
ツ
ア
ー

に
も
同
行
し
た
実
力
派
歌
手
の
イ
ム
・
ヒ
ョ
ン
ジ
ュ
も
、
同
じ

時
期
に
こ
の
世
を
去
っ
た
ノ
・
ム
ヒ
ョ
ン
前
大
統
領
、
キ
ム
・

ス
フ
ァ
ン
枢
機
卿
、
加
藤
和
彦
を
自
ら
の
恩
人
で
あ
り
、「
英
雄
」

と
称
し
、
『C

r
y
s
t
a
l
T
e
a
r
s

』
と
い
う
三
人
の
「
英
雄
」
を
追

悼
す
る
ア
ル
バ
ム
を
発
表
し
た

。
こ
れ
ら
は
日
韓
の
文
化
が
融

(56)

合
し
た
、
も
う
一
つ
の
日
韓
の
文
化
／
社
会
交
流
の
あ
り
方
で

あ
り
、
「
文
化
共
同
体
」
あ
る
い
は
「K

O
R
E
A
P
A
N

」
に
向
け
て
の

世
界
で
あ
る
と
い
え
る
。
ま
た
、
二
〇
一
〇
年
に
は
日
本
で
反

原
発
の
活
動
が
活
性
化
し
た
が
、
韓
国
の
市
民
社
会
の
存
在
は

そ
れ
ら
を
後
押
し
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
日
韓
市

民
社
会
の
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
提
携
を
通
じ
て
、
「
三
・
一

一
」
後
の
「
代
案
秩
序
」
の
模
索
へ
と
つ
な
が
る
可
能
性
を
見

出
す
こ
と
が
で
き
る
。

文
化
交
流
、
市
民
社
会
の
連
帯
と
い
う
潮
流
を
日
韓
関
係
の
進

展
に
活
か
し
て
い
く
た
め
に
は
、
や
は
り
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
化
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に
対
応
す
る
た
め
に
も
、「G

2

」
時
代
と
呼
ば
れ
る
時
代
に
お
い
て
、

「
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
」
と
し
て
の
日
韓
関
係
を
構
築
す
る
た
め

に
、
日
韓
の
外
交
構
想
／
政
策
の
再
構
築
が
必
要
と
い
え
よ
う
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
別
稿
に
譲
る
と
し
て
、
こ
こ
で
は
そ
の
前
提
と

な
る
考
え
方
や
い
く
つ
か
の
方
向
性
に
つ
い
て
指
摘
す
る
に
止
め

た
い
。

ま
ず
、
思
想
的
課
題
と
し
て
の
「
世
界
」
崇
拝
意
識
の
見
直
し

が
求
め
ら
れ
る
。
長
年
、
日
本
で
は
「
洋
学
／
邦
楽
」
、
「
洋
画
／

邦
画
」
と
い
う
分
け
方
が
一
般
的
で
あ
っ
た
が
、
韓
国
も
同
様
に
、

「
외
화
（
外
画
）
／
방
화
（
邦
画
）
」
、「
팝
뮤
직
（
ポ
ッ
プ
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
）
／
가
요
（
歌
謡
）」
と
い
う
分
け
方
が
一
般
的
だ
っ
た
。

文
学
も
両
国
と
も
海
外
文
学
、
外
国
文
学
と
い
え
ば
欧
米
文
学
を

意
味
し
た
。
日
韓
両
国
と
も
、
い
か
に
隣
国
や
近
隣
地
域
を
度
外

視
し
て
海
の
向
こ
う
の
欧
米
文
化
に
憧
れ
て
き
た
か
が
わ
か
る
。

近
年
、
ラ
イ
バ
ル
と
し
て
日
韓
が
強
調
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
が
、

こ
れ
は
結
局
の
と
こ
ろ
、「
世
界
」
に
対
す
る
距
離
感
の
競
争
を
し

て
い
る
と
い
え
る
。
ア
ジ
ア
で
「
一
位
」
の
座
を
争
っ
た
り
、「
ア

ジ
ア
で
唯
一
の
」
と
い
う
称
号
を
求
め
て
い
る
。
日
本
の
対
韓
脅

威
認
識
も
こ
の
「
世
界
」
と
の
距
離
感
に
お
け
る
「
焦
り
」
を
背

景
に
し
て
い
る
。「
世
界
基
準
」
を
求
め
て
日
韓
が
よ
き
ラ
イ
バ
ル

に
な
る
こ
と
は
い
い
。
だ
が
、「
世
界
」
へ
の
憧
れ
が
自
己
目
的
化

す
る
競
争
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
で
は
な
く
、
日
韓
が
協
力
し
て
東
ア
ジ

ア
が
世
界
に
な
る
よ
う
な
、
あ
る
い
は
世
界
は
多
元
的
で
あ
る
こ

と
を
示
す
よ
う
な
動
き
を
み
せ
て
ほ
し
い
。
少
し
大
袈
裟
に
言
え

ば
、「
世
界
」
崇
拝
、
階
層
的
文
化
秩
序
意
識
に
対
す
る
革
命
的
転

換
が
必
要
と
い
え
よ
う
。
日
韓
は
相
互
の
言
語
、
文
化
、
知
的
財

産
を
尊
重
し
、
保
存
し
う
る
大
切
な
パ
ー
ト
ナ
ー
で
も
あ
る
と
い

う
意
識
を
持
つ
必
要
が
あ
る
。

ア
ジ
ア
・
世
界
に
お
け
る
「
日
韓
提
携
」
の
余
地
は
あ
ま
り
に

多
い
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
のK

-P
O
P

人
気
の
背
景
・
過
程
を
見
れ
ば
、

「
文
化
外
交
」
に
お
け
る
「
日
韓
提
携
」
の
可
能
性
を
み
て
と
る

こ
と
が
で
き
る
。
彼
ら
か
ら
す
れ
ば
、
日
本
か
韓
国
か
と
い
う
区

別
は
あ
ま
り
意
味
が
な
い
。J

かK

か
で
は
な
く
、J

K
C
u
l
t
u
r
e

と

し
て
提
携
し
て
共
に
市
場
開
拓
を
す
る
。
世
界
か
ら
の
観
光
客
を

誘
致
す
る
た
め
に
も
、
日
韓
両
方
を
回
れ
る
ツ
ア
ー
や
プ
ロ
グ
ラ

ム
、
共
通
の
交
通
パ
ス
、
宿
泊
サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
を
通
じ
て
日
韓
関
係
を
「
ゼ
ロ
サ
ム
」
か
ら
「
プ
ラ
ス
サ

ム
」
へ
、「
日
韓
共
同
文
化
」
の
可
能
性
へ
と
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
転
換

を
し
て
い
く
こ
と
が
可
能
だ
。

東
ア
ジ
ア
地
域
主
義
の
文
脈
に
お
い
て
も
日
韓
関
係
は
極
め
て
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重
要
で
あ
る
。
ギ
ル
バ
ー
ト
・
ロ
ッ
ズ
マ
ン
は
、
北
東
ア
ジ
ア
の

地
域
主
義
の
進
展
に
は
ロ
ー
カ
リ
ズ
ム
の
進
展
が
重
要
で
あ
る
と

指
摘
し
た

。
そ
こ
で
筆
者
は
、
「
海
の
日
韓
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
構

(57)

想
を
提
唱
し
た
い
。
釜
山
、
麗
水
、
木
浦
、
珍
島
、
済
州
島
、
対

馬
、
福
岡
、
佐
賀
、
長
崎
、
山
口
な
ど
玄
界
灘
の
海
域
地
域
は
歴

史
的
に
も
ゆ
か
り
が
深
い
。
こ
れ
ら
の
地
域
は
か
つ
て
、
豊
臣
秀

吉
の
朝
鮮
侵
略
の
際
の
主
た
る
戦
場
で
あ
り
、
植
民
地
期
に
は
哀

し
い
歴
史
を
有
す
る
海
峡
地
域
で
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
ネ
ガ
テ

ィ
ブ
な
記
憶
を
有
す
る
海
峡
を
新
た
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結
び
成

長
と
融
合
の
拠
点
に
す
る
こ
と
で
、
日
韓
新
時
代
・
東
ア
ジ
ア
時

代
の
中
心
の
一
つ
に
な
り
う
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
日
本
で

も
「
太
平
洋
」
中
心
の
時
代
か
ら
「
日
本
海
」（
韓
国
で
は
「
東
海
」）
、

黄
海
に
注
目
し
「
西
日
本
」
を
中
心
と
す
る
時
代
へ
の
シ
フ
ト
を

主
張
す
る
論
調
が
あ
る

。
「
東
ア
ジ
ア
の
時
代
」
が
話
題
に
な
る

(58)

な
か
、
米
国
と
の
関
係
を
中
心
に
し
た
二
○
世
紀
的
枠
組
み
の
再

検
討
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
震
災
以
降
は
、
西
日
本
に
対
す
る
注

目
も
高
ま
っ
た
。
こ
の
際
、
日
本
の
重
心
を
西
に
向
か
わ
せ
る
、

も
う
一
つ
の
「L
O
OK
W
ES
T

」
政
策
が
必
要
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。L
O
O
K
W
E
S
T

政
策
の
要
は
「
西
京
」
と
し
て
の
福
岡
に
注
目
す

る
視
点
で
あ
る

。
福
岡
県
の
麻
生
渡
知
事
は
、
二
○
一
一
年
三
月

(59)

二
二
日
に
開
催
さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
ア
ジ
ア
と
共
に
発
展
す

る
福
岡
」
に
お
い
て
、「
福
岡
・
ア
ジ
ア
国
際
戦
略
特
区
」
構
想
の

推
進
を
強
調
し
た
。
麻
生
知
事
は
、
ア
ジ
ア
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取

り
入
れ
る
べ
く
、
イ
ン
フ
ラ
（
社
会
資
本
）
整
備
や
財
政
、
税
制
、

金
融
上
の
支
援
な
ど
の
政
策
を
総
合
投
入
す
る
特
区
の
必
要
性
を

説
き
、
東
京
、
大
阪
、
名
古
屋
の
大
都
市
圏
が
中
心
の
発
展
戦
略

か
ら
の
転
換
が
必
要
で
あ
る
と
主
張
し
た

。
こ
の
よ
う
な
ア
ジ
ア

(60)

に
開
か
れ
た
二
一
世
紀
型
の
新
し
い
タ
イ
プ
の
都
市
圏
を
つ
く
り
、

そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
、
ロ
ー
カ
リ
ズ
ム
か
ら
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
を
乗
り
越
え
、
リ
ー
ジ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
へ
と
波
及
す
る
可
能

性
に
つ
い
て
真
摯
に
検
討
し
て
も
い
い
だ
ろ
う
。

課
題
と
し
て
の
「
北
朝
鮮
」
に
つ
い
て
も
置
き
去
り
に
し
て
は

な
ら
な
い
。
韓
流
は
日
本
人
の
対
朝
鮮
半
島
認
識
に
お
け
る
、
韓

国
と
北
朝
鮮
の
分
離
を
さ
ら
に
促
し
た
。
北
朝
鮮
と
の
政
治
的
・

歴
史
的
ア
プ
ロ
ー
チ
は
も
ち
ろ
ん
重
要
で
あ
り
緊
要
で
あ
る
。
し

か
し
、
そ
の
た
め
に
も
北
朝
鮮
に
対
し
て
も
当
面
は
文
化
面
の
ア

プ
ロ
ー
チ
が
有
用
と
い
え
よ
う
。
閉
鎖
的
な
北
朝
鮮
だ
が
越
境
す

る
文
化
を
完
全
に
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
で
い
る
。
脱
北
女

性
が
「
ド
ラ
マ
を
見
て
韓
国
へ
の
憧
れ
が
募
っ
た
」
と
述
べ
て
い

る
よ
う
に
、
東
亜
大
学
の
姜
東
完
氏
は
、
「
『
韓
流
体
験
』
が
脱
北
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の
触
媒
に
な
っ
て
い
る
」
と
も
指
摘
し
て
い
る

。
か
つ
て
の
米
中

(61)

の
間
の
「
ピ
ン
ポ
ン
外
交
」
の
よ
う
に
、
北
の
鎖
国
を
開
い
て
い

く
に
は
文
化
の
力
が
絶
大
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
二
〇
〇
七
年

五
月
一
九
日
に
日
本
テ
レ
ビ
よ
り
放
映
さ
れ
た
『Z

ER
O

特
別
版
「
北

朝
鮮
で
ロ
ッ
ク
す
る

」
～
美
少
女
バ
ン
ド
誕
生
の
二
四
〇
日
間

!!

～
』
と
い
う
番
組
の
よ
う
な
斬
新
か
つ
勇
気
あ
る
試
み
は
再
び
模

索
さ
れ
て
い
い
。
ま
た
、
二
〇
一
一
年
一
一
月
に
サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯

予
選
が
平
壌
で
開
催
さ
れ
た
こ
と
は
、
様
々
な
問
題
を
含
ん
で
い

る
と
は
い
え
、
今
後
に
つ
な
げ
る
一
つ
の
契
機
に
す
る
こ
と
は
可

能
だ
ろ
う
。
ア
ン
ダ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
け
る
文
化
の
侵
入
が
、

既
存
の
文
化
に
変
化
を
与
え
、
そ
れ
が
人
々
の
意
識
と
社
会
の
変

化
を
促
し
体
制
を
突
き
崩
す
底
流
に
な
ら
な
い
と
は
限
ら
な
い
、

韓
国
の
よ
う
な
進
展
を
み
せ
る
と
は
い
え
な
い
が
、
現
在
の
閉
塞

状
況
を
打
開
す
る
一
つ
の
可
能
性
は
秘
め
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

こ
の
北
朝
鮮
と
の
関
係
も
含
め
て
、
日
韓
は
「
二
○
○
二
年
体

制
」
と
も
い
う
べ
き
、
二
○
○
二
年
当
時
の
日
本
と
朝
鮮
半
島
の

関
係
性
を
想
起
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
い
。
す
な
わ
ち
、「
サ
ッ
カ

ー
Ｗ
杯
日
韓
共
催
精
神
」
を
日
韓
関
係
の
歴
史
的
遺
産
と
し
て
、W

i
n
-
W
i
n

の
関
係
の
最
初
の
モ
デ
ル
・
ケ
ー
ス
と
し
て
記
憶
す
る
必

要
が
あ
る
。
ま
ず
、
共
催
と
い
う
方
向
で
舵
を
取
っ
た
関
係
者
の

勇
断
は
も
っ
と
評
価
さ
れ
て
い
い
。
共
催
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
金

大
中
は
日
本
文
化
開
放
と
い
う
タ
ブ
ー
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で

き
、
韓
国
代
表
サ
ポ
ー
タ
ー
も
真
剣
勝
負
の
日
韓
戦
に
お
い
て
、

先
述
の
よ
う
な
友
好
的
な
横
断
幕
を
か
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
共

催
が
な
け
れ
ば
、
韓
流
も
そ
れ
に
続
く
日
流
も
起
き
な
か
っ
た
か

も
し
れ
な
い
。
こ
れ
は
、
譲
歩
・
協
力
を
通
じ
た
よ
り
大
き
な
長

期
的
利
益
・
「
共
益
」
を
生
み
出
し
た
モ
デ
ル
・
ケ
ー
ス
に
な
り
、

文
化
（
ス
ポ
ー
ツ
）
と
政
治
・
外
交
の
リ
ン
ケ
ー
ジ
が
成
功
し
た

好
例
で
も
あ
る
。
Ｗ
杯
で
盛
り
上
が
っ
た
日
韓
関
係
の
友
好
の
ダ

イ
ナ
ミ
ズ
ム
は
、
同
年
九
月
一
七
日
の
小
泉
純
一
郎
首
相
の
電
撃

訪
朝
と
「
日
朝
平
壌
宣
言
」
を
生
み
だ
し
た
。
太
陽
政
策
、
東
ア

ジ
ア
共
同
体
と
い
っ
た
新
し
い
秩
序
を
求
め
る
動
き
が
、
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
と
連
動
し
て
い
た
時
期
で
あ
る
。
韓
国
の
サ
ポ
ー
タ
ー

に
よ
る
「
広
場
文
化
」
を
含
め
、
日
韓
両
方
と
も
輝
い
て
い
た
二

○
○
二
年
の
あ
り
方
は
、
今
後
の
日
韓
両
国
の
進
む
べ
き
方
向
性

を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？

最
後
に
、
韓
流
は
単
な
る
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
分
野
の
一

過
性
の
ブ
ー
ム
で
は
な
く
、
五
○
○
年
続
い
た
西
洋
の
世
界
支
配

の
終
焉
と
い
う
「
ポ
ス
ト
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
」（
ガ
バ

ン
・
マ
コ
ー
マ
ッ
ク
）
と
い
う
壮
大
な
観
点
か
ら
眺
め
る
こ
と
も
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可
能
だ
。
胆
略
的
に
「
東
ア
ジ
ア
の
時
代
」
の
到
来
す
る
と
は
思

え
な
い
。
世
界
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
含
め
て
よ
り

多
元
的
か
つ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
的
方
向
へ
と
推
移
し
て
い
く
だ
ろ
う
。

韓
流
も
そ
の
よ
う
な
世
界
秩
序
の
変
動
の
流
れ
の
一
環
と
し
て
捉

え
る
観
点
が
必
要
だ
。
こ
れ
ま
で
反
目
し
て
い
た
国
の
文
化
を
好

き
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
自
体
で
意
味
が
あ
る
。
ま
た
肯

定
と
受
容
の
力
は
社
会
に
「
愛
」
を
育
み
、
否
定
と
排
除
の
力
は

「
憎
悪
」
を
生
む
。
日
韓
の
市
民
は
、
自
ら
ど
の
よ
う
な
社
会
に

住
み
た
い
の
か
考
え
て
見
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
文
化
を
通
じ

て
よ
う
や
く
お
互
い
を
隣
人
と
し
て
相
互
発
見
で
き
た
こ
と
は
、

新
し
い
時
代
を
切
り
開
く
礎
石
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
日
韓
の
相
互
認
識
は
、
他
者
を
肯
定
す
る
こ
と
が
自

己
否
定
に
つ
な
が
る
ゼ
ロ
サ
ム
的
な
「
相
互
否
定
」
の
パ
ラ
ダ
イ

ム
で
あ
っ
た
。
日
韓
の
文
化
交
通
の
深
化
は
、
文
化
の
中
の
ハ
イ

ブ
リ
デ
ィ
テ
ィ
と
越
境
性
を
確
認
す
る
契
機
を
与
え
、
本
質
主
義

と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
克
服
し
、
こ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
か
ら
の
脱
却

を
可
能
に
し
て
く
れ
る
と
い
え
よ
う
。

【
注
】

例
え
ば
、「
少
女
時
代
と
韓
国
成
長
企
業
」『
日
経
ビ
ジ
ネ
ス
』
オ

(1)

ン
ラ
イ
ン
二
○
一
○
年
九
月
二
八
日
付
。
笠
井
伸
幸
・
ア
ジ
ア
経

済
研
究
所
首
席
研
究
員
は
、
（
韓
国
の
）U

A
E

原
発
建
設
発
注
に
つ

い
て
、「
先
兵
と
し
て
韓
流
ド
ラ
マ
の
輸
出
が
大
き
く
貢
献
し
た
」

と
述
べ
た
。（Sankei

B
iz,

二
〇
一
一
年
一
月
一
六
日
。）

韓
流
と
政
治
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
黄
盛
彬
「
日
韓
「
文
化
と

(2)

政
治
」
と
そ
の
構
造
」
、
徐
勝
・
黄
盛
彬
・
庵
逧
由
香
編
『「
韓
流
」

の
う
ち
外
―
韓
国
文
化
力
と
東
ア
ジ
ア
の
融
合
反
応
』
（
御
茶
の

水
書
房
、
二
○
○
七
年
）
、
所
収
。

例
え
ば
、
崔
元
植
「
韓
流
、
東
ア
ジ
ア
疏
通
の
道
具
」
、
毛
利
嘉

(3)

孝
「
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
の
実
践
の
中
の
文
化
的
雑
種
」
、
前
掲
、『「
韓

流
」
の
う
ち
外
』
、
所
収
。

小
倉
紀
蔵
『
韓
流
イ
ン
パ
ク
ト
―
ル
ッ
ク
コ
リ
ア
と
日
本
の
主
体

(4)

化
』
（
講
談
社
、
二
○
○
五
年
）
、
同
『
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
化
す
る
日

韓
』（NTT

出
版
、
二
○
一
○
年
）
。

『
朝
日
新
聞
』（
二
○
一
一
年
一
二
月
六
日
付
）
は
、
二
○
一
一
年

(5)

の
男
子
ゴ
ル
フ
界
を
総
括
す
る
記
事
で
、
韓
国
人
の
ペ
・
サ
ン
ム

ン
がM

V
P

と
賞
金
王
を
獲
得
し
、
韓
国
勢
が
賞
金
ラ
ン
ク
二
○
位

以
内
に
五
人
に
含
ま
れ
た
こ
と
を
報
じ
な
が
ら
、
「
韓
流
本
流
」

と
い
う
見
出
し
を
つ
け
た
。

日
本
に
お
け
る
韓
流
の
展
開
過
程
と
そ
の
意
義
付
け
に
つ
い
て

(6)

は
、
例
え
ば
、
拙
著
『
「
韓
流
」
と
「
日
流
」
―
文
化
か
ら
読
み

解
く
日
韓
新
時
代
』
（N

H
K

ブ
ッ
ク
ス
、
二
○
一
○
年
）
第
二
章
を
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参
照
さ
れ
た
い
。

N
H
K

ラ
ジ
オ
特
集
「
日
韓
”
交
わ
る
こ
と
ば
“
”
ひ
ら
け
る
未
来
“

(7)

～
放
送
の
舞
台
裏
か
らK

-
P
O
P

ま
で
～
」
（
二
○
一
一
年
一
一
月
二

三
日
放
送
）
、N

H
K
B
S

特
集
「
日
韓
こ
と
ば
の
最
前
線
」
（
二
○
一

一
年
一
二
月
一
○
日
放
映
）
。

「
め
ざ
ま
し
テ
レ
ビ
」（CX

）
（
二
○
一
一
年
九
月
二
一
日
）
。
そ
の

(8)

中
で
キ
ャ
ス
タ
ー
の
皆
藤
愛
子
は
、
自
ら
も
韓
国
に
一
人
旅
に
行

っ
て
来
た
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。
筆
者
の
大
学
生
時
代
（
九
一

年
）
ゼ
ミ
で
韓
国
合
宿
に
行
く
際
に
、
あ
る
女
子
学
生
は
祖
母
の

反
対
に
よ
っ
て
、
韓
国
行
き
を
断
念
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
ま

さ
に
隔
世
の
感
で
あ
る
。
今
で
は
、
祖
母
世
代
の
方
が
よ
り
積
極

的
に
韓
国
旅
行
を
望
む
場
合
も
多
い
こ
と
だ
ろ
う
。

「
冬
の
ソ
ナ
タ
」
の
主
人
公
チ
ェ
・
ジ
ウ
と
荒
俣
宏
を
起
用
し
て
、

(9)

韓
国
の
世
界
遺
産
を
紹
介
す
るB

S

フ
ジ
の
特
別
番
組
『
チ
ェ
・
ジ

ウ

日
韓
を
つ
な
ぐ
架
け
橋

韓
国
の
歴
史
と
世
界
遺
産
』
は
、

内
容
も
充
実
し
て
お
り
、
新
た
な
日
韓
の
文
化
交
流
の
断
面
を
見

せ
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

「
大
久
保
コ
リ
ア
ン
タ
ウ
ン
」
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
『
毎
日
新

(10)

聞
』
二
○
一
一
年
六
月
二
三
日
、
拙
稿
「
ホ
ッ
ト
ク
と
路
地
裏
と

か
け
そ
ば
の
大
久
保
物
語
」
『
ニ
ュ
ー
ズ
ウ
ィ
ー
ク
日
本
版
』
（
二

〇
一
一
年
七
月
一
三
日
号
）
。

『
読
売
新
聞
』
（
二
○
一
一
年
四
月
二
三
日
付
）
に
よ
れ
ば
、
闇
市

(11)

場
を
舞
台
に
北
朝
鮮
の
密
輸
業
者
が
中
国
で
仕
入
れ
た
韓
国
のD

V

D

な
ど
を
販
売
し
、
「
冬
の
ソ
ナ
タ
」
、
「
宮
廷
女
官
チ
ャ
ン
グ
ム
の

誓
い
」
、
「
ブ
ラ
ザ
ー
フ
ッ
ド
」
な
ど
が
売
れ
筋
と
い
う
。
北
朝
鮮

の
若
者
の
中
に
は
韓
流
ス
タ
ー
に
憧
れ
、
髪
の
毛
を
伸
ば
し
て
染

め
た
り
、
「
ス
キ
ニ
ー
」
タ
イ
プ
の
ズ
ボ
ン
に
改
造
し
た
り
す
る

人
も
い
る
と
い
う
。

h
tt
p:/
/w
ww
.yo
utub

e.
co
m/u
ser
/mb
ca
udi
tio
n?b
le
nd
=
21&
o

(12)b
=
5
,
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
y
o
u
t
u
b
e
.
c
o
m
/
w
a
t
c
h
?
v
=
e
X
h
8
R
Y
F
J
o
i
0

参

照
。

『K
B
S

시
사
기
획

신
한
류

길
을

묻
다
（KBS

時
事
企
画

新
韓
流

(13)

の
行
方
）』
二
○
一
一
年
七
月
一
二
日
放
映
。

『
東
亜
日
報
』
二
○
一
一
年
一
二
月
七
日
。

(14)

前
掲
『KBS

時
事
企
画

新
韓
流
の
行
方
』。

(15)

同
上
。

(16)
『
朝
鮮
日
報
』
オ
ン
ラ
イ
ン
、
二
○
一
一
年
七
月
八
日
。

(17)

ケ
ネ
ス
・
パ
イ
ル
著
、
加
藤
幹
雄
訳
『
日
本
へ
の
疑
問
』
（
サ
イ

(18)

マ
ル
出
版
会
、
一
九
九
五
年
）。

そ
の
背
景
に
は
、
冷
戦
終
焉
後
の
国
際
環
境
に
対
す
る
韓
国
人
の

(19)

危
機
意
識
が
作
用
し
て
い
た
。
冷
戦
は
抑
圧
的
な
構
造
で
あ
っ
た

も
の
の
、
逆
説
的
に
韓
国
の
安
全
保
障
と
経
済
成
長
が
保
障
さ
れ

る
シ
ス
テ
ム
で
も
あ
っ
た
。
だ
が
、
そ
の
冷
戦
秩
序
の
解
体
に
よ

り
、
周
辺
の
大
国
に
囲
ま
れ
た
朝
鮮
半
島
で
は
、
列
強
が
角
逐
を
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繰
り
広
げ
た
一
○
○
年
前
と
同
じ
よ
う
な
状
況
が
繰
り
返
さ
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
不
安
が
広
が
っ
て
い
た
。
例
え
ば
一
九
九

二
年
、
日
本
の
大
国
化
に
伴
い
「
豊
臣
秀
吉
の
朝
鮮
侵
略
四
○
○

周
年
」
が
現
実
の
危
機
意
識
と
シ
ン
ク
ロ
し
、
日
本
に
対
す
る
敗

北
意
識
、
脅
威
認
識
と
し
て
表
出
す
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。
「
石

油
一
滴
も
出
な
い
」
資
源
の
乏
し
い
韓
国
が
経
済
危
機
に
見
舞
わ

れ
、
大
国
ひ
し
め
く
東
北
ア
ジ
ア
に
お
い
て
二
一
世
紀
に
生
き
る

道
を
「
文
化
」
に
見
出
し
た
の
で
あ
る
。

『
朝
日
新
聞
』
一
九
九
八
年
一
○
月
九
日
。

(20)

ブ
ル
ー
・
カ
ミ
ン
グ
ス
著
、
横
田
安
司
・
小
林
知
子
訳
『
現
代
朝

(21)

鮮
の
歴
史
』（
明
石
書
店
、
二
〇
〇
三
年
）
。

韓
国
で
は
語
学
留
学
や
バ
ッ
ク
パ
ッ
ク
旅
行
、
大
学
の
調
査
旅
行

(22)

な
ど
様
々
な
形
態
で
、
実
に
多
く
若
者
が
世
界
を
体
験
し
て
い
る
。

か
つ
て
は
、
欧
米
や
日
本
に
憧
れ
の
念
を
抱
く
場
合
が
多
か
っ
た

が
、
大
学
生
に
対
す
る
聞
き
取
り
に
よ
る
と
、
近
年
は
必
ず
し
も

そ
う
で
な
は
な
く
、
韓
国
と
「
世
界
」
の
距
離
を
さ
ほ
ど
感
じ
な

い
と
答
え
る
学
生
が
増
え
た
。
例
え
ば
、
ソ
ウ
ル
大
学
の
あ
る
学

生
は
、
パ
リ
の
華
麗
な
文
化
遺
産
を
目
の
当
た
り
に
し
て
も
別
に

圧
倒
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
こ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
「
過
去
」
の
栄

光
で
あ
り
遺
産
で
あ
っ
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
の
不
十
分
さ

や
生
活
の
便
利
さ
と
質
な
ど
、
今
の
時
代
の
比
較
で
は
、
逆
に
韓

国
の
方
が
優
れ
た
点
が
多
い
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
た
と
い
う
。

『
東
亜
日
報
』
オ
ン
ラ
イ
ン
、
二
○
一
一
年
九
月
三
○
日
、h

ttp
:

(23)/
/
n
e
w
s
.
d
o
n
g
a
.
c
o
m
/
C
u
l
t
u
r
e
/
N
e
w
/
3
/
0
7
/
2
0
1
1
0
9
3
0
/4
0
7
4
9
23

7/1.韓
流
を
朝
鮮
半
島
の
「
分
断
体
制
」
と
の
関
連
で
注
目
し
て
い
る

(24)

議
論
と
し
て
、
例
え
ば
、
白
楽
晴
「
朝
鮮
半
島
の
統
一
時
代
と
日

韓
関
係
」、
前
掲
『
「
韓
流
」
の
う
ち
外
』
所
収
。

ガ
バ
ン
・
マ
コ
ー
マ
ッ
ク
著
、
松
居
弘
道
・
松
村
博
訳
『
空
虚
な

(25)

楽
園
―
戦
後
日
本
の
再
検
討
』
（
み
す
ず
書
房
、
一
九
九
八
年
）
。

キ
ム
・
チ
ャ
ン
ナ
ム
『
대
중
문
화
의

이
해
（
大
衆
文
化
の
理
解
）
』

(26)

（
ハ
ヌ
ル
ア
カ
デ
ミ
ー
、
二
〇
〇
九
年
）。

論
者
の
中
に
は
、
東
ア
ジ
ア
国
際
関
係
の
「
正
常
化
」
を
か
つ
て

(27)

の
中
華
秩
序
に
準
拠
し
て
論
じ
る
場
合
が
あ
る
が
、
筆
者
は
、
今

の
東
ア
ジ
ア
は
国
家
、
市
場
、
市
民
社
会
、
サ
イ
バ
ー
空
間
な
ど

多
元
的
な
ア
ク
タ
ー
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
そ
こ
に
「
文
化
」
の

交
錯
が
見
ら
れ
る
と
い
う
意
味
で
、
伝
統
的
中
華
秩
序
と
は
ま
っ

た
く
性
格
の
こ
と
な
る
新
し
い
東
ア
ジ
ア
国
際
秩
序
が
誕
生
し
つ

つ
あ
る
と
考
え
る
立
場
に
立
つ
。
よ
っ
て
、
こ
こ
で
い
う
「
正
常

化
」
と
は
過
去
を
準
拠
に
お
く
も
の
で
は
な
く
、
ま
っ
た
く
新
し

い
多
元
的
で
水
平
志
向
的
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
的
な
東
ア
ジ
ア
秩
序

で
あ
る
と
考
え
る
。

小
倉
紀
蔵
、
前
掲
『
韓
流
イ
ン
パ
ク
ト
』
参
照
。

(28)
『
週
刊
朝
日
』
二
○
○
八
年
五
月
二
日
号
。

(29)
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『
ニ
ュ
ー
ズ
ウ
ィ
ー
ク
日
本
版
』
二
〇
一
一
年
九
月
二
一
日
号
。

(30)

筆
者
の
金
溶
徳
所
長
に
対
す
る
聞
き
と
り
に
よ
る
。

(31)
『
読
売
新
聞
』
二
〇
一
一
年
一
一
月
一
二
日
。

(32)

日
韓
関
係
の
構
造
的
変
化
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
木
宮
正
史
「
日

(33)

韓
関
係
の
力
学
と
展
望
―
冷
戦
期
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
と
脱
冷
戦
期

に
お
け
る
構
造
変
容
」
金
慶
珠
・
李
元
徳
編
『
日
韓
の
共
通
認
識
』

（
東
海
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
七
年
）
。

www.mof
a.go.jp/

mofaj/

(34)
『
読
売
新
聞
』
二
○
一
一
年
一
一
月
三
○
日
。

(35)

www.asahi.com
/politics/jiji/JJT20111006102.htm

l.

(36)

『
国
民
日
報
』
オ
ン
ラ
イ
ン
、
二
○
一
○
年
一
○
月
一
四
日
。

(37)

楽
曲
の
内
容
と
そ
の
時
の
状
況
、
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

(38)

「
ス
ナ
イ
パ
ー
×
教
授
の
コ
ラ
ボ
に
震
え
た
夜
」
『
ニ
ュ
ー
ズ
ウ

ィ
ー
ク
日
本
版
』
二
○
○
四
年
六
月
一
六
日
号
。

『
ハ
ン
ギ
ョ
レ
新
聞
』
オ
ン
ラ
イ
ン
、
二
○
○
九
年
五
月
一
五
日
。

(39)

韓
国
に
お
け
る
「
日
流
」
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
著
、
第
二
部
、

(40)

大
野
俊
編
『
メ
デ
ィ
ア
文
化
と
相
互
イ
メ
ー
ジ
形
成
―
日
中
韓
の

新
た
な
課
題
』
（
九
州
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
〇
年
）
第
一
章
、

第
四
章
、
第
五
章
参
照
。

"
Z
E
N
S
Y
T
L
E
(

禅
ス
タ
イ
ル)

"

と
い
う
表
現
は
、
イ
ン
テ
リ
ア
な

(41)

ど
日
本
の
「
和
」
の
テ
イ
ス
ト
を
表
す
表
現
と
し
て
、
高
級
な
イ

メ
ー
ジ
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。

二
〇
〇
九
年
のSBS

ド
ラ
マ
『
シ
テ
ィ･

ホ
ー
ル
』
に
お
い
て
主
演

(42)

の
チ
ャ
・
ス
ン
ウ
ォ
ン
の
ス
タ
イ
ル
や
雰
囲
気
が
大
人
気
に
な
っ

た
際
に
、
「
チ
ャ
・
ス
ン
ウ
ォ
ン
の
よ
う
な
感
じ
・
雰
囲
気
」
と

い
う
意
味
で
「
차
간
지(

チ
ャ
ガ
ン
ジ)

」
と
い
う
表
現
が
流
行
語

に
な
っ
た
。
そ
の
後
は
、
俳
優
の
ソ
・
ジ
ソ
プ
に
対
し
て
も
使
わ

れ
、
「
소
간
지
（
ソ
ガ
ン
ジ
）
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
「
感
じ
／
雰

囲
気
の
あ
る
男
」
と
い
う
意
味
で
「
간
지
남
（
カ
ン
ジ
ナ
ム
）
」

と
い
う
表
現
も
あ
る
。

韓
国
の
進
歩
系
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
新
聞
で
あ
る
『
딴
지
일
보
（
タ

(43)

ン
ジ
日
報
）
』
（w

w
w
.
d
d
a
n
z
i
.
c
o
m

）
の
代
表
・
キ
ム
・
オ
ジ
ュ
ン

は
、
同
新
聞
の
コ
ラ
ム
で
Ｗ
杯
ベ
ス
ト
４
に
よ
っ
て
、
急
に
韓
国

人
は
日
本
人
に
対
し
て
寛
容
に
な
っ
た
と
指
摘
し
た
。
（
『
タ
ン
ジ

日
報
』
二
○
○
五
年
七
月
二
八
日
）

そ
の
意
味
で
、
日
本
の
「
カ
ワ
イ
イ
」
を
基
に
し
た
ア
イ
ド
ル
文

(44)

化
を
完
璧
に
内
面
化
し
たT

-
A
R
A

が
誕
生
し
、
「B

o
P
e
e
p
B
o
P
e
e

p

」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
日
本
で
も
話
題
の
「
猫
ダ
ン
ス
」
を

披
露
し
た
こ
と
は
、
韓
国
文
化
シ
ー
ン
に
お
け
る
あ
る
種
の
衝
撃

で
あ
り
、
対
日
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
克
服
を
象
徴
す
る
一
例
と
い
え

る
。

「
韓
流
バ
ブ
ル
が
は
じ
け
る
日
」『
ニ
ュ
ー
ズ
ウ
ィ
ー
ク
日
本
版
』

(45)

二
〇
一
一
年
九
月
二
一
日
号
。

筆
者
と
古
家
氏
の
対
談
の
際
の
コ
メ
ン
ト
で
あ
る
。

(46)
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筆
者
の
聞
き
と
り
に
よ
る
。

(47)

確
か
に
、
韓
国
の
ニ
ュ
ー
ス
に
お
い
て
、
あ
る
重
要
な
出
来
事
に

(48)

つ
い
て
、
海
外
の
反
応
を
紹
介
す
る
際
に
、
従
来
は
一
番
目
は
ア

メ
リ
カ
で
二
番
目
は
日
本
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
近
年
は
二
番
目
に

中
国
を
紹
介
し
、
日
本
は
三
番
目
に
な
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
。

だ
が
、
そ
れ
は
日
本
に
お
い
て
も
事
情
は
あ
ま
り
変
わ
ら
ず
、
韓

国
が
報
じ
ら
れ
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
る
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
順
番
は

と
も
か
く
、
ま
だ
紹
介
さ
れ
て
い
る
点
に
重
き
を
置
い
て
い
い
か

も
し
れ
な
い
。

例
え
ば
、
二
○
一
一
年
に
韓
国
で
話
題
と
な
っ
た
実
力
派
歌
手
の

(49)

競
演
番
組
で
あ
る
「
나
는

가
수
다
（
ナ
ヌ
ン
・
ガ
ス
ダ
、
私
は

歌
手
だ
）
」
や
そ
の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
っ
た
、
パ
ク
・
ジ
ョ
ン
ヒ

ョ
ン
（L

E
N
A
P
A
R
K

）
、
イ
ム
・
ジ
ェ
ボ
ム
、
イ
・
ソ
ラ
、
イ
ン
ス

ニ
、Bob

by
Kim

、
な
ど
の
実
力
派
ア
ー
チ
ス
ト
や
、Leessang

、

D
y
n
a
m
i
c
D
u
o
,
D
r
u
n
k
e
n
T
i
g
e
r
,

チ
ャ
ン
・
ギ
ハ
な
ど
独
特
の

世
界
観
を
表
現
し
て
い
る
今
の
韓
国
の
「
元
気
な
」
若
者
、
そ
し

て
「
ホ
ン
デ
」
の
イ
ン
デ
ィ
ー
ズ
・
ア
ー
チ
ス
ト
な
ど
が
、
も
っ

と
紹
介
さ
れ
る
こ
と
の
方
が
、
よ
り
健
全
で
成
熟
し
た
日
韓
の
文

化
交
流
に
つ
な
が
る
と
い
え
る
。
ま
た
、
日
本
の
中
島
み
ゆ
き
、

井
上
陽
水
、
浜
田
省
吾
、
ミ
ス
タ
ー
・
チ
ル
ド
レ
ン
（B

A
N
K
B
A
N

D

）
、
斉
藤
和
義
な
ど
が
き
ち
ん
と
紹
介
さ
れ
る
な
ら
ば
、
韓
国
人

のJ-POP

に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
も
変
わ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

さ
ら
に
、
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ンN

E
O

」
（N

H
K

）
、
「
ハ
ゲ
タ
カ
」
（N

H
K

）

な
ど
の
ド
ラ
マ
や
番
組
も
、
共
通
の
社
会
構
造
を
持
つ
日
韓
で
は

共
感
を
得
ら
れ
や
す
い
だ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
「
私
は
歌
手
だ
」

に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
ア
イ
ド
ル
だ
け
じ
ゃ
な
い
韓
国
の
「
ホ
ン

モ
ノ
」
回
帰
」
『
ニ
ュ
ー
ズ
ウ
ィ
ー
ク
日
本
版
』
二
○
一
一
年
一

○
月
一
九
日
号
、
参
照
。

韓
国
文
化
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
。ht

tp:
//
www
.ko
rea
nc
ult
ure
.j

(50)p
/
i
n
f
o
_
n
e
w
s
_
v
i
e
w
.
p
h
p
?
n
u
m
b
e
r
=
1
6
3
6

。
李
箱
文
学
賞
受
賞
作

で
あ
る
、
ハ
ン
・
ガ
ン
著
、
き
む
ふ
な
訳
『
菜
食
主
義
者
』
が
課

題
図
書
に
選
定
さ
れ
た
。

韓
国
の
デ
ジ
タ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
つ
い
て
は
、
玄
武
岩
『
韓

(51)

国
の
デ
ジ
タ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』（
筑
摩
書
房
、
二
〇
〇
五
年
）
。

『
ハ
ン
ギ
ョ
レ

』
二
○
○
五
年
一
一
月
一
七
日
、
第
五
八
五
号
。

(52)

21

同
上
。

(53)
『
ハ
ン
ギ
ョ
レ
新
聞
』
オ
ン
ラ
イ
ン
、
二
〇
〇
七
年
七
月
三
〇
日
。

(54)

尚
、
二
〇
〇
五
年
に
は
明
成
皇
后
殺
害
の
実
行
犯
の
子
孫
も
こ
の

団
体
と
共
に
訪
韓
し
て
い
る
。

『
ハ
ン
ギ
ョ
レ
新
聞
』
オ
ン
ラ
イ
ン
、
二
○
○
七
年
三
月
五
日
。

(55)

『
韓
国
日
報
』
オ
ン
ラ
イ
ン
、
二
〇
〇
九
年
一
二
月
二
四
日
。

(56)

G
il
b
e
r
t
R
ozm
an,

No
rt
hea
st
Asi
a'
s
S
tun
ted

R
egi
ona
li

(57)s
m
:
B
i
l
a
t
e
r
a
l
D
i
s
t
r
u
s
t
i
n
t
h
e
S
h
a
d
o
w
o
f
Gl
o
b
a
li
z
a
t

i
o
n
,
C
a
m
b
r
i
d
g
e
U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
P
r
e
s
s
,
2
0
0
4
,
C
h
a
p
t
e
r
3
.
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太
平
洋
か
ら
「
日
本
海
」
へ
と
目
を
転
ぜ
よ
と
い
う
主
張
と
し
て

(58)

は
、
例
え
ば
、
寺
島
実
郎
「
真
の
東
ア
ジ
ア
の
提
携
に
む
け
て
」

前
掲
『
「
韓
流
」
の
う
ち
外
』
所
収
）
。

「
ル
ッ
ク
・
ウ
ェ
ス
ト
政
策
」
と
「
西
京
」
と
し
て
の
福
岡
に
つ

(59)

い
て
は
、
拙
稿
「
ア
ジ
ア
の
中
心
「
西
京
」
を
東
京
人
も
ル
ッ
ク

・
ウ
エ
ス
ト
！
」
『
ニ
ュ
ー
ズ
ウ
ィ
ー
ク
日
本
版
』
二
〇
〇
八
年

七
月
一
六
日
号
。

『
読
売
新
聞
』
二
○
一
一
年
三
月
三
○
日
。
ま
た
麻
生
知
事
は
北

(60)

部
九
州
の
五
つ
の
拠
点
と
し
て
研
究
開
発
、
知
的
集
積
な
ど
の
拠

点
化
、
自
動
車
、
ロ
ボ
ッ
ト
、
バ
イ
オ
、
水
素
、
半
導
体
な
ど
の

産
業
拠
点
、
中
小
企
業
の
市
場
開
拓
に
向
け
た
ア
ジ
ア
ビ
ジ
ネ
ス

の
拠
点
、
公
害
克
服
技
術
な
ど
を
生
か
し
た
環
境
産
業
の
拠
点
化
、

ア
ジ
ア
で
起
き
て
い
る
新
し
い
共
通
文
化
を
積
極
的
に
振
興
す
る

な
ど
を
掲
げ
た
。

『
読
売
新
聞
』
二
○
一
一
年
四
月
二
三
日
。

(61)【
付
記
】

本
稿
は
、
東
京
大
学
大
学
院
情
報
学
環
現
代
韓
国
研
究
セ
ン
タ
ー
、

駐
日
大
韓
民
国
大
使
館
共
催
フ
ォ
ー
ラ
ム
『
共
生
協
力
の
韓
日
関
係

企
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
―
韓
日
市
民
社
会
・
文
化
の
交
流
の
観
点
か
ら
』

（
二
○
一
一
年
一
○
月
二
一
日
）
に
お
け
る
報
告
「
日
韓
の
文
化
交

流
と
そ
の
外
交
的
含
意
」
と
、
韓
国
人
研
究
者
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
駐
日

韓
国
大
使
館
韓
国
文
化
院
、
韓
国
コ
ン
テ
ン
ツ
振
興
院
共
催
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
『
韓
国
と
日
本
に
お
け
る
文
化
交
流
の
新
し
い
流
れ
を
考

え
る
―
韓
流
の
現
状
と
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
文
化
交
流
』
（
二

○
一
一
年
九
月
二
九
日
）
に
お
け
る
報
告
「
日
韓
関
係
の
多
元
化
と

韓
流
」
と
い
う
、
二
つ
の
報
告
を
基
に
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
場
を
借
り
て
、
報
告
の
機
会
を
与
え
て
く
れ
た
主
催
の
各
機
関

に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
ま
た
、
討
論
お
よ
び
司
会
を
ご
担

当
い
た
だ
い
た
、
東
京
大
学
の
木
宮
正
史
先
生
、
園
田
茂
人
先
生
、

立
教
大
学
の
李
鐘
元
先
生
、
李
香
鎮
先
生
、
黄
盛
彬
先
生
、
聖
公
会

大
学
の
梁
起
豪
先
生
な
ど
か
ら
と
て
も
有
意
義
か
つ
建
設
的
な
コ
メ

ン
ト
を
い
た
だ
い
た
。
今
回
の
論
稿
で
は
そ
れ
ら
を
き
ち
ん
と
反
映

す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
今
後
の
課
題
に
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
。
尚
、
現
在
進
行
形
の
文
化
現
象
を
扱
っ
て
い
る
報
告
で
も
あ

り
、
一
般
市
民
向
け
の
報
告
で
も
あ
っ
た
た
め
、
学
術
的
と
は
い
え

な
い
レ
ト
リ
ッ
ク
な
表
現
も
多
用
し
て
い
る
が
、
「
伝
え
る
」
こ
と

に
重
き
を
置
い
た
た
め
で
き
る
だ
け
口
頭
で
の
表
現
を
残
し
た
形
と

な
っ
た
。
ご
理
解
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
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